



























































天翔虎カルーデイアの軍師６




〈ファンタジア文庫電子応援店限定版〉








上総朋大







富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















　　口絵・本文イラスト　庄名泉石







　目次









第一章　トラインの一いつ騎き討うち

第二章　クロノワークの戦い（前）

第三章　クロノワークの戦い（後）

第四章　闇やみを照らす月

第五章　天竜姫テユリオンの軍師




終章　天翔虎カルーデイアの軍師







　あとがき

　特別付録　キャラクターラフデザイン＆未収録イラスト集




















　　　第一章　トラインの一いつ騎き討うち







『がああああっ！』

　獣けものの咆ほう哮こうを思わせる声が轟とどろく。

　二人が発する闘とう気きと熱気は、周りで見守る兵士らの腹の底をビリビリと刺し激げきした。

　トーレ帝てい国こくが誇ほこる四将の筆頭、アルベルト・ベルガー。

　フレリカ王国の上将軍まで上り詰つめたフレイ・フォルク。

　この二人の一騎討ちの結末が後のラーカスに大きな影えい響きようを与あたえるであろうという事は、この場に居る誰だれもが予感していた。

「がんばれフレイっ！」

　トラインの城じよう壁へきの上から、力強い女の声が飛ぶ。

　フレリカの軍師、ニーア・リーベルンである。

「女連れで戦場に来るような輩やからに後れを取るか！」

　ベルガーが深しん紅くの旗を巻き付けた円えん月げつ刀とうを持つ腕うでに力を込こめ、フレイに向かって振ふり下ろす。

　咄とつ嗟さに矛ほこを横に持ち、それを受け止めるフレイ。

　バギャ、という音と共に、フレイが乗るカモシカ王ワーネスの膝ひざが地面にめり込む。

「羨うらやましいかベルガー。何でも力で手に入れてるお前ら帝国のモンにゃ、ぜってぇ貰もらえねー声せい援えんだろう、がよッ！」

　フレイが円月刀を左へ弾はじき返し、そのまま突つきを放つ。

　ベルガーは巧たくみに槍やりを立て、その刺し突とつをいなす。

　刃やいばと刃、柄つかと柄を何度もぶつけ合う二人だが、今のところは互ご角かくに打ち合っていた。

「力ある者が全すべてを手に入れる。それが真理なのだ。これほどの腕を持つ貴様が帝国に入れば、瞬またたく間に四将の末席に座れるだろう。金も、女も、権力も！　何不自由ない生活が味わえるのだぞ！　魅み力りよく的だとは思わんか!?」

　ベルガーの円月刀の柄が、フレイの額を擦かする。

　一筋の血が、フレイの頰ほおを伝った。

「ふん、何が言いてぇ？」

　ぺっ、と地面に唾つばを吐はくフレイ。

「俺にはわからんのだ。貴様のような者が何な故ぜ、フレリカのような小国にいるのかがな。貴様は、何の為ために戦っている！」

　ベルガーは間合いを取り、円月刀を振って構えた。

　その姿に、僅わずかの隙すきもない。フレイは思い切り深呼吸し、ベルガーに突とつ撃げきしていく。

　カモシカの王ワーネスと、ベルガーの愛馬グラフトの膂りよ力りよくも拮きつ抗こうしていた。鋭えい利りな枝のような角を持つワーネスに対し、グラフトは鉄の兜かぶとに身を守られている。二頭は内なる激情を激しくぶつけ合い、背に乗せる者達に負けず劣おとらずの戦いを見せた。

　技わざ、力、精神力。全てにおいて、ベルガーとフレイは互角に……見えた。

　だが、やがてじりじりと一方が押され出した。

　ベルガーの円月刀を受け止めるだけでも、並の将には難しい。

　肩かたに、脇わき腹ばらに、腕。

　ベルガーの刃が刻み込まれていった。

「何の為にか……」

　フレイがそう呟つぶやいた刹せつ那な。

　振り下ろされたベルガーの刃を受け止めようとしたが力負けして、自分の矛ほこ越ごしに、額を激しく打ちつけた！

「お？」

　岩石で頭を殴なぐられたかのような衝しよう撃げきが、フレイの脳を激しく揺ゆらす。フレイの目が泳ぎ、両腕から力が抜ぬけた。

「ぬああっ！」

　間かん髪はつ入れずベルガーが円月刀を振りかぶり、渾こん身しんの力を込めた一撃を見み舞まう。何とかそれを視界に入れたフレイは、本能で矛を左腕の上に乗せて受け止める構えを取る。

　ベギッ。

　太い木を叩たたき折った時と同じ音が響ひびく。

　人間離ばなれしたベルガーの膂力をまともに受け止めたのが災わざわいし、フレイの左橈とう骨こつが折られたのだ。

　ベルガーはそのまま巧みに円月刀を持ち替かえ、返す刀でフレイの胴どうを狙ねらう。

　風を切り、唸うなりを上げる円月刀。

　フレイは矛を右に持ち、腕を曲げて矛を立てる。

　ただですら一撃が重いベルガーの斬ざん撃げきを、片手で受け止めるのは困難だった。

　ベルガーの刃が接せつ触しよくした瞬しゆん間かん、フレイの身体からだがくの字に折れ、ワーネスもろとも吹ふき飛ばされた。

　ワーネスの蹄ひづめが、大地を搔かく。

「ぶはっ！」

　フレイが息を吐く。

　均きん衡こうが、ついに破れた。

　左腕から力を奪うばわれ、肋ろつ骨こつも三本持っていかれた。

　肩で息をするフレイに対し、ベルガーは両腕で愛刀を振り回し、ゆっくりとフレイに迫せまった。

「勝負あり、だな」

　一歩、また一歩とベルガーがフレイに近づく。

　だがフレイは……項うな垂だれたまま、動こうともしない。

　意識を、失っていた。

「将軍ッ！」

　周りを囲むフレリカ兵から、悲鳴に近い声が飛ぶ。

　逆に帝国兵は、笑えみを浮うかべるだけで静かなものだった。

「ラーカス統一の絵図を書いたのは大軍師ディオラと大元げん帥すいジンだ。だがな、それを完成させたのは我々だ。実行無き計画など子供の夢想に過ぎん」

　すう、と息を深く吸い、ベルガーがフレリカ兵に向かって叫さけんだ。

『それをやってのけた我ら帝国軍の力を、見くびるなッ！』

　ビリビリ、と身体全体を震ふるわす程ほどの声量に、フレリカ兵は完全に飲まれて言葉を失った。

「俺を倒たおすだと？　はっ、笑わせる。貴様程度の将など記き憶おくに残らん程、屠ほふってきたわ」

　帝国が抱かかえる将軍達の、頂点に君臨する四人。

　その四人の中で最も武功を上げ、四将の筆頭とされたアルベルト・ベルガーの力と言葉には、耳じ目もくにする者を震え上がらせる重みがあった。

「確かに貴様は強かった。だが、これで終わり──」

　……その時。

『うるさ────いッ！』

「だ、あ？」

　聞いた者の目を覚ますような高音が、城壁から閃せん光こうのように突き刺ささった。

　だん、と城壁の煉れん瓦がに片足を乗せ、腕を組み、眉まゆを吊つり上げる女。

　ニーアだった。

「何の真ま似ねだ貧相な小こ娘むすめ。男と男の勝負に口を挟はさむな！」

　ベルガーが睨にらみ付け、毒づく。

　屈くつ強きような兵士ですら思わず顔を伏ふせたくなる程の威い圧あつにも、ニーアは屈くつしなかった。

「男と男の勝負？　そんなもん知ったこっちゃないわよ！　フレイ！　あんた、その勝負にあたしの命も懸かかってる事、わかってんの!?」

　ニーアの叫びが、フレイに届いているかどうかは定かではない。

　だが、フレイの肩がぴくり、と動いたことに、殆ほとんどの人間が気づかなかった。

「ベルガーとの勝負に負けたら、あたしはここから飛び降りてやるって言ったわ。それが噓うそだとか、虚きよ言げんだとか思ってんの!?」

　ニーアは何を思ったのか、はらりと垂れる自分の髪かみを片手で摑つかみ、腰こしに差していた短刀を引き抜き、そこに刃を当てた。

「軍師、何を!?」

　城壁の上のフレリカ兵が動どう揺ようする。

「知れたことよ！　女には女の覚かく悟ごってもんがあんの。それを見せてやるわ！」

　誰もが壁かべ上のニーアに目を奪われる。

　そんな中でニーアは、己おのれの髪をばっつりと切り捨てた！

「「ああっ！」」

　これにはフレリカ兵は勿もち論ろん、帝国兵も閉口した。

「あんたが死んだらあたしも死ぬ。死人に髪なんか不要でしょ！」

　ニーアが次の髪に手を掛かけた、その時だった。

「お、お前……」

　ゆらり、と身体が揺れ、フレイが虚うつろな瞳ひとみをニーアに向けた。

「俺はお前の髪まで好きなんだ。な、何勝手に、切っちまってんだよ」

　そう口にするフレイ。

　口調は弱々しかったが、その目には力が戻もどっていた。

「見てらんないのよ。あんたラーカスの大将軍になるんじゃなかったの？　シャンとしなさい！」

　涙なみだ声ごえで、掠かすれた声で、必死に声を上げるニーア。

　フレイは天を仰あおぎ、ふー、と息を吐いた。

「ベルガー……お前、ガーネ山さん道どうでの戦いを覚えてるか？」

　不意に、フレイが言う。

「忘れられるはずがなかろう。フレリカの王女を斬きったはずが、まさか別人だったとはな。おかげで大おお恥はじをかかされたわ」

　ぎりり、と歯を嚙かみしめるベルガー。

　上じよう腕わん筋きんが盛り上がり、眉み間けんに深い皺しわが刻み込まれた。

「あいつは命を懸けて、身体を張って、お前ら帝てい国こく平へい北ほく軍ぐんを追っ払ぱらったんだ。あんな小せぇ身体でな、バカでけぇんだ」

　くっくっく、と笑うフレイ。

「そうか、あの小娘が、姑こ息そくな手で俺を騙だましたのかァ……！」

　眉を吊り上げ、ぎりり、と歯を嚙み締しめるベルガー。

「その姑息な手で退たい却きやくしたお前らも大たい概がいだけどな」

　フレイの一言で、ベルガーの怒いかりが頂点に達した！

「貴様ら……諸もろ共とも、その頸くびを刎はねてくれるッ！」

　愛馬グラフトの腹を蹴けり、円えん月げつ刀とうを振り回しながらフレイに迫るベルガー。

「フレイ！」

　悲鳴を上げるニーア。

　フレイは熱気渦うず巻まく中心にあって、驚おどろく程、静かに研とぎ澄すまされていた。

「終わりだ！」

　間合いを詰つめたベルガーが、フレイの首筋めがけて円月刀を振り下ろす。

『おあああああッ！』

　フレイの全身から気き迫はくが溢あふれ出す。

　折られた左腕は使えない。

　フレイは脇わきを支点に、矛ほこをがっしりと右手に握にぎって斬り上げた。

　最強を自負する将軍の意地と誇ほこりを刃やいばに変えて、大きく弧こを描えがく二つの斬撃。

　その瞬間を誰だれもが注視する。見る者を魅み了りようする演えん舞ぶのように、時が緩ゆるやかに流れた。

　何の差だったのかは、分からない。

　誰の目にもフレリカ上将軍フレイよりベルガーの方が一枚上手の将軍に映っている。

　だが、それにも拘かかわらず、最初に血肉に到とう達たつしたのは……フレイの矛だった。

　フレイの鋭するどい刃はベルガーの左下腹部から右胸にかけて、鎧よろいなど紙切れ同然だと言わんばかりに意にも介かいさず、すっぱりと簡単に裂さき、その下に守られた屈強な肉体に己の存在を刻み込んだ。

「ぐばっ！」

　ベルガーの円月刀が空を切る。

　フレイの一撃によって、ベルガーは愛馬グラフトごと後方に跳とばされた。

「なん、だと？」

　鮮せん血けつが噴ふき出し、ばたた、と地面を赤い雨が叩いた。

「おおおおおああああああ！」

　フレイが雄お叫たけびを上げながら矛を頭上に掲かかげ、ワーネスを駆かってベルガーに迫る。

　片手のフレイの攻こう撃げきが、そんなに重いはずがない。

　ベルガーは円月刀を横にして右手で受け止める体勢を取り、腰の剣けんに左手をかけた。

　この一撃を往いなし、剣で腹を突つき抉えぐる。

　それで勝負は終わりだ。

　──と、思っていた。

　ボキャッ。

　鈍にぶい音が響く。

「あ？」

　思わず声を漏もらすベルガー。

　アーティファクトを巻き付けたベルガーの円月刀は強度的にも増している為ため、決して折れることはない。ところが、フレイの魂たましいを込こめた一撃は円月刀の柄つかをへし曲げ、ベルガーの膂りよ力りよくを打ち破り、その右みぎ肩かたに深々と刃を沈しずめたのである。

「が……あがはぁ……」

　顔を歪ゆがめるベルガーだったが、その瞳から力は抜けていない。寧むしろ、ここまで傷を付けられた事によって、怒りに燃えていた。

「「があああ！」」

　二人と二頭の獣けものが、無心で目の前の敵を討うたんと暴れ狂くるう。

　フレイは左ひだり腕うでを折られ、ベルガーは右肩を負傷し、その腕が上がらない状態である。にも拘わらず、二人は動く片手に全ぜん霊れいを込め、誇りと想おもいを刃に乗せて打ち続けた。

　フレイが振ふり下ろしの一撃を見み舞まえば、ベルガーは真っ向から斬り上げて弾はじく。ベルガーが撫なで斬ぎりにしようと円月刀に力を込めれば、フレイは矛で弧を描いてこれを捌さばく。

　フレイとカモシカの王ワーネス。ベルガーと愛馬グラフト。

　彼らの戦いは永えい劫ごうに続くのか、と思われた。

　単純な力対力の勝負であればベルガーの方が優位のはずだった。

　互たがいに片腕が使えず、条件は変わらないはずなのに、僅わずかずつ押し始めたのは、フレイだった。

　周囲で見守る者の目には、その理由が自分の事のように理解出来た。

　ベルガーの攻撃を受ける度たびに、ワーネスの膝ひざががくんと折れていて、見た目にもベルガーの一撃の重さが伝わってくる。

　だが、違ちがったのだ。

　ワーネスはフレイの分まで、衝しよう撃げきを逃にがしていたのである。

　一方でベルガーの愛馬グラフトは息が上がり、身体中から汗あせを滲にじませている。フレイが与あたえるダメージを物ともせずに跳はね返した屈強さの代だい償しようは、長期戦になればなるほど蓄ちく積せきされていった。

　フレイがベルガーの右腕を攻撃せんと横から撫で斬り、ベルガーがそれを受け止める。その度にグラフトが体勢を崩くずすので、ベルガーも太ふと股ももに力を込めて耐たえなくてはならなかった。

「フレイ……」

　ナイフを片手に、フレイの戦いを食い入るように眺ながめていたニーアが、思い切り叫んだ。

『フレイ、勝て────っ！』

『任しとけっ！』

　ズン。

　フレイはニーアの声に応こたえながら、その矛をベルガーの腕にめり込ませる。

『オラぁあああああああッ！』

　右手で握り締めた矛に、更さらなる力が加わる。

　フォン、と矛を振り上げるフレイ。

　舞まい上がる、何か。

　円月刀が地面に突き刺ささり、だらり、と何かが垂れる。

　ベルガーの、左腕だった。

「ふっ……はあ、はあ……」

　朦もう朧ろうとする意識の中でベルガーが目にしたのは、矛を振り上げるフレイの姿だった。

　恐きよう怖ふ、というよりは、信じられない、といった感情が先に立った。左腕を飛ばされ、右肩を斬られ、円月刀まで失ったベルガーには、最も早はやその矛を受け止める術すべはない。

　武人として、死する事を恐おそれてなどいない。

　だが、何な故ぜ？　という思いが、見開かれた瞳の奥底にあった。

　そんな表情から感情を読み取ったのか、フレイがそのままの体勢で静かに言う。

「ベルガー、お前の敗因はな」

　フォン。

　断頭台のギロチンが拘こう束そくから解き放たれて滑すべり落ちる様さまに似た光景でもあった。落下する刃が……ベルガーの右鎖さ骨こつを粉ふん砕さいし、肺にまで到達した。

　ずるり、と矛を引き抜ぬくフレイ。

「その馬も含ふくめて、心から支えてくれるヤツがいなかった事だ」

　フレイの動きに合わせて、ワーネスが膝を曲げ、首を振って巨きよ体たいを捻ひねる。
















　さあ、一気に決めろ。言葉ではなく態度でワーネスがそう促うながしているのを察知したフレイが、矛をワーネスの動きに乗せて横に倒たおし、体重と勢いを乗せる。

　正に、人じん獣じゆう一体。強きよう靭じんなワーネスの膝が大地を蹴り、左回りに回転する。

　その上に乗ったフレイの刃が、竜たつ巻まきのような風を起こして呆ぼう然ぜんとするベルガーを襲おそう。

　この場にいる者全すべてが、そんな動きをする将の姿を見たことがない。

　槍やりを持ち、騎き馬ば隊に属する者であれば敵味方関係なく、理想的、且かつ絶対に不可能だと思われた動きに、ぞくりとした。

　ボンッ。

　ベルガーの首が、投とう擲てきされた岩のように放物線を描く。

　その凄すさまじいまでの破は壊かい力にベルガーの身体からだは縦回転しながら地面に落ちた。

　一いつ瞬しゆん、何が起きたのか誰も理解出来ず、その場に硬こう直ちよくしてしまった。

　やがて……。

『おお、お、おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！』

　フレリカ軍の兵士が、喜びを爆ばく発はつさせた。

　対照的に、帝国平北軍の兵は目の前で起きた信じ難がたい出来事に声すら出せず、がっくりと肩を落とし、剣を握る手から力が抜けた。

「はあ、はあ……て、帝国の四将筆頭ベルガー、このフレリカ上将軍フレイ・フォルクが討ち取ったぁああ！」

　どおおおお、と沸わきに沸くフレリカ軍。

　帝国の四将、アルベルト・ベルガー散る。

　その重大さが理解出来ない者など、ここには誰もいなかった。

「さあ野や郎ろうども！　今こそエリューディンでの借りを返す時だ。存分に暴れろ！」

　フレイが叫さけびながら矛を振ると、下知を受けたフレリカ兵が一気に帝国平北軍に襲いかかった。

　戦場の様相が、一変した。

　威い風ふう堂どう々どうと攻せめて来た帝国平北軍は、今や風に揺ゆれ落ちる木の葉のように弱々しい。

　そんな帝国平北軍に、フレリカ軍が鉄てつ砲ぽう水みずの如ごとき勢いで襲いかかる。

「くそ……右う翼よく、本ほん陣じんを守れ！　左さ翼よくは周り込んで……」

　帝国平北軍軍師ファルリアが必死に声を上げるが、無む駄だに等しかった。

　フレリカ軍は横に広がった帝国平北軍の三ヶ所に楔くさびを打ち込んで分断、そこから左右に展開して徹てつ底てい的てきに陣形を切り裂いた。

　勿もち論ろん、これはフレリカ軍軍師ニーアの指揮によって、予あらかじめ定められていた攻撃である。

　抗あらがう気力を根こそぎ奪うばわれた帝てい国こく平へい北ほく軍ぐんは、フレイの激げき闘とうに触しよく発はつされて興奮の絶頂にあるフレリカ軍に為なす術なく討たれ、ばたばたと倒されていく。

　今や戦場は、逃げる帝国兵をフレリカ軍が追う、狩かり場と化していた。

「く……退ひけ、退たい却きやくだ！　北に向かって走れ！」

　ファルリアも、そう命じるのが精せい一いつ杯ぱいな程ほど、場の混乱は激しかった。

　槍を手にして走る兵士の中で、天を仰あおぎ、矛を下ろしたフレイが、城じよう壁へきの上に目を向ける。その先にはいつものように胸を張り、城壁に片足をかけたまま親指を立てるニーアがいた。

「あいつ……こ、ここからだと、ぱんつが丸見えだって気づいてんのかな」

　フレイはへへ、と笑って矛を肩に担かつぐ。

　ふと目を落とすと、無む惨ざんな姿になり果てたベルガーの軀からだがあり、その傍かたわらには愛馬グラフトが、亡なき主人を悼いたむように鼻先をベルガーに向けていた。

「ベルガー。お前、本当に強かったわ。でもな──」

　フレイはそんなベルガーだった物に背を向け、ワーネスの顔を城に向ける。

　そして一言、呟つぶやいた。

「オレが何のために戦ってるのか分からねぇようじゃ、勝ち目はねぇよ」

　ワーネスが土を蹴けり、鼻を鳴らして歩み始めた。




「敵は算を乱してる。今こそ、帝国平北軍を打ち破る好機よっ！」

『ははっ！』

　軍師ニーアの号令でトラインの城門が開かれ、騎馬隊が一いつ斉せいに駆け出した。

　フレイ軍の総出撃により、帝国平北軍は完全に浮うき足立った。

　ニーアは馬を駆り、兵を数騎連れてフレイとベルガーが一いつ騎き討うちした場所に向かったが、そこには既すでにフレイの姿はなかった。

「フレイは、上将軍は何ど処こに行った!?」

　ニーアが叫ぶと、近くにいた歩兵が片かた膝ひざを突いて叫んだ。

「報告します！　フレイ将軍は兵を率い、敵陣に突とつ入にゆうしました！」

「な……え？」

　その情報に、ニーアの顔が青ざめた。

「フレイはベルガーとの戦いで片腕使えないじゃない！　周りの者は止めなかったの!?」

　[image: しつ]しつ責せきするニーアに、歩兵はより深く頭を下げた。

「はっ、そ、その、どうしても討ち取りたい男がいるとかで、周囲がお諫いさめするのも聞かれず……」

『あんのバカ！』

　ニーアはがばっと顔を上げ、前を向く。

「伝令！」

「「「ははっ！」」」

　ニーアの声で、三騎の伝令が集まった。

「右翼のテグマ千人長はそのまま突撃、ジョルジュ千人長に迂う回かいして退路を断つように。左翼のダン千人長には敵陣に深く切り込み、そこから中央に向かって進撃、敵軍の中ちゆう核かくを粉砕せよと伝えて。あたしは中央から進み、フレイ将軍に退くよう命じてくる」

「「ははっ！」」

　二騎の伝令が頭を下げ、手た綱づなを引いて駆かけ出した。

「ったく、フレリカ軍は今やフレイやマギー将軍らだけじゃないわ。後の事は任せてくれればいいのに……ん？」

　ニーアが爪つめを嚙かみながらそう呟くと、横に一騎の伝令が佇たたずんでいた。鍔つばのある兜かぶとを被かぶっているので顔は見えないが、髪かみの長さと体格から女性である事は疑いようもない。

「あんた、誰だれ？」

　咄とつ嗟さに馬をその伝令の正面に向け、腰こしに差した剣けんを構えるニーア。

　そもそも伝令は単騎で駆け回る事が多く、敵に捕とらえられる確率が格段に高い役やく柄がらの為ため、男しかいない。

　……という事は。

「ニーア軍師。あなたは少し熱くなりすぎます。身辺に気を配らなくてはなりませんね。もし私が手て練だれの暗殺者ならば、あなたの命はここで終わりです」

「む……」

　返す言葉もなかった。フレイを追う事ばかりに気を取られ、得体の知れない人間をこんな間近にまで近づけてしまったのだから。

「幸いですが、私はあなたの味方です」

「そうでしょうね。もし敵ならこんな無む駄だ話ばなしをせず、隙すきだらけのあたしを刺して、とっくにこの場を離はなれてるわ。忠告は有り難く聞いておくけど、あんたは何？」

　ニーアはそう言いつつも、剣の柄つかから手を離してはいない。

　女はにこっと口くち許もとを緩ゆるめる。真っ赤なルージュが印象的だった。

「私はかつて、リヴェラルウイングだった者です」

「！」

　その名を聞いて、ニーアはぴくりと眉まゆを上げた。

　反帝国軍リヴェラルウイング。

　かつて帝国がラーカスを支配していた頃ころ、各地で帝国に抵てい抗こうしてきた組織である。

　フレイもフレリカ王国滅めつ亡ぼう後、この組織に入って帝国軍と奮ふん闘とうを繰くり広げ、千人斬ぎり将軍という異名を得ていた。

　やがてパルディナ、リュナス、フレリカが興おこると、その役目を終えたかのように急速にその活動を止やめ、今では全く聞かなくなった。

　まさかこんな場所で、そんな組織の名を聞く事になろうとは。

　ニーアは剣に添そえた手を離し、女に言った。

「リヴェラルウイングの話はあたしも知ってるわ。今まであんたらは何をしてたの？」

「各地の同志はそれぞれの土地の国に仕え、それなりの立場にあります。フレリカのフレイ上将軍や、リュナスのノスティーク大将軍のように」

「ふーん。で？」

「リヴェラルウイングの魂たましいは消えていません。腕うでのある人物は各国で出世し、内政に優すぐれた者は内政府に入ってその知識を如何いかん無く発揮し、諜ちよう報ほうに優れた者はあらゆる業種に身を窶やつしている。私達は今、とある方の庇ひ護ごを受け、ボーダレスという組織へと姿を変えたのです」

「……ははーん、読めてきたわ」

　ニーアは馬上で腕組みし、胸を張った。

「あいつの考えそうな事だわ。あなた達の主あるじはフレリカ王国の軍師、シエル・スノーハートでしょ」

　ずばりと言ったニーアに、女は唇くちびるを僅わずかに動かしたが、再びきゅっと締しめた。

「シエルは蜂はち蜘く蛛も隊たいという斥せつ候こう部隊を組織していた。でも、こんな組織を帝国が放ほうっておくはずがない。そこで蜂蜘蛛隊の裏にもう一つ組織を設けておいた。各地で国が再興し、ゲリラ的な活動が不要になってきたリヴェラルウイングを丸ごと取り込み、これを掌しよう握あく。ボーダレスという組織に名を変えて各地に潜せん伏ぷくさせた。そうでしょ？」

「……流石さすが、あの方が認めた方ですわ。何の説明もいりませんね」

　女が、兜を脱ぬいでその顔をニーアに見せる。

　その顔に、ニーアは驚おどろきのあまり、目をまん丸にした。

「あ、あんただったの……なーるほどね。これでまた一つ、疑問が解けたわ」

「そういう事です」

　女が再び、兜を被る。

「ニーア軍師に伝言があります」

「伝言？」

　女は手綱を握にぎりながら、ニーアに告げた。

「トラインで首しゆ尾び良よく勝利を収めたなら、トラインはドリス尚しよう書しよにお任せしてフレイ将軍をクロノワーク平原に向かわせよ。そして軍師は自ら兵を率い、東を取るべし。それで伝わるはずだ、と」

「!!」

　その言葉を受けて、ニーアは背中が痺しびれるような衝しよう撃げきを受けた。

「そこに目を付けてたなんて……そっか、こんな手が……」

　唇を嚙むニーアに、女は言葉を重ねる。

「それと、これは我らボーダレスが摑つかんだ最新の情報ですが、どうやら王都で異変が起きているようです」

「何ですって!?」

　女の口から、伝令だけでなく様々な情報がもたらされる。ボーダレスが如い何かに優れた組織かを、思い知らされているかのようだった。

「軍師もご存じの通り、クロノワークでのフレリカ軍及およびリュナス軍の兵ひよう糧ろうは、王都ランカスタからセラックを経由して送られております。最近になって、この輸送量に大きな誤差が現れ始めたとか。このままではクロノワークのお味方は、近いうちに飢うえに苦しむ事になるでしょう」

「その情報、確かなんでしょうね？」

　予想以上に深刻で、且かつ信じ難がたい情報だった。

「ボーダレスは未み確かく認にんの情報を流しません」

「だとしたら……まさか！」

　ニーアの頭の中で、バラバラになっていたピースが一つになっていく。

　誰かの策さく謀ぼうによって、何かが動かされている。

　帝国が兵を集めつつも、数ヶ月調練に時間を費ついやした事も。

　クロノワーク平原での戦いも。このトラインでの戦いも。

　フレリカ王都で起きた異変も。

　全すべて、ある人物に繫つながっているのだとしたら……。

「あんた達に、大至急調べてもらいたい事があるわ！」

「それはシエル様にとって有益ですか？」

　憮ぶ然ぜんと答える女。

　シエル以外の人間の言う事は聞きたくない、という態度だった。

「遅おそかれ早かれシエルからも同じ命令が行くわよ！　いいから聞きなさい！」

　ニーアが切せつ迫ぱくした表情で女を睨にらむ。

「ならば、いいでしょう。伺うかがいます」

「調べてもらいたいのは四つ。一つは帝てい都とからクロノワークまでの道を整備していないかどうか。二つ目は帝都から東に兵を出していないかどうか。最後はリュナス王国内で、帝国に対してどんな噂うわさが流れているのか。そして最後に、エナ丞じよう相しようの所在よ。その結果を早急に調べ、シエルとドリスに報告して！」

「承知、致いたしました」

「この情報にラーカスの命運がかかっているわ。全速力でお願い！」

「お任せ下さい。近日中に全てを明らかにしてみせましょう」

　女はそう言って馬の手綱を叩たたき、後方へと走り去っていった。

「シエル……ユミカの奴やつ、とんでもない事を企たくらんでるかもしれないわよ」

　ニーアはその目を前方の戦場に向けながら呟つぶやく。

　ボーダレスからの情報は、値あたい千金だった。

　シエルもある程度は予測していたに違ちがいない。

　故ゆえにニーアに東へ行けと指示したのだ。

　ユミカの策は……一つじゃなかった。

　最低でも三つ、いや四つの手を同時に打ってきている。

　そこに気づいた時。考え得る最悪の事を予測したならば……。

　ラーカス全土を巻き込んだクロノワーク平原の大合戦は、ユミカが仕組んだ壮そう大だいな茶番劇の可能性が高い。

（間に合うかな……）

　ニーアはぐっと腕組みした手に力を込こめる。

　今はそれに現時点で気づけた事を幸いと見て、素す早ばやく動くしかない。

　とはいえ、この戦場も無視は出来ない。ここで帝国平北軍を完かん膚ぷ無なきまで叩いておかなくては、次の手を打てないからだ。

　ニーアは目を見開き、大声で兵に命じた。

「守備兵一〇〇を残し全軍出撃、あたしに続け！　守りの事は考えるな。全力で、全軍で帝国平北軍を討うつぞーっ！」

『おうっ！』

　逞たくましい声が響ひびき、城内から槍やりを持った歩兵、騎き兵へいが躍おどり出る。

　ニーアは自ら剣を抜ぬき、彼らを率いて帝国平へい北ほく軍ぐんに切り込んでいった。




　帝国の四将ベルガー率いる五〇〇〇の帝国平北軍。

　対するは上将軍フレイ率いる四〇〇〇のフレリカ軍。

　この両軍によって繰り広げられたトラインの戦いは、一日で決着がついた。

　終わってみれば、フレリカ軍の圧勝だった。

　勢いに乗ったフレリカ軍はニーアの采さい配はいによって帝国平北軍本ほん陣じんを寸断し、指揮系統を完全に奪うばった。

　帝国平北将軍アルベルト・ベルガー、一いつ騎き討うちにて敗北。

　これだけの規模の戦いくさにおいて、緒しよ戦せんで大将が討ち死にするという前代未聞の大失態を演じた帝国平北軍は、その後、軍師ファルリアの指揮で建て直しを図はかろうとしたが、絶対的な武力を誇ほこったベルガーの死という現実の前には全てが無む駄だだった。

　フレリカ軍の損害は六〇〇余り。一方、帝国平北軍は主だった将を全て失い、兵に至っては殆ほとんどが討たれるか、フレリカ軍に降こう伏ふくし、数十人が這ほう々ほうの体ていで帝都に帰り着いただけという、悲ひ惨さん極きわまりない状態だった。

　意い気き揚よう々ようと凱がい旋せんするフレリカ軍の面々。

　宿敵を討ち果たした喜びと、帝国の中でも最強と謳うたわれた平北軍を壊かい滅めつさせたという高こう揚よう感かんに包まれ、トラインの活気は城外にまで及ぶ程ほどだった。

　そんな中、一刻も早くフレイを見つけ出したかったニーアだったが、結局フレイが凱旋して来たのは日暮れになってからだった。

　フレイもワーネスも返り血を浴び、黒く染まっている。

　あれだけの激げき闘とうを繰り広げたにも拘かかわらず、まるで散歩でもしてきたかのように悠ゆう然ぜんと歩を進めるフレイにフレリカ兵は歓かん声せいを上げ、投降した帝国兵は鋭するどい視線を投げた。

「フレイ！」

　ニーアが駆かけ寄る。

　フレイはその声が聞こえた方向に顔を向ける。

「よお軍師ちゃん。快勝だったな！」

『どバカ！』

「はあ!?」

　フレイは賛辞を期待していたのだが、予想に反して罵ば声せいを浴びた。

「勝手に一騎討ちして、そのまま敵軍に突とつ入にゆうして……帝国平北軍には軍師がいたじゃない。もし敵に策があったら──」

「あー、そいつなら、もういねぇ」

　肩かたに担かついだ矛ほこの刃はに目を向けて、フレイはにやっと笑った。

「あんた、ひょっとして、フレリカを裏切ったあの軍師を討つ為ためにこんな無茶を？」

「そうだ。あいつは陛下と義兄あにきを裏切った。帝国軍で一番許せねぇのはベルガーのバカだが、二番目に許せねぇのはあいつだ。これで、今夜から心置きなく眠ねむれるぜ」

「あんたって……」

「ん？　惚ほれたか？」

「大将軍級のバカね」

「バカなのか!?」

　しょぼん、と肩を落とすフレイ。

　とても、あの四将筆頭ベルガーを真っ向から叩き斬きった男と同一人物とは思えない程、落ち込んでいる。そんなフレイにニーアは顔を真っ赤にし、視線を逸そらし、唇を尖とがらせて言った。

「えー、えへん。とにかく、あんたはベルガーに勝ったんだから、い、今からあたしは、あんたのモノよ」

「ほ、本当だな！」

　ぱあっ、と笑え顔がおが広がるフレイ。

「二言はないわ。それに……」

　ますます顔を赤らめるニーア。

「ここで惚れなくたって、多分、さ、最初から惚れてたわよ」

「あん、今、何て？」

　ニーアの言葉が信じられない、とばかりに目を丸くするフレイ。

「二度は言わないわよ！」

「頼たのむ、もう一回。もう一回だけでいいからよ！」

「知らない！」

　踵きびすを返し、城内に向かうニーア。

『今お前、確かにオレに惚れてたって──』

『でかい声で言うんじゃないわよ恥はずかしい！　それにあんた左ひだり腕うで折れてんじゃないの？　少しは痛そうにしなさいよ！』

　フレイはベルガーとの一騎討ちで両軍が注目する中、ニーアはぱんつ丸見えでもっと恥ずかしい事を叫さけんでいたような気がするが……と言い掛かけて、止やめておいた。

「あー、そういや折れてたっけ。道理で動かねーわけだ」

　割と平然と言うフレイ。

「骨折って、そんだけ!?　神経通ってんの!?」

「知らねーよ！」

　ニーアが手を挙げると、城内から衛生兵が数人、フレイに向かって走って来た。

「手当てが済んだら、ドリス尚しよう書しよがいるキープに来て。シエルから次の指示が出てるわ」

「義兄から？　相変わらず人使いが荒あれぇなあ」

　フレイが部下に矛を預け、ワーネスから降りて言う。ワーネスはフレイを一いち瞥べつすると、城内で王を待つカモシカの群に向かっていった。

「人使いが荒あらいっていうのは、それだけやるべきことが見えてるってことの裏返しよ。シエル・スノーハートは、やっぱり凄すごい軍師だわ」

　ニーアが歩きながらそう言うと、隣となりにやって来たフレイが目を丸くした。

「お前が義兄をそんな風に言うの、初めて聞いたな」

「悔くやしいけど、あたしじゃまだまだ三軍師には及ばない。でもいつか、きっと、あの三人に追いつき、追い越こしてやるわ！」

　拳こぶしを握にぎりながら言うニーアの頭に、フレイが右手を乗せた。

「その意気だぜ軍師ちゃん。何せお前は、いずれラーカスの大将軍になるこのオレの妻になるんだからな」

　妻。

　その単語に、ぼむ、と湯気を立てるニーア。

「……約束だよ」

「あん？」

「ラーカスの大将軍になるって」

「ああ、任しとけよ！」

　ニーアが、頭の上のフレイの手を取り、両手でぎゅっと握る。常に重量のある矛を振ふり回しているフレイの手は大きくて、ごつごつしていて、熱かった。

「ってあんた、とっとと治ち療りよう受けてきなさいよ！」

「あ、そうだった」

　ふと周りを見ると、呼ばれたはいいが、思いの外ほか、元気な患かん者じやを前に、衛生兵がどうすればいいか分からずおろおろしていた。

「じゃあよ、その前に」

「あ」

　フレイがニーアの手を解ほどき、腰こしに当てて身体からだを引き寄せる。

　有う無むを言わさず、フレイがニーアの唇くちびるを奪う。

　初めてのキスは……血の味がした。

　フレイは、いつもフレリカの命運を分ける戦いに身を投じ、歯を食いしばって戦ってきたのだ。

「これが、約束の証あかしだ」

「……ばか」

　そう言いつつもフレイの首に両手を回し、きつく抱だき締しめるニーア。

　フレイの身体に付着した返り血など、気にもならなかった。

　何せ二人は、武人と軍師なのだから。

　これからも、多くの血を流す事になるだろう。

　だから、このキスの味は一生忘れない。

　ニーアは瞳ひとみを閉じて、そんな事を考えていた。







　　　第二章　クロノワークの戦い（前）







　フレイとニーアがトラインで勝利し、早くも次の行動に移っていた、その頃ころ。

　フレリカ領セラック、帝てい国こく領リーフ、パルディナ領メリッサの中央に位置するクロノワーク平原では、戦いの火ひ蓋ぶたが切って落とされていた。

　空は無数の矢で埋うめ尽つくされ、ラーカス軍、帝国軍共にその餌え食じきになっていく。

　クロノワークの東側。帝国軍左さ翼よくを任された帝国の四将ジョゼットとリュナス軍の戦いは、序じよ盤ばんから壮そう絶ぜつな力比べとなった。

　蛮ばん族ぞくの国と呼ばれたリュナスの屈くつ強きような兵は、ハンマーや斧おの、鎚つちなどを軽々と振り回して帝国定てい東とう軍ぐんに襲おそいかかる。

　彼らに対して、通常の剣けんは全く役に立たなかった。何せ、騎き馬ば隊から歩兵、弓隊に至るまで、前線に出ている兵は悉ことごとく分厚い鉄板を材料とするプレートアーマーに身を包んでいるのである。細身の剣では斬り払はらいは殆ど効かず、リュナス兵の一いち撃げきで剣は叩たたき折られ、盾たては腕ごと潰つぶされていった。

「騎馬隊など放ほうっておけ！　戦いくさの基本は歩兵だ！　歩兵を徹てつ底てい的てきに打ち破れ！」

　リュナスの大将軍、ノスティークが笑いながら下げ知じを出す。

　命令を受けた兵も、嬉き々きとしてその命令を伝えるために馬を走らせた。

　パルディナとも、フレリカとも違ちがう、独特の軍。

　それがリュナスである。

　とにかくリュナスは分厚い重装備や重じゆう戟げき武器を愛用し、力による突とつ撃げきを好む。そこに戦術や戦略など殆ほとんど無いが、帝国が最も苦手とするのはこのリュナスだった。単純で罠わなにかかりやすいが、たとえ罠にかかっても這はい出て敵を討うつ姿勢は、相対する側からするとこれほど嫌いやなものはない。

　故ゆえにリュナスの相手に選ばれたのが、奇き人じんという異名を持つ四将の一人、定東将軍ジョゼットである。

　性別、性格、生まれも育ちも不明。黒衣に身を包み、顔も見せない。

　ふらりと帝国に現れて仕官すると、数々の武功を上げて瞬またたく間に四将の席に座った。華きや奢しやな体つきは女性を思わせるが、大剣を振るってリュナス兵数十名を撫なで斬ぎりにしたという噂うわさもある。

　味方ですら不気味さを抱いだくこの将軍がリュナス軍に取った戦術は、七しち重じゆう横おう陣じんだった。

「本ほん陣じん二〇〇〇の前に、三〇〇〇の横陣が六枚。中央から歩兵、騎馬兵、弓兵か。中々分厚い陣だが……あの攻こう撃げきの鬼おに、雷らい神じんジョゼットらしくないのう」

　ノスティークは笑えみを浮うかべつつ、いつもとは違うジョゼットの布陣に訝いぶかしみを覚えた。

　ラーカスの北東で両者は何度も刃やいばを交えたが、常に前線に張り出し、アーティファクト「来らい震じん剣けん」を掲かかげて突撃してくるジョゼットに、リュナス軍は何度も煮にえ湯ゆを飲まされた。

　攻撃的な陣形を好み、前線に出ていたジョゼットが、今回は最奥に隠かくれている。

　何かある。それは直感で戦場を生き抜ぬいてきた大将軍ノスティークが、肌はだで感じた事だった。

　だが、そんなノスティークの懸け念ねんを吹ふき飛ばすかのように、リュナス軍は既すでに三段目までを突とつ破ぱ、さらにその奥にいるジョゼット目め掛がけて突つき進む。

　リュナスは、ここに三五〇〇〇もの兵を集結させている。

　それに対し、ジョゼット率いる帝国定東軍は二〇〇〇〇。

　双そう方ほうがこれだけの規模で激げき突とつするのは、かつてリュナス王国の存亡をかけた「バルバリアの戦い」以来の事だ。

　その時は大元げん帥すいジン、大軍師ディオラの助けもあり、帝国軍が快勝している。ノスティークは勿もち論ろんだが、末まつ端たんの一兵に至るまで、あのバルバリアの屈くつ辱じよくを晴らさんと、士気は最高潮に達していた。

「報告します。味方が敵軍の四陣中央を突破、五陣に攻撃を仕掛けました！」

　ノスティークの元に、次々と戦せん況きよう報告が入る。

「うむ、上々だ。このまま進撃し、ジョゼットを引きずり出せ！」

「ははっ！」

　ノスティークは本陣にどっかと構え、腕組みして考えていた。

（いくらこちらが三五〇〇〇という大軍を擁ようしているとはいえ、少しあっけなさ過ぎねぇかのう）

　懸念が懸念を呼び、疑心に変わる。

　と、その時だった。

　定東軍本陣から打ち上げられた火矢を合図に、リュナスの猛もう攻こうによって分断された第一陣から第四陣が、突とつ然ぜん、陣じん替がえを始めた。一陣から四陣は合流して縦に並び、リュナス軍を挟はさみ込むように縦長の陣形を組んだのである。

『全軍に告ぐ。退け、退たい却きやくじゃあっ！　やはり敵には罠があった！』

　胡う散さん臭くささを嗅かぎ取ったノスティークが、すぐさま命を下した。

　並の罠ではない。

　こちらの勢いを根こそぎ持っていきかねないほどの罠がある。

　ノスティークの勘かんが、そう警告していた。

　リュナス軍はノスティークの命を受けるとすぐに攻撃の手を止めて反転し、本陣に向かって引き返した。

　往々にして、戦場では興奮した将兵が大将の言う事を聞かない場合があるが、リュナスは別だ。大将軍のノスティークが下がれと言えば、どれだけ勢いづいていても必ず従う。その実直さがリュナス人の特とく徴ちようでもある。

　だが、今回は一足遅おそかった。

　さんざん攻せめ立てられていた帝国定東軍が、左右から奇き妙みような矢を放って来た。

　鏃やじりの部分に、瓶びんが付けられている。その矢は当然、リュナス兵の身体に当たっても突き刺ささらず、パリンと割れて中の液体をまき散らした。

　一人の兵士が、その液体が放つ異い臭しゆうに気づいた。

「これは……酒？　それも、かなり強い──」

　ぞっ、と、背筋が凍こおる。

　この矢を放った弓兵が腰を屈かがめると、その後ろから火矢を構えた弓兵が現れた！

『や、やめ──』

　ヒュンヒュン、と火矢が放たれる。

　ガキン、と鎧よろいに当たって跳はね返る火矢だったが……。

　その炎ほのおが、リュナス兵の身体に燃え移った！

『うわぎゃああああああああああああああああああああ！』

　絶ぜつ叫きようし、悶もん絶ぜつするリュナス兵。

　戦場は一転して、阿あ鼻び叫きよう喚かんの渦うずと化した。

　炎の熱気にパニックを起こした兵が暴れて、別の兵の身体に触ふれると、炎は連れん鎖さ的に燃え広がる。

　そこへ、再びあの瓶がついた矢が降り注ぐ。

　定東軍への突撃で陣型を縦長に延ばしていたリュナス軍は、押すも退ひくもままならず、また重装備が災わざわいして、火が着いた鎧を簡単に脱ぬぎ捨すてる事が出来ない。

　正に、灼しやく熱ねつの地じ獄ごくが広がっていった。

「全軍に告ぐ！　中央の軍を二手に分け、それぞれ左右の陣に攻撃だ！　本陣は儂わしに付いて来い。このまま真まっ直すぐ突撃して、ジョゼットを討つ！」

　勢いよく立ち上がり、ノスティークが叫さけぶ。

「ははっ！」

　伝令が慌あわただしく駆かけていく中で、ノスティークは戦せん鎚ついを手にして騎乗し、前を向いた。中央で帝国定東軍に焼かれていた兵がばっくりと二手に分かれ、矢を放つ左右の陣に襲いかかる。

　その向こう側に姿を現したのは……馬に乗った黒衣の人物、定東将軍ジョゼットだった。

　ジョゼットは帝国定東軍第五、六陣と本陣併あわせて八〇〇〇は率いている。

「そうか……全すべては、儂を引っ張り出すための策かァ！」

　にやり、と笑みを浮かべ、馬を走らせるノスティーク。

　相変わらず表情を面衣で隠し、その表情が読めないジョゼットも、ノスティークに呼応するように刀身が黄金に輝かがやく長ちよう刀とうを掲げて突撃してきた。

　クロノワーク右う翼よくの戦いは、ここから大乱戦へと突とつ入にゆうする。




　一方、各所で怒ど号ごうと悲鳴が上がる中、一ひと際きわ激しく激突し合う戦場があった。

　ラーカス軍左翼、上将軍マギーが預かる二〇〇〇〇のフレリカ軍と、二〇〇〇〇の兵を擁する帝国鎮ちん南なん軍ぐんである。

　帝国鎮南軍は超ちよう近きん距きよ離り戦を旨むねとするベルガーの平へい北ほく軍ぐんや、流動的に陣形を次々と変える戦術が得意なジョゼットの定東軍とは違い、一定の距離を保ちつつ、攻こう守しゆの切り替かえを素す早ばやく行って敵を削けずる、中距離戦を得意とする軍である。

　クロノワークにおける帝国鎮南軍の動きは、比ひ較かく的てき守勢に回る事が多かった。何な故ぜなら、フレリカ軍は上将軍マギー、将軍リンシア、ラミナ、特とく殊しゆ千人長アルガード、千人長カリノ、バネットなど、フレリカを支え、ここまで大きくしてきた諸将の殆どがここに集結し、獅し子し奮ふん迅じんの働きを見せていたのである。

　帝国鎮南軍も決して弱くはないのだが、士気の面ではフレリカ軍が優位だ。

　フレリカ軍は真っ向勝負の尖せん矢し陣じんで臨んだ。矢印のようなこの陣形は、敵の堅かたい守りを全軍で穿うがつ為ために組まれる布陣で、突破力のある将を先頭に敵陣へ突入、内から食い破るように攻めるものである。

　先頭にラミナを据すえ、その後ろに弟アルガードとバネットを。中軍にはリンシア率いる弓隊とそれを守るようにカリノを配置し、上将軍マギーは後軍にて全軍の指揮を執とっていた。

　それに対し、帝国鎮南軍はフレリカ軍の猛攻に備えて蜂ほう球きゆう陣じんという真円状の陣を布しいた。円の中心には、トーレ帝国鎮南将軍旗がはためいている。この陣はその名が示す通り、円陣のあらゆる箇か所しよから蜂はちの群れのように一軍が放たれ、敵を討っては再び戻もどるを繰くり返すという、守備偏へん重ちようの構えである。

「帝てい国こくの四将、鎮南将軍ルニ」

　マギーが、歯をきりりと嚙かんで呟つぶやく。

　明らかに、いつもの元気で明るいマギーの姿ではない。

　眉まゆを吊つり上げ、大きな瞳ひとみは何かを射い貫ぬくように殺気を宿している。後陣にいたマギーだが、その小さな身体からだから発せられる覇は気きは、近くの者の背筋に冷たい汗あせを滲にじませるほどだった。

　そんなマギーの許もとに、一騎きの伝令が駆け寄ってきた。

「将軍、報告致いたします。ただいま後方より、リーエ三百人長がこの軍に加わるべく参じたそうでございます！」

「リーエがですか！」

　マギーは宿していた覇気を解き、にぱっと明るい笑顔を見せる。その普ふ段だん通りの可愛かわいい仕草は、この殺さつ伐ばつとした戦場という荒あれ地に、一輪の花が咲さいたかのように、将兵らの心を温めた。

「すぐにここに連れて来るですよ」

「ははっ！」

　伝令がマギーに一礼し、馬の踵きびすを返す。

　間もなくして、リーエが歩いてマギーの許へやって来て、片かた膝ひざを突ついた。

「リーエ、西フレリカ三都市は？」

「はっ。わたしが出る幕はございませんでした。シエル軍師は既に三都市を書状にて味方に付けていたようです。わたしはそれを確かく認にんしに行ったに過ぎません。それを軍師に報告すると、こちらの戦線にて上将軍をお助けするように、とお命じになられました」

「そうですか……さすがはあにきです。助かるですよ」

「微び力りよくながら、お役に立ちたいと存じます」

　リーエがマギーに対し、畏い敬けいの念を持って挨あい拶さつする。

「あなたの話はあにきから聞いてるです。今すぐ馬に乗って、ボクと一いつ緒しよに戦況を見て欲しいです」

　マギーは前方から目を逸そらさず、リーエに命じた。

「は……しかし、私のような若じやく輩はい者が……」

「これは命令なのですよ。忌き憚たんのない意見を下さいです」

「は、ははっ！」

　リーエはもう一度頭を下げ、騎乗してマギーの隣となりに並んだ。

「ルニを知ってるですか？」

「はい。マギー将軍と同じく、蹴しゆう爪そう術じゆつの達人だとか」

「うん。ルニはボクと同じで接近戦に強い将です。それが守り一いつ辺ぺん倒とうというこの陣……おかしいとは思わないです？」

「そうですね。もしわたしなら、あの本陣の旗の下に敵将ルニは──」

　その時だった。

　マギー率いるフレリカ軍後陣の左手から、騎馬隊が風を切って突とつ撃げきしてくるのが見えた。

　その旗印は、帝国鎮南将軍ルニの物だった！

『て、敵てき襲しゆう！　左より敵襲だ！』

　ざわ、と、動どう揺ようが波は紋もんのように広がる。

　鎮南将軍ルニは正面におらず、フレリカ軍の主力を引きつけ、マギーがいる本陣を強襲するつもりだったのだ。平原で見通しが良いから、伏ふく兵へいはないだろう。誰だれもがそう考えた思考の裏を突いた攻こう撃げきだった。

「ルニ……ルニぃいいいいいい！」

　マギーが、にっと笑う。愛あい嬌きようのある笑いではない。戦士が好敵手に見せるような、殺気が込こめられたものだった。

「将軍、どうしたんですか、落ち着いて下さい！」

　今にも跳とびかかりそうなマギーの表情に、リーエが思わずそう口にした。

「リーエ、ボクは見た目より落ち着いてるですよ。大だい丈じよう夫ぶ。かつてボクの副将が、命を懸かけて大事な事を教えてくれたですからね」

「…………!?」

　命を懸けて。その言葉に含ふくまれる意味を察せないリーエではないし、その時の戦いくさの話も耳に入ってきていた。

　かつてマギーは血気に逸はやってモロ城を守る征せい西せい将しよう軍ぐんレンギル戦で、当時、マギーを支えていたバスケスという副将を失った。このバスケスと同じ立場だったリンシアが、今ではフレリカにその人ありといわれる弓の名手に成長している。

　マギーはぎりりと手た綱づなを握にぎり締しめ、本陣の兵に向かって叫んだ。

「たった今より三百人長リーエをボクの権限で臨時千人長にするです。正面の敵はリンシアとラミナに任せ、ボクらは伏兵に向かう！　先陣はボク、後陣はリーエ、君に任せるです。戦せん況きようを自分で判断し、各戦場に状じよう況きよう報告を行うです」

『!?』

　それを耳にした者はリーエの大抜ばつ擢てきに驚おどろきの色を見せたが、帝国鎮南軍の伏兵はすぐそこに迫せまっている。マギー上将軍の命令に従い、大急ぎで軍勢を二つに分けた。

「行くですよ」

　マギーが静かに手綱を叩たたき、馬を走らせる。

　その目が捉とらえていたのは……伏兵の先陣を切って走る鎮南将軍、ルニだった。

　マギーの馬が、徐じよ々じよに勢いを増していく。辺り一面に生えた雑草を土ごと蹴けり、その塊かたまりが宙を舞まう。その後ろに二騎、四騎、十六騎……続々と騎兵が続き、そして大勢の歩兵が槍やりを持って走る。

　ルニ率いる帝国鎮南軍伏兵およそ一〇〇〇に対し、マギーはその倍の二〇〇〇でもって当たる。更さらに後陣に一〇〇〇のリーエ軍を置く。フレリカ軍は堅けん実じつな布陣だった。

『マギ────ッ！』

　帝国鎮南軍の先頭を走る、小こ柄がらな女が叫ぶ。

『ルニぃいいいいい！』

　マギーも闘とう気きを剝むき出しにして叫ぶ。

　互たがいに爪そう甲こう沓とうの刃はを出し、鍛きたえられた太ふと股ももの筋肉に力が入る。

　それは、僅わずか数秒の出来事だった。薄うす茶ちや色いろのショートヘアを靡なびかせ、鞍くらに付けられたハンドルを握って身体を宙に浮うかしたマギーが、馬上で一回転し、渾こん身しんの蹴りをルニに見み舞まう。それはまるで、一本の頑がん強きような槍のようだった。

　ルニは三つ編みにした茶色い髪かみを振ふると、マギーの攻撃に対し、深しん紅くの爪甲沓の刃に勢いを乗せる。

　バギィン、という激しい音が平原に響ひびき渡わたった。

　ルニもマギーも、相手の攻撃が自分の予想を超こえていた。身体ごと弾はじかれ、危あやうく落馬しそうになるマギー。右足が後方に弾かれ、身体が浮くルニ。

　二人とも身体を捻ねじり、腕うでの力で馬上を回転し、鞍に腰こしを落とす。

「ぎっ！」

「くっ！」

　互いに後方へと弾かれ、体勢を立て直す。と同時に、マギーとルニの横をフレリカ軍と帝国鎮南軍の騎兵が駆け抜ぬけ敵陣へと突入、戦せん闘とうが始まった。

　両軍が入り乱れる。剣けんと剣で斬きり合い、槌つちを振ふるって敵を馬上より叩き落とし、弓兵が放つ矢が、透すき通った蒼そう穹きゆうを無ぶ粋すいな刃で汚よごす。怒ど号ごうと喊かん声せい、馬の嘶いななきと悲鳴が交こう錯さくする中、マギーとルニは最初の一撃の後、互いに刃を出したまま動かなかった。

「ルニ姉……いや、ルニアリンド。漸ようやく、漸くここに辿たどり着いたです」

「お前の活かつ躍やくは聞いている。お前は私を追う為に外界に来たのか？」

「それ以外に何があるですか！」
















　ぎりり、と拳こぶしを握るマギー。

「全すべてはあんな事をしたあなたの真意をこの耳で聞く為です。フレリカに入り、手て柄がらを立てれば、何いずれあなたと相対することが出来ると信じて！」

「は、少々やり過ぎだよマーガレット。レンギルの爺じいさんまで倒たおして──」

「何で、何で紅あか月つきを奪うばい、アビリス村を裏切ったですか！」

　マギーの顔は、今にも泣きそうなようにも、怒いかりを爆ばく発はつさせそうにも見えた。

「悪いとは思ってるけど、後こう悔かいはしていないな」

　ルニの瞳が、静かにマギーの殺気を受け入れる。

　マギーはふう、と嘆たん息そくし、ぎらりとルニを睨にらみ付けた。

「ルニ姉が盗ぬすみ出したその〝爪そう甲こう沓とう紅月〟は、アビリスの秘宝であり銀ぎんじ獣ゆう様の物です。今すぐそれを置いて、ここを去るですよ！」

「出来ない相談だね」

「そんな喋しやべり方するなです！」

　ぼろり、と大おお粒つぶの涙なみだが零こぼれ落ちる。

「父も母も、お世話になった長老までその刃の餌え食じきにして……そこまでして、帝国に走らなきゃならなかったですか！」

　マギーの心の叫さけびが、ルニの心を動かす事は無かった。

　ルニアリンド・バイパーは今や不動の大将軍、鎮ちん南なん将しよう軍ぐんルニである。

　マーガレット・バイパーとて、フレイと並ぶフレリカの上将軍だ。

　この二人の立場は今、あまりにも違ちがっていた。

「この戦いくさが終わったら、私は平へい北ほく将しよう軍ぐんベルガー様の妻になる。これ以上の問答は無用だよマギー。紅月を欲ほつするなら、私の両足ごと切り落として持って行け！」

　すっ、とルニが馬上で構える。

　それは静かに忍しのび寄って獲え物ものを捕とらえんとする、猛もう獣じゆうの姿だった。

「ルニ姉。ボクには今、二人もあにきがいるですよ。大事な人も出来たです」

　マギーも轡くつわに体重を乗せ、爪甲沓の刃を輝かがやかせた。

「は！　何だかんだ言いつつ、お前も外界に生き甲が斐いを見み出いだしているんじゃないか」

　ルニがせせら笑う。その顔はマギーが知っている、あの優やさしかった姉ではなかった。

「どうしても、駄だ目めですか？」

「くどいな。お前も今は将軍だろう。ここから先は刃で語れ！」

　ルニが馬を走らせ、マギーに迫る。

　マギーも顔つきを変え、ルニに向かって行った。




　同時刻。

　右う翼よく左さ翼よくで奮戦するリュナス、フレリカの中央で戦線を広げているのは、パルディナ軍と帝てい国こく大元げん帥すい軍だ。

　パルディナは天翼狼ジオードの軍師アレイアが直接前線で指揮し、大元帥軍の隙すきを突かんと細かい指示を与あたえている。それに対して大元帥ジンは後方に位置し、大元帥旗をはためかせた木製の望ぼう楼ろうの上から戦況を観察していた。

　パルディナの軍力は帝国軍に引けを取らない。かなり押しているように感じたパルディナ軍だったが、その割に敵軍には、思ったほどの乱れがなかった。

「これは、何か小細工をしていますね」

　両手に剣を持ち、馬に乗るアレイアが、自軍の動きに目を向ける。

　パルディナの国旗を掲かかげた一隊が、大元帥軍の左翼を破って突とつ入にゆうする。

　だがその後、まるで何事もなかったかのように破られた陣じん形けいを敵兵が塞ふさぎ、敵軍中に誘さそわれたパルディナ軍の旗が乱れ、そして消えた。

「埋まい失しつの陣じんか」

　敵をわざと自軍に引き込み、四方八方を取り囲んで一いち網もう打だ尽じんにする陣形である。さながら、底なし沼ぬまに足を取られて吸い込まれていくかのように。

「混乱も起こさずにこの陣をこの規模で展開するとは、流石さすがですね」

　敵軍を腹中に入れるのだから、少しくらい算を乱すのが普ふ通つうだ。

　ところが、大元帥軍はパルディナ軍を囲めるだけ招き入れ、徹てつ底てい的てきに叩いている。一見、パルディナ軍が押しているように見えるのは、そのせいだろう。

（よく訓練されています。しかし……）

　アレイアの目が、ぎらりと光る。

　そして伝令に向かって叫んだ。

「十剣けん士しに細さざ波なみの陣じんで行くと伝えて下さい。第一は私が行きます！」

「はっ！」

　伝令を送り出すと、アレイアの顔つきが豹ひよう変へんした。

　それまでのクールな一面は影かげを潜ひそめ、敵軍に向かってにやりと笑う。

「さあ、行きますよ」

『おおっ！』

　馬を駆かり、手勢を率いて正面の大元帥軍に突撃した。




　一方、大元帥軍本陣望ぼう楼ろう。

「報告します！　天翼狼ジオードの軍師アレイアが動きました！」

　ジンはその報告を耳にして、僅かに口くち許もとを緩ゆるめた。

「さてさて。天翼狼ジオードはこの陣を見み抜ぬいたか、それとも力任せに攻せめて来るか？」

　腕組みし、戦況を興味深そうに見守るジン。

　パルディナ軍は陣形を細かく分け始めた。これまでひと固まりだったパルディナ軍だったが、硬かたい煉れん瓦がに罅ひびが入るように亀き裂れつが走り、五つの軍に分かれた。

　先頭の一軍が、帝国大元帥軍に突撃を掛かける。

　これまでのように奥深くまで進入してくるのか……と思いきや、この一軍の動きは違っていた。真まっ直すぐ正面から攻めるのではなく、湾わん曲きよくして大元帥軍の表皮を切り裂さき、そのまま反転して戻もどって行く。

　間かん髪はつ入れず、その両りよう脇わきから二つの軍がすれ違いざまに大元帥軍に攻こう撃げきを仕掛け、中までは入らずそのまま引き返していった。

　寄せては返す、細波の陣。

　双そう方ほうの被ひ害がいは大きいが、埋失の陣に取り込まれない為ために用いる攻め方である。

「流石は天翼狼ジオードの軍師！　この短期間でこちらの陣形を見抜き、これほど早く対応してくるとはな！」

　ジンは、思わず笑えみを浮かべた。

　かつてジンと肩かたを並べて戦った大軍師、アルセル・ディオラ。

　その弟で子しの三人が今、ここに集結している。

　中でも最も戦術に秀ひいでていると評された天翼狼ジオードの軍師アレイア・スカラーは、手て強ごわい相手だと認めざるを得なかった。

「普通ならば、これだけ大がかりな布ふ陣じん替がえには早くても半日かかるだろう。それを瞬しゆん時じにやってのけるとは。鎮ちん南なん将しよう軍ぐんルニがやられるわけだ」

　何な故ぜだかジンは、嬉うれしそうだった。

「しかし」

　ジンが右手を上げて合図を出すと、今度は大元帥軍の陣形が動き出した。

　本陣を中心に、右回りでゆっくりと回転し始めたのである。

　細波の陣で小刻みに寄せてくるパルディナ軍に対し、大元帥軍は流動しながら矢を放つ。

　こうなると、一転してパルディナ軍の方が不利になる。

　パルディナ軍は大元帥軍に近づくことが出来ず、矢を浴びて退散していく。

　細波は、大元帥軍という岩に届かなくなった。

　アレイアはそれを目にすると、一いつ旦たん兵を下げ、次なる陣形に移る。

「鳳ほう仙せん花かの陣じんか！」

　五つに分かれていたパルディナ軍が再び一つになり、無数の小隊を組んで大元帥軍に送り込んだ。小隊は大元帥軍から射かけられる矢を盾たてで防ぎ、大元帥軍の直前まで来ると、突とつ然ぜん盾を持った兵が散開し、中にいた歩兵が槍やりで大元帥軍の弓兵を仕留めていく。

　一つ一つは数十人の小さな動きだが、数が多い。やがて大元帥軍の動きを止めると、今度は騎き馬ば隊が出て、大元帥軍を一気に突つき崩くずそうと突撃した。

　中央の戦線は双方、一進一退の攻こう防ぼうとなった。

　互いに上を行かんと、陣形を目まぐるしく変える。大元帥ジンは天翼狼ジオードアレイアの引き出しの多さに驚おどろき、天翼狼ジオードアレイアは大元帥ジンの懐ふところの深さに驚きよう嘆たんした。

　こうして、クロノワークの戦いは各所で膠こう着ちやく状態のまま日暮れを迎むかえ、この日の戦いを終えた。




　　　　◇　◆　◇　◆　◇　◆　◇　◆




　篝かがり火びに照らされたラーカス軍、本陣。

　総大将であるフレリカ王女ミオと、ラーカス軍の総軍師シエルは、三軍の大将を集めて軍議を開いた。

　パルディナ軍司令官は、天翼狼ジオードの軍師アレイア。

　リュナス軍は大将軍ノスティーク。

　フレリカ軍は同じく上将軍マギーである。

　彼らを席に座らせ、テーブルにワインと食べ物を並べさせたミオが立ち上がった。

「諸君。連日の戦、ご苦労である。この戦に勝利せねばラーカスに未来はない。ラーカスの民たみの為に、愛する家族の為に、更さらなる奮ふん闘とうを期待する」

　ミオが凜りんとして言うと、アレイア、ノスティーク、マギーは軽く頭を下げてその言葉を拝受した。

「では、飲み食いしながらでよいので今日の状じよう況きようを聞かせて貰もらおう。まずはラーカス軍右う翼よく、ノスティーク」

「おうっ！」

　ノスティークは注がれたエール酒を一気に飲み干し、報告した。

「我らは始め、帝国定てい東とう軍ぐんを押しに押していた。だがジョゼットは儂わし等を挟はさみ込むと、あろう事か油矢を射掛け、火計を用いてきた。これにより我が軍は三〇〇〇もの兵を失い申したが、こちらも同数程度は定東軍に損害を与えていると存ずる」

　忌いま々いましげに話すノスティーク。

「西の帝国鎮南軍も守りに回って来たです。途と中ちゆう、鎮南将軍ルニ自ら本陣に奇き襲しゆうを掛けてきてボクと斬きり合いになったですが、数合交えただけで逃にげて行ったです。フレリカ軍の損害は二〇〇〇、鎮南軍はその倍の兵を失っているはずです」

　マギーが、悔くやしそうにそう言った。

「中央の戦線は激しい陣形合戦となりました。大元帥ジンは次々と迎げい撃げきの陣形を変え、我がパルディナ軍もそれに対応した陣で応戦しています。今のところは双方二〇〇〇ずつ兵を失った、という感じでしょうか」

　アレイアは気難しそうに眉み間けんに皺しわを寄せつつ、腕うで組ぐみした。ミオはそんな三人を気き遣づかうように、ワインを注いで回り、労ねぎらった。

「今日でこの戦いが始まって三日経たった。どの戦場でも決定的な打撃を与えてはいないが、大おお崩くずれして敗走することもない。今は我が慢まん比べだ。士気は依い然ぜんとして高いのだから、勝機は我らにある！」

　ミオが明るく振ふる舞まうと、その場に灯あかりが点ともったように暖かくなる。三将は互たがいに視線を交かわし、ミオから注がれたワインに口を付けた。

　そんな中、ただ一人だけ浮うかない顔をした男がいる。

　ラーカス軍の軍師に任じられた、シエルだ。

　シエルは自分の前に料理ではなく駒こまと盤ばんを置き、これまでの戦いをテーブル上で再現していた。

「何か気になる事がありそうですね、シエル」

　アレイアが訊きいた。

「……そうだね、一人で考えていても埒らちがあかないから、皆みんなの意見を聞きたいな」

　シエルは立ち上がり、まずはリュナス王国大将軍ノスティークに顔を向けた。

「ノスティーク将軍。あなたはラーカスの北東部で幾いく度どとなく定東将軍ジョゼットと戦っています。だからこそ分かると思うんですが、クロノワークでのジョゼットはいつもと比ひ較かくして、どう思います？」

「あん？」

　突とつ然ぜんそう言われ、ノスティークは顎あごを擦さすりながら目を泳がせた。

「そうじゃな。一言で表現するなら、いつもよりは大人しい、かのう」

「大人しい……」

　その言葉に、シエルは得心した様子で頭を搔かく。

「次にアレイア。君は南で鎮南将軍ルニと戦い、これを破っている。ルニは簡単な相手だったかい？」

　シエルの問いに、アレイアは大きく首を振った。

「鎮南軍に勝てたのは兵へい站たんを狙ねらい討うちしたからです。正直な話、ギリギリだったと言っていいでしょう。こちらは十剣士のうち四人をルニに討ち取られ、甚じん大だいな被害を受けましたしね」

「……成る程ほど。それを踏ふまえてマギーに聞きたい」

「はいです」

　次に水を向けられたのは、シエルの義ぎ妹まいマギーだ。

「鎮南将軍ルニは、どんな戦術を取っている？」

「今日は本陣に奇襲を掛けられたですが、ちまちました戦いばかりです。殻からに閉じこもっているというか、攻めてこないっていうか……」

「ありがとう」

　やはり、何かが引っかかる。

　シエルはそう呟つぶやきながら、頭をばりばりと搔いた。

　その時、アレイアがシエルの疑問を見み透すかしたかのように声を上げた。

「分かりましたよ、シエルの懸け念ねんが。私が相手をした帝てい国こく大元げん帥すいジンも、どちらかと言えば防ぼう御ぎよに偏へん重ちようした布陣でした。つまり帝国軍は、クロノワークまで全軍で攻めてきているにも拘かかわらず、守備的に戦っている」

「そうなんだ。定東将軍ジョゼットも鎮南将軍ルニも、攻めの大将だ。それが、随ずい分ぶんと大人しくラーカス軍に削けずられているじゃないか」

　言われてみれば、と、マギーとノスティークが視線を交わした。

「考えられるのは……時間稼かせぎか？」

　ミオが、ぽつりと言う。

「時間稼ぎといっても、何の時を稼ぐ必要が？　ラーカス各国の主戦力はここに集結しておるし、それは帝国も同じじゃ。何かを仕掛けるとしても、手が足りんじゃろ」

　ノスティークが反論する。

　だがこの時、ミオの言葉に鋭するどく反応した者がいた。

　天翼狼ジオードの軍師アレイアである。

「しまった……謀はかられましたよ我々は！」

「何だって？」

　シエルが、アレイアに詰つめ寄る。

「これは、痛つう恨こんの大失敗かもしれません」

「アレイア、どういうことなんだ？」

　この場で、全すべてを見通せているのはアレイアだけである。最も近い位置にいるのはシエルだが、それでもアレイアの推論には至っていない。

　その他の三人は、尻尾しつぽすら摑つかめていなかった。

「いいですか、思い出して下さい。帝国軍は帝都に八〇〇〇〇もの兵を揃そろえたにも拘わらず、一ヶ月以上進軍しませんでした。表向きは兵の調練ということになっていますが、この期間に恐おそらく──」

『も、申し上げます！　一大事です！』

　その時。

　風雲急を告げる使者が、幕舎の中に駆かけ込んできた。

　その使者の到とう着ちやくに、アレイアは口を噤つぐみ、目を閉じて天を仰あおいだ。

「な、何が起きたです!?」

　マギーが使者に声を掛かける。

　使者は息を整え、掠かすれた声を張り上げた。




『て、帝国軍の別働隊が、リュナス王国に侵しん攻こう致いたしました！』




「な……」

　言葉を失うミオ、シエル、マギー。

　そして。

『何じゃとおぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?』

　ノスティークが、目を丸くして叫さけんだ。

「まさかとは思いましたが、やはりそうでしたか」

　アレイアが唇くちびるを嚙かんで呟く。

「ど、ど、どういうことだアレイア殿どの!?」

　ノスティークが、当然の質問をアレイアに投げる。

　アレイアは嘆たん息そくして、静かに語り始めた。

「これは帝国大軍師ユミカの策です。八〇〇〇〇もの大軍を擁ようして南下すれば、我らは帝国が決戦を挑いどんで来たと思い、全兵力をこちらに傾かたむける。しかし本当の目的は、リュナスを併へい吞どんすることにあったのです」

「まだわからん。アレイア殿もシエル殿も、十分考えた上でそれはないと踏み、この地に兵を集結させたのではないか！」

　ノスティークは立ったり座ったり、声を荒あらげたり寡か黙もくになったりと、落ち着きのない様子だった。

「確かにその心配はないと思っていました。何せ、全ての状況がリュナス侵攻を否定していましたからね。しかし、ここクロノワークの戦いで帝国軍が守勢に回っているとのシエルの指し摘てきで、全てまやかしだったことに気付きました」

　アレイアの言葉にミオ、マギー、ノスティークが集中する。

　ただシエルだけは、相変わらず盤ばん面めんの駒を弄いじっていた。

「帝国軍が大軍を帝都に集め、一ヶ月も動かなかったことにも理由があります。兵の調練が第一の目的ですが、ユミカの真の狙いは、その間にリュナス各地の城主を買収することだったんでしょう。ここにリュナスの主戦力と大将軍がいるのですから、帝国に靡なびく者はかなりの数になるかと」

「ぬ、ぬううっ……！」

　ノスティークが唸うなる。

　確かにアレイアの指摘通り、リュナスは力と金で繫つながっている。ミオという君主を慕したうフレリカや信しん仰こうを第一とするパルディナとは、国の仕組みが根底から違ちがうのである。

　その抑よく制せい力が影えい響きようを及およぼしにくい遠方にあり、目の前に大金を積まれたら……リュナスの大将軍ノスティークですら、その結果は見えていた。

「そして、この策はまだ続きがあります。リュナスに侵攻した帝国軍は、恐らく数日中に退たい却きやくするでしょう」

『はあっ!?』

　天翼狼ジオードの軍師アレイアの言葉が、皆の心を激しく動どう揺ようさせる。

「シエルの指摘にもある通り、帝国軍はここクロノワークの大戦においては守りに徹てつしている。それは何な故ぜか。答えは、この戦いそのものがリュナス陥かん落らくの為ための、壮そう大だいな囮おとりだったからです」

「は、はは……八〇〇〇〇の軍勢が、皇こう帝てい自ら出しゆつ陣じんしたことまで全て、囮だったと？」

　ノスティークが声を震ふるわせた。

「お、お、おのれ帝国め！　皆には悪いが、リュナス軍はここまでじゃ。国に帰らせて貰もらうぞ！」

「…………」

　怒いかりに燃えるノスティークに対し、誰だれもが言葉を発せなかった。

　無理もない。わざわざ遠くクロノワークまで遠えん征せいして来たのに、気がつけば亡国の危機に立たされていたのだから。

「では、失礼する」

　いきり立ちながら背を向けるノスティークに、一つの声が静かに刺ささった。

「リュナス軍の撤てつ退たいは認めない」

　声の主は、シエルだった。

『なぁにぃー!?』

　殺気が込こめられた視線がシエルを射い抜ぬく。

　その瞬しゆん間かん、咄とつ嗟さにマギーがシエルの横に立った。

「もう一度言う。ラーカス軍からノスティーク大将軍及びリュナス軍が離り脱だつすることは、断じて認めない」

「何故じゃ！　貴様等の甘かん言げんに乗せられてここまで出張らせておいて、結局帝国の策に落ちただけではないか！　ここは誰が何と言おうと、帰らせて貰うぞ！」

「分かりませんか？　ノスティーク大将軍がこの地から離はなれれば、それこそ帝国の思う壺つぼ、ユミカの策は完成です。この地でラーカス軍は大敗し、フレリカもパルディナも滅ほろびる。もし今、ノスティーク将軍が国に戻もどった所で我ら二国が滅びていたら、最終的にはリュナスも滅びる。それだけは避さけなくてはならないんだ！」
















「うぐ、ぐ……」

　シエルの言葉に、進しん退たい窮きわまったノスティークが顔を赤くする。

「とはいえ、帝国に攻せめ込まれたリュナス王国を無視できないのも事実。リュナスが滅びれば、帝国はラーカスの三分の二を手中に収めることになる。そうなれば、もうパルディナやフレリカに対し、無理に攻める必要もない。自国を固めているだけでパルディナ、フレリカを圧あつ倒とうする力を手に入れられるんだ。そうなれば帝国によるラーカス再統一も、時間の問題だ」

「天翔虎カルーデイアァ……そこまで言うからには、この状じよう況きようを打開する策があるんじゃろうな!?」

「ありますよ」

　え、と呆あつ気けにとられるノスティーク。

　いや、その場にいる全員が、シエルに視線を向けた。

「本当なのかシエル？」

　ミオまで、そう訊たずねた。

「皆みんな、少し落ち着いて。帝国によるリュナス侵攻には確かに驚おどろかされた。でもね、この地に皇帝があり、四将のうち二人があり、大元帥と大軍師も揃い、帝国軍のほぼ全軍が来ているのは紛まぎれもない事実じゃないか。僕らが成すべきことは、これを討つことだよ」

　シエルが頭を搔かきながら、冷静に言う。

「確かに……シエルの言う通りですね」

　険しい顔つきのままだったが、アレイアもシエルの言葉に賛同した。

「しかしシエル、策があるというのは言い過ぎではありませんか？　少なくとも、この状況をどうにか出来る策があるとは思えませんが──」

「いや、もう手は打っている」

「え？」

　アレイアが、ノスティークやマギーと顔を見合わせる。

「改めて言うけど、ユミカの策に惑まどわされちゃいけない。皇帝は先さき頃ごろ、倒たおれて意識不明になるほど体調が悪い。それを押して出陣してきているのはアレイアが言う通り、すぐ帝都に引き返すという目算があったからだろうね。

　それなら僕らは、皇帝を絶対に逃にがさない作戦に出る。もしこの戦場で皇帝を討てれば、帝国軍の士気は地に落ちる。リュナス王国を救うには、それが一番の手なんだ」

　シエルが盤ばん上じように目を落としながら言った。

「しかし、どうする気ですか。皇帝を討つと言っても、そんなに簡単ではありませんよ」

　アレイアが弱気な発言をしたが、シエルは駒こまを手にして微笑ほほえんでみせた。

「陣じん替がえをする」

『え!?』

　その場にいる全員が、思わず喫きつ驚きようの声を上げた。

「アレイアが味方で助かったよ。敵の策が見抜ければ、こちらも相応の手が打てるしね」

　シエルが盤上の駒を、すすっと動かした。

「具体的には、右う翼よくのリュナス軍と中央のパルディナ軍を入れ替える。更さらに、リュナス軍は半々に分けて、この本陣を挟はさむように布陣するんだ」

「！……そうか、成るほど！　しかし、それでは……」

　シエルの説明で得心したのは、アレイア一人だった。

「大だい丈じよう夫ぶ。ミオは僕が説得するし、近この衛え隊長ベロニカも付いてる。それに今は、勝負を急ぎたい時だ」

　シエルは、皆の顔を見た。

「故ゆえに明日あした、僕らは帝てい国こく軍に勝負を挑む。これから策を授さずけるから、皆、心して聞いてほしい」

　シエルはそう前置きした後、マギー、アレイア、ノスティークに策を授けていった。

「……はは、参りましたよ。いつの間にそんな策を？」

　アレイアが、思わず唸った。

「流石さすがですあにきっ！　よーし、やったるですよ！」

　いつもながらマギーは、シエルの言葉に驚きよう嘆たんする。

「うむ、いけるかもしれん。よぉし、リュナス軍も、見事に敵を欺あざむいてみせるぞ！」

　小細工を嫌きらうノスティークですら、シエルの策には肯こう定てい的てきだった。

「この策はリュナス軍が浮うき足立っている、とユミカに信じ込ませる必要がある。こちらの目算通りに行けば、明日はジンが先頭に立って突つっ込んでくるはずだ。後は第三軍のフレリカ軍、第二軍のリュナス軍の動きにかかってる。頼たのんだよ！」

「「おうっ！」」

　シエルの声に、皆が呼応した。

　こうしてラーカス軍の諸将は、軍師シエルの策を胸中に秘め、幕舎を出て行った。場を離れる直前、アレイアは何も言わずにシエルと鋭するどい視線を交かわしたのだが、それがミオの目にはまるで睨にらみ合う虎とらと狼おおかみのように映り、胸をざわつかせた。

「ミオ、これから望ぼう楼ろうに上ろう」

　シエルは手にした駒を盤上に置き、ミオを誘さそった。

「望楼に？　それは構わんが……こちらの動きを帝国軍に悟さとられないか監かん視しするのか？」

「こっちの動きなんかユミカにはお見通しだよ。帝国軍は分かってて、敢あえてこちらの自由にさせてくれるさ」

「そう、なのか？」

「さあ行こう。大事な話があるんだ」

『えっ………』

　ミオが視線を僅わずかに逸そらし、頰ほおを染める。そんなミオの手を、何い時つになく強引に取り、シエルは幕舎を出た。




　ラーカス軍の陣替えは、その日の夜に実行された。

　中央のパルディナ軍が、右翼のリュナス軍とすれ違いつつ、持ち場を交こう換かんする。

　その様子を、ミオはシエルと共に望楼の上から眺ながめていた。

　万を越こえる大軍の移動である。それを物音立てずに行うのは不可能であり、篝かがり火びの数だけでもラーカス軍が大きく動いていることを垣かい間ま見みることが出来る。ところがシエルの予想通り、帝国軍側には全く動きがなかった。

　因ちなみにこの物見用の望楼は最も高く遠くまで見み渡わたせるが、最も狭せまく、上がれるのは二人が精々といったところである。

　つまり、今ここにいるのはミオとシエルだけだ。

「驚いた。こちら側にも敵の間者は多数忍しのんでいるだろうに。この状況で攻めて来ないとはな」

　ミオが柔やわらかで涼すずしい夜の風に髪かみを靡かせつつ、遠くに視線を向けたまま言った。

「今回の陣替えに関して言えば、こちらがそうすることがユミカの策のうちだからね。明日から僕らは、圧あつ倒とう的てきに不利な状況に立たされる」

　それを承知で陣を替えたシエルの真意が、ミオには全く分からない。

　そのことが情けなくて、ミオは知らず知らずに嘆たん息そくしていた。

「私は駄だ目めだな。未いまだにシエルやアレイアが何を見て、何を語っているのかさっぱり分からん。情けない王だ」

「それは違うよ、ミオ」

「うん？」

　シエルが、優やさしくミオに微笑みかける。

「僕やアレイアは軍師だから。どうすれば戦いくさに勝ち、主あるじの為ために働けるか。それに特化した存在なんだ。ミオは王女として、上将軍から一兵に至るまで、分け隔へだて無く接している。このラーカス軍が纏まとまっているのは、全すべてミオのおかげなんだ。ミオは僕やアレイアはおろか、あのユミカにだって出来ないことをやっているんだよ」

「ふむ……そんなものかな」

　口ではそういいつつも、シエルに褒ほめられたことが嬉うれしくて仕方なかった。

「そ、それで、わた、私に伝えたいことって、何だ？」

　熱くなる頰を。

　高鳴る心臓を、クロノワークの風と闇やみが包み隠かくす。シエルはそんなミオの両りよう肩かたを摑つかみ、顔を近づける。

「これから言うことは、絶対に内密にしてほしい」

　シエルは軽く目を閉じ、ミオに告げた。




『エナが、フレリカを裏切って出しゆつ奔ぽんした』




「……………………は？」

　ミオは強きよう烈れつな肩すかしをくらったと同時に、眩暈めまいを覚えるほどの衝しよう撃げきを受けた。

「僕の許もとに、セラックのマードック将軍から書状が届いた。これまで順調だった王都からの食料物資の供給が、乱れ始めたらしい。実際、今日届いた食料は、三日分しかなかった。しかも次の便は、まだ王都からセラックに届いていないそうだ」

「そ、それだけでエナが、あのエナが、我らを捨てたという証しよう拠こにはならないじゃないか！」

「勿もち論ろん、裏も取ってある。僕は蜂はち蜘く蛛も隊たいとは別の、ボーダレスという諜ちよう報ほう機関を作っていた。これは旧反帝国軍リヴェラルウイングを母体とし、フレイを通じて組織した。ボーダレスのメンバーは様々な職業に身を窶やつし、ラーカス各地で知り得た情報を素す早ばやく僕に届けられるようにしてある。蜂蜘蛛隊が表立って情報を集めていれば、いずれユミカに潰つぶされる。それは明らかだったからね」

「いつの間に……それで、何を摑んだ？」

「ボーダレスによると、ユミカは皇こう帝ていに五つの策を献けんじたらしい。その内容までは摑めなかったんだけど、さっきの軍議でやっと全容が分かった。第一の策は、クロノワークに八〇〇〇〇の精せい鋭えいを進軍させる間、別働隊として帝国平へい北ほく将しよう軍ぐんベルガーに命じてトラインを攻め、フレリカ王都ランカスタを落とすこと。これは早いうちに見抜けた」

「そうか、だからトラインにフレイとニーアを残したんだな？」

　シエルが、軽く頷うなずいた。

「この策は大おお雑ざつ把ぱだよ。ベルガーが破れたら。フレイが負けたら。それだけで戦局が大きく変わる。それでも敢えてこの策を出したのは、ベルガーが負けるだなんて、ユミカは微み塵じんも思っていないからだ。でも僕は、フレイとニーアが帝国平北軍やベルガーなんかに負けないと信じてる」

「そうか……二つ目は？」

「帝てい都とに八〇〇〇〇の精鋭を集めて調練させると同時に、密ひそかにリュナス各地の城主を買収、リュナスの主力軍がクロノワークに出立した機を狙ねらい、別働隊で攻せめ落とすことだろうね。ボーダレスですら摑めなかった情報だけど、アレイアも指し摘てきしていたから、まずこれだと思う」

「何ということを考えるんだ、天竜姫テユリオンの軍師ユミカは……」

　隙すきがない。ミオは、ユミカに対してそういう印象を受けた。

「そして先頃、エリューディンの公子ヒノト様をミオの婚こん約やく者にしようという動きがあったでしょ。あれが三つ目の策」

「な、何!?　あの件の裏にもユミカが!?」

　エリューディンの公子ヒノトと、フレリカ王女ミオ。

　二人を結婚させて国としての安定を図はかるべし、という進言を貴族から受けたが、エナの機転によりそれは回かい避ひされ、ヒノトは結局、エリューディンを去った。

「し、しかし、その策の何ど処こに帝国のメリットがある？」

「もしミオがヒノト様と結婚すれば、フレリカ王国はフレリカ王家の臣とエリューディン王家の臣で二分化される。この二勢力が権力争いでも起こせば、フレリカは内から蝕むしばまれていく。それが狙いさ」

「お、おお……」

　恐おそろしい。ユミカはそう口にしかけて、ぐっと堪こらえて言葉を飲み込んだ。

「本当に恐ろしいのは、この策にはもう一つの側面があったことだよ。ボーダレスの調べによると、ヒノト様の件の直前に何者かがエナに接せつ触しよくしたらしい。これは恐らく、ユミカの手の者だろうね」

　ふう、と嘆息するシエル。

　ここから先を語るのは憚はばかられる。

　だが、考え抜ぬいた末に出した結論だ。

「ミオに聞きたいんだけど……エナって、ひょっとして、僕のことを？」

「ひょっとしなくても、シエルのことを好きだったと思うぞ」

　毎日毎日あれだけ密に接していて、嫌いなはずがない。

　ミオが特別鋭いわけではなく、いつも傍そばにいたフレイやマギーも気づいていただろう。

　そういうことには気付かないシエルに、ミオは少しだけ呆あきれた。

「ユミカが狙いを付けたのは、そこだったのか……」

「エナはシエルを好きだったかもしれんが、わ、私だってそうだ。想おもいの強さは誰だれにも負けてない！　だから私は、世よ継つぎはヒノト殿どのとではなく、絶対にシエルがいいと思って、宣言したんだ！」

「あ、ありがとう」

　二人とも顔を真っ赤にして恥はじらった。

「ユミカが望んだのは、そう言わざるを得ない状じよう況きようにミオを追い込んで、エナを傷つけることだったんだよ。エナの主は言うまでもなくミオだ。ミオが僕を選ぶと公言すれば、もうエナは逆らえない」

「！……わ、私は……そんな、つもりじゃ……」

　ミオは膝ひざを突き、愕がく然ぜんとした。フレリカ王国の為に良かれと思って行動したのだが、それこそが正にユミカの狙いだったのだ。

「これでユミカの第四の策は見えた。第三の策でミオがヒノト殿を選んだなら、エリューディンのバックに帝てい国こくが付いて勢力争いを起こし、フレリカを弱体化させること。ミオが僕を選んだなら、傷ついたエナに手を伸のばし、籠ろう絡らくすること。フレリカの強さは、エナによる充じゆう実じつした内政に支えられてる。これを帝国側に引き込むつもりだったんだろうね。どちらに転んでも、フレリカにとっては大打撃だ」

　酷ひどい。

　ミオは頭を垂れながら、そう呟つぶやいた。

　貴族の権力欲よくや、恋こい心ごころにまで巧たくみに付け入るとは。

　天竜姫テユリオンの軍師ユミカ・ローレンツの恐ろしさを、ミオは肌はだで感じていた。

「そして最後の五つ目は、このクロノワークに集結させた八〇〇〇〇の軍勢をなるべく損そこなわずに退たい却きやくすること。これもやっぱりアレイアの言葉で明白になった。先さき頃ごろ、ニーアの依い頼らいでボーダレスが調査してくれたんだけど、帝国は出兵前の一ヶ月で、ロジーナから帝都までの棒ぼう道みちを作っていたらしい。それは正に今、この時のためだ。この策が上う手まく嵌はまれば、帝国軍は戦力を温存したまま次の行動に移れる。

　それに対して僕らラーカス軍は酷い有様だよ。フレリカは丞じよう相しようと戦いくさにかかった莫ばく大だいな軍費を、パルディナは帝国軍を討うてなかった天翼狼ジオードの軍師アレイアの求心力を、リュナスに至っては国そのものを、それぞれ失うんだから。

　後は、弱った所から狩かっていく。今回の戦で平北将軍ベルガーを討てたとしても、帝国にはまだ大元げん帥すいジン、大軍師ユミカ、鎮ちん南なん将しよう軍ぐんルニ、定てい東とう将しよう軍ぐんジョゼットが健在だ」

　シエルの言葉に、ミオはぞっとした。

　ユミカが考えた五つの策の内、最も恐ろしいのは言うまでもなくこの五つ目である。

　八〇〇〇〇という大軍を囮おとりに使うなど、前例がない。しかしユミカは過去の範はん例れいに囚とらわれず、これを動かすだけで敵対各国を致ち命めい的てきに弱らせる策を講じた。

「見事としか言いようがないな。天竜姫テユリオンの軍師ユミカ・ローレンツ。流石さすがだ」

「僕もそう思うよ。こんな策、僕やアレイアじゃ考えつかない。ユミカは恐ろしいほど大きくなっている。僕やアレイアを含ふくめてラーカスの三軍師とか呼ばれているらしいけど、ユミカは明らかに僕とアレイアの二歩は前を行っている」

　涼しげにそう言うシエル。

　だが、その瞳ひとみには見る者の胸を打つほどの闘とう志しが秘められていた。

「それで……私はまだ信じられんのだが、エナはどうする？　このまま帝国に走られたら、大変なことにならないか？」

　シエルはミオに顔を向けぬまま、静かに言った。

「既すでに手は打った。トラインにいるドリス尚しよう書しよが万事、上手くやってくれるよ」

　口調は平静を装よそおっていたが、望ぼう楼ろうの手すりを握にぎる手は、震ふるえるほど力が込こめられていた。

「……そうか」

　ミオは一いつ瞬しゆん、勝手な決断を下したシエルを[image: しか]しかりそうになった。

　だがよくよく考えれば、こんな事態になって一番辛つらいのは、シエル本人だ。

　エナとシエルと、フレイ。

　この三人は帝国によるフレリカ滅めつ亡ぼう、ラーカス統一の直後から互たがいに協力し合い、フレリカ王国再興という目標を達成する為に、努力してきた。

　フレイは反帝国軍リヴェラルウイングに入って各地で矛ほこを振ふるい、エナは帝国内政府に入って内政を身につけ、そしてシエルはフレリカを滅ほろぼした宿敵、大軍師ディオラに師事して軍略を学んだ。

　彼らの臥が薪しん嘗しよう胆たんがあってこそ、今のフレリカがある。

　その中興の臣の一人エナの出奔が、シエルにとって辛くないわけがないのだ。

「エナの件はくれぐれも内密に。王都にはエナの部下だったサニーを尚書に任じて、これまで通り物資の調達をするよう命じてほしいんだ。エナほど上手くは出来ないとは思うけど、まずは内政府の混乱を抑おさえないと、国そのものが揺ゆらいでしまう」

「そうか。だからシエルはさっき、この戦は急ぐ必要があると言ったんだな？」

　シエルはミオに向かって、ゆっくりと頷いた。

「今日、食料長官から話を聞いたけど、このままだとラーカス軍の兵ひよう糧ろうは一週間も保もたないらしい。サニー以下、内政府の皆みんなも頑がん張ばってくれているらしいけど、エナ不在は致命的だ。今後、戦線を維い持じできるかどうかも怪あやしくなってきた」

「…………」

　エナの仕事ぶりが際きわ立だっていただけに、今の内政府の混乱は想像に難かたくない。内政の殆ほとんどの機能が停止すれば、当然ながら戦どころではない。

　いくら帝国側の謀ぼう略りやくがあったとしても、ここまでの窮きゆう地ちに追い込まれている遠因は、他ほかならぬミオ自身にある。

　それが何とも悔くやしくて、ミオは胸の奥底を搔かき毟むしりたくなる思いに駆かられた。

「だから僕等は明日あした、賭かけに出る。この布ふ陣じんはラーカス軍総大将ミオを少し前に出すことで、敵主力を引っ張り出す策だ。ベロニカ将軍と近この衛え騎き兵へい隊にミオの警護をするよう重々お願いしているから、問題ないとは思うけど……」

「案ずるな。私を存分に利用しろ！　重臣の心を安んじることが出来なかった私の失態なのだからな」

「ミオには何の責任もない。ユミカが巧み過ぎただけだよ」

「そう、だろうか？」

「ユミカはミオに、最悪の二択たくを迫せまったんだ。どちらを選んでも、自分の掌てのひらから零こぼれ落ちないような策を仕し掛かけてきた。そんな中でも、ミオは最善を尽つくしてきたよ」
















「……ありがとう」

　ミオががくり、と肩かたを落とし、そう呟いた。

「お礼なんか……僕は、自分の未熟さに辟へき易えきしているよ。あの帝国軍が、まさか守勢に回るだなんて予想もしていなかった。お陰かげで僕が開戦前に立てた策は台無しだ」

　シエルは、クロノワークの戦いは帝国の圧あつ倒とう的てきな攻こう撃げき力を逆に利用し、敵を深入りさせて皇こう帝ていを討つ策を立てていた。ところが始まってみれば、帝国軍はどの戦場でも前に出て来ようとせず、シエルの策は空回りに終わっていた。

　完全に、計算を狂くるわされていたのだ。

「でも、僕はまだ負けてない。次に冷ひや汗あせをかくのは、ユミカだ」

「シエル……」

　いつもは貧弱で頼たよりなさそうなシエルの瞳が、今は虎とらのように輝かがやいている。

「全すべては明日だよ、ミオ」

　シエルはミオの手を取り、眼下に輝く光の群に目を落とした。
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　その頃ころ。

　帝国大元帥軍幕舎にて、軍議が開かれていた。

「今のところ敵軍より我らの方が被ひ害がいが大きいが、戦は順調だ。後は頃合いを見て、帝てい都とに引き返す段階だろう」

　軍議を仕切っているのは、大元帥ジンである。

「大元帥。本当にこのまま引き上げるのか？　こんな大戦なんだから、もう少し攻せめさせてくれても……」

　意見を出したのは、鎮南将軍ルニだった。

「ルニ。先さき程ほども説明したように、大事なのは如い何かにこの兵力を維持したまま帝都に戻もどるかだ。納なつ得とくしてもらいたいな」

「そりゃ分かってるけどさあ……だったらさ、せめて殿しんがりは私にやらせてくれよ！」

「それも言った通り、殿はジョゼットだ。もう決定したのだから、大人しく従え」

「ちぇ……」

　唇くちびるを尖とがらせてふてくされるルニ。こういう子供っぽいところがルニの悪いところだが、そこを好む将兵が少なからず居るのも事実だった。

「このまま何も手て柄がらを上げられずに帝都に帰ったら、ベルガー様に何て言われるか……」

　いいかげん立ち上がって苦言を呈ていしようとしたジンを、ユミカが手で制した。

「鎮南軍と定東軍は、帝都に帰ってもそのまま待機してもらいます。我らが退却すればリュナス軍は領土を取り戻す為ために、これまで奪うばった土地に攻めてくるでしょう。このリュナス軍を、両将軍に討ってもらいます」

「な、何だって？　鎮南軍も東に行っていいのか？」

　ルニはそれを聞いて、喜びの声を上げた。

「首しゆ尾び良よく帝都に戻れたら、直ちにラーカス統一軍を立ち上げます。フレリカを攻めているベルガー将軍には、エリューディン地方に根を下ろしつつあるフレリカを制圧して頂き、そのまま南下してもらいます。そして大元帥と私は再び進軍してパルディナに攻め込みます。このクロノワークの戦いは、その為の布石に過ぎません」

　布石だとしても八〇〇〇〇もの軍勢を動かしたのだから、余りにも壮そう大だいである。

　ルニはにまっと笑い、ユミカに言った。

「よし、そういうことならすぐ帝都に帰ろうよ。フレリカを攻め落としたベルガー様と、リュナスを滅ぼした私が南で再会して、そ、それから……はあはあ、きゃー！」

　息を乱すルニ。欲よく望ぼう丸出しである。

「それにしても」

　ルニの隣となりで、ジョゼットがか細い声で呟く。

「未いまだにベルガーがフレリカ領を落としたという知らせが来ない。大軍師、これはどういうことだ？」

　ぎろり、とルニがジョゼットを睨にらみつける。だがジョゼットはいつも通り黒い面衣で顔を隠かくしているので、その表情を読み取ることが出来なかった。

「既に使者は出しています。もうすぐ西の情勢を知らせに──」

　ユミカが淡たん々たんと答えていた、その時だった。

『きゅ、急報、急報です！』

　軍議が行われている幕舎に、一人の使者が倒たおれながら入って来た。

　その様子に、皆が目を丸くした。

　使者の鎧よろいは所々が砕くだけ、背中に矢が刺ささっている。額から流れた血が、黒い跡あとになって頰ほおを染めていた。

「な、何だその姿は……」

　ジンが問いかけると、使者は残った力を振り絞しぼって声を上げた。

『へ、平へい北ほく将しよう軍ぐんベルガー様、トラインの戦いにて一いつ騎き討うちに持ち込まれ……討ち死に、なされました！』

「………………は？」

　ルニの顔から、すっと血の気が引いた。

「わ、悪い冗じよう談だんはよせですよ」

　音もなく立ち上がり、使者の許もとへ歩くルニ。

　思わず、エリューディン訛なまりが口を突ついていた。

「討ち死にです？　あの帝てい国こく四将筆頭のベルガー様が……しかも、一騎討ちで？」

　ルニは使者の胸むな倉ぐらを摑つかみ、軽々と片手で持ち上げた。

「う、ぐぐ、ほ、本当です！　敵はフレリカの上将軍フレイ・フォルク！」

　使者が止まりそうになる息を、何とか継つぎながら言った。

「噓うそだぁ……そんな、そんなの……噓ですよ。噓に決まってる……」

　その時、ルニの腕うでを優やさしく摑む者があった。

　定てい東とう将しよう軍ぐんジョゼットである。

「止よしなさいルニ。この使者にはまだ聞きたいことがある」

　ジョゼットの声に、ルニは突とつ然ぜん腕の力を緩ゆるめる。がしゃり、という鎧の音と共に、使者の身体からだが地面に落ちた。

「あ、あうう……お、おおお、ベルガーさまああ……」

　ルニは人目も憚はばからず嗚お咽えつしながら、その場にへたり込んだ。

「それで、帝国平北軍は？」

　ジョゼットが落ち着いた口調で使者に問いかける。

　中性的なその声は男にも聞こえるし、女にも捉とらえられる。

　黒衣の面と相あい俟まって、不思議な印象を与あたえる人物だった。

「は、ははっ。帝国平北軍はフレリカ軍に徹てつ底てい的てきに叩たたかれ、軍師ファルリア殿どのを始め、主立った将は悉ことごとく討ち取られたとのことでございます！」

「何てこと……」

　そう唸うなったのは、大軍師ユミカだった。

「それでトラインのフレリカ軍はその後、どう動いたの？」

「はっ、敵将フレイは手勢を連れてセラックに進軍中。それと、もう一手がルヴィニの森に入ったとか」

『何ですって!?』

　ユミカは直ちにラーカスの地図をテーブルに広げ、鋭するどい視線を向ける。ユミカがここまで慌あわてた姿を見せたのは、大軍師になってから初めてだった。

　ユミカは一いつ滴てきの汗を垂らし、重い口調で使者に尋たずねた。

「ベルガーが討たれたのは、いつの話？」

「三日前でございます。それからこの報を直ちにお伝えしたかったのですが、何分敵の監かん視しが厳しく……私だけが、何とかクロノワークに辿たどり着けた次し第だいです」

「三日……」

　ユミカは地図で、指を使って何かを測り始めた。

「どうしたんだユミカ？」

　大元げん帥すいジンが声を掛かける。その声に、ユミカは嘆たん息そくした。

「……やられました。時間的に考えて、間もなくその報が届くでしょう」

「やられた？」

　ぐっ、と唇を嚙かむユミカ。

「フレリカの軍師シエルは、トラインでベルガー将軍を倒した後のことまで考え、次の策を用意していたのでしょう。トラインを守りきった後に一軍がトラインの東、ルヴィニの森に入ったということは……狙ねらいは一つ。

　我らの背後にある拠きよ点てん、ロジーナを落とすことです」

『なっ!?』

　ジンも、そして普ふ段だんはあまり感情を表に出さないジョゼットすらも、思わず声を上げた。

　ロジーナはリーフと同じくクロノワークで戦う帝国軍八〇〇〇〇の補給線を守る、大事な拠点である。より帝都に近いことから、急所と言っても過言ではない。ロジーナを落とされれば、帝都とクロノワークは分断される。それは即すなわち、帝都からの補給が途と絶だえることと、退路を断たれたことを意味していた。

「何ということだ！」

　ジンが、拳こぶしをテーブルに叩きつけた。

「もし平北将軍ベルガーが敗北したなら、ということを考えなかったわけではありませんが、トラインすら落とせなかったというのは計算外でした。もう少し泥どろ沼ぬま化かすると思ったのですが……」

　ユミカは素す直なおに、自分の失策を認めた。

　フレリカの上将軍フレイの強さは耳にしていたが、四将筆頭ベルガーの力はそれに勝まさると信じていた。

　だがシエルは、フレイが勝ったときはそのままロジーナ攻こう略りやくへと移行し、仮にフレイが負けて帝国平北軍がフレリカ領に攻め入っても、ガーネ山さん道どうには以前にない巨きよ大だいな砦とりでが築かれている。その場合はセラックに置いた将軍マードックに命じてトラインを奪だつ還かん後、ガーネ山道に進入して帝国平北軍を挟はさみ討うちにするつもりだったのだろう。

　西の戦線においては何をどう考えても、シエルの方が周しゆう到とうだったと認めざるを得ない。ユミカには、それが悔くやしかった。

「大軍師、これからどうする？」

　ジョゼットが訊きいた。

「退路が断たれたことなど、すぐにでも伝わるでしょう。しかも糧りよう道どうを敵に抑おさえられては、八〇〇〇〇の兵を維い持じするのは難しい。日を追う毎ごとに脱だつ走そう兵が増え、相対的に敵軍が有利になっていきます。既すでにこの戦いくさの第一目的であるリュナス攻略は成されているのですから、明日一日で勝負をかけ、その後は速すみやかに撤てつ退たいしてロジーナを取り返すしかないわ」

　ぎゅ、と拳を握にぎるユミカ。

　ベルガーが健在ならば悠ゆう々ゆうと軍を退けたのだが、ロジーナを狙われた今となっては敗走に近い。なるべく敵軍に悟さとられず、皇こう帝ていにも気づかれず、予定通り帝てい都とに引き返さなくてはならない。

「敵軍はこの闇やみ夜よに紛まぎれて陣じん替がえをしているとか。これは我らのリュナス侵しん攻こうが賊ぞく軍ぐん陣営に伝わり、リュナス軍がこの戦場から離り脱だつしようとしているからでしょう。リュナス軍が動いたとなれば、帝国定てい東とう軍ぐんを抑えられるのはパルディナ軍しかおりません。

　つまり、敵本陣は昨日より手て薄うすになるのは確実です。これを機に、大元帥は一気に敵本陣を突いて下さい。そこで敵軍総大将、フレリカ王女ミオを討ち取れれば最上です」

「わかった。何な故ぜ、私がこのトーレ帝国の大元帥なのか賊軍にたっぷりと教えてやろう」

　ジンが口許で手を組み、ユミカに告げる。

　ユミカはこくりと頷うなずいて、今度は放心状態のルニに向かって声を掛けた。

「ルニ将軍、その悲しみを、怒いかりを、全すべて敵軍にぶつけて下さい。明日、恐おそらくフレリカ軍は大元帥軍をわざと深入りさせ、敵軍両りよう翼よく後こう陣じんを中央に向けるでしょう。それをさせないのが、鎮ちん南なん軍ぐんの大きな役目になります」

「おう、やったるですよ。私はあんな片かた田舎いなかで一生を終えたくなくて帝国に来たです。ベルガー様に目を掛けられたのが嬉うれしくて、あの方の剣けんになると決めて……それを……お、おのれフレリカの犬どもめ！」

　涙なみだの跡を拭ふこうともせず、ルニが怒りを露あらわにして叫さけんだ。

　ベルガーを失ったのはかなりの痛手だが、フレリカはルニの心に猛もう火かを点ともした。その代だい償しようは、高くつくだろう。

「大軍師。私が相対する敵軍も同じような動きをするのだろうか？」

　ジョゼットが冷静に訊いた。

「恐らく左さ翼よくの戦線でも同様でしょう。故ゆえに、ジョゼット将軍は敢あえて前には出ず、定東軍の中軍を率いていて下さい。そして敵後陣が中央に向かったら、中軍と後軍を率いてこれを討つのです」

「わかった」

　ジョゼットはユミカの指示に、そう短く返事をする。

　これまでの指示を聞いていた大元帥ジンが、ユミカに視線を向けた。

「つまり敵軍は明日、手薄になった本陣を餌えさにして私を誘さそい込み、全軍でこの私を討とうとしている、ということか？」

「シエルの考えそうなことです。天翔虎カルーデイアの名を天下に知らしめたリルガ橋の戦いや、背はい水すいの陣と見せかけて帝国平北軍を敗走させたカリューノンの戦いなど、シエルは弱みを逆手に取る策が得意な軍師です。斥せつ候こう部隊〝紅べに鴉がらす〟からの情報ではフレリカからの補給が滞とどこおりつつあるとのことですし、リュナス侵攻の件も敵軍にとっては気が気でないでしょう。

　そして我らは帝国平北軍の大敗と、退路を断たれた弱みがある。互たがいに長期戦を許さない状じよう況きように追い込まれています。つまり、勝負を決するのは……」

「明日、ということだな？」

「はい」

　ユミカはそう答え、諸将の顔を見回した。

「これまでは天翼狼ジオードアレイアの軍によって本陣に近づけませんでしたが、明日は敵が自ら道を空けてくれるでしょう。そこで大元帥のアーティファクト〝龍りゆう璧へき陣じん〟を応用すれば、ミオ王女とその傍かたわらにいる天翔虎カルーデイアはこれまでです」

「！……そうか、そういうことか！」

　ジンが、思わず膝ひざを打った。

「私のアーティファクトは本来、守備戦にこそ効果を発揮する物だが、そんな使い方は考えもしなかったぞ！」

「守を転じて攻せめと成す、です。軍議はこれまでにしましょう」

　その言葉で諸将は立ち上がり、それぞれの陣へ戻もどっていった。

　ユミカは後ろに控ひかえた皇帝の許へと、馬に乗って進む。

　道中、使者から帝国領ロジーナがフレリカ軍によって陥かん落らくしたという報告を受けた。

　やはり落とされたか、とユミカは瞳ひとみを閉じた。

　ロジーナは帝都とクロノワークを繫つなぐ大事な中ちゆう継けい地点だったが、ラーカス軍一〇〇〇〇〇を相手にするには全軍で当たらなくてはならず、ここには数百の守備兵しか置けなかった。

　それがこの局面で、致ち命めい的てきな災わざわいとなった。

　まさか、帝てい国こく平へい北ほく将しよう軍ぐんベルガーが負けるとは。

　まさか、その兵が帝国軍の退路を断ってくるとは。

　ユミカにとって、これほど「まさか」が続く戦は初めてだった。

「シエル……」

　ユミカはトーレ帝国の大軍師として。

　シエルはフレリカ王国の要かなめとして。

　先の帝国大軍師ディオラの門下で互いに切せつ磋さ琢たく磨ました二人が、今やラーカスの覇は権けんを争う舞ぶ台たいに立っている。

　ユミカはパルディナ、リュナスに対して策を決めてきた。パルディナは神しん託たく師しにして天翼狼ジオードの軍師アレイアの活かつ躍やくを逆手に取り、アレイアが国権を狙っているという噂うわさを流した。その結果、パルディナ国内は教皇派と神託師派に分ぶん裂れつしている。

　リュナスに対しては今回のクロノワークにて八〇〇〇〇の軍勢を集め、調練している間にリュナス王都以外の城主を悉ことごとく買収した。そしてクロノワークの大戦が始まると、アルルガ将軍に僅わずか一〇〇〇の兵を率いさせて出しゆつ撃げきさせ、瞬またたく間にリュナス王国のうち半分が帝国に降くだっている。

　だが、フレリカに対してはどうだ。

　征せい西せい将しよう軍ぐんレンギルの敗戦から平北将軍ベルガー討ち死にまで、数々の策を用いてきたが、悉く跳はね返されてきた。

　そして今、とうとうユミカは裏を取られ、重要拠点ロジーナを奪うばわれた。

　策を立てさせれば、ユミカの方が上である。

　兵を率いさせれば、アレイアの方が優すぐれている。

　それなのに、この重要局面で帝国軍を苦しめたのは、シエルだ。

（やはり怖こわいのは、シエルだった）

　ユミカは嘆息して、馬の背に目を落とした。

　明日の戦いは、帝国大元帥軍が動く。

　敵軍がどう防ごうが、進撃を開始した帝国大元帥軍は止められないだろう。

　そして、今日献けんじた策が実行されれば、ミオ王女と、その傍らにいるであろう……シエルの命も、これまでだ。

　ユミカは、気を緩ゆるめると岩清水のように染しみ出してくるシエルへの想おもいを無理矢理押さえつけて、自陣へと帰って行った。




　　　　◇　◆　◇　◆　◇　◆　◇　◆




　翌日早朝。

　この日のクロノワーク平原は、深い霧きりに包まれていた。

　いつもなら小鳥が飛び、獣けものが駆かけ回るこの平原には兵士らが発する異様な殺気に包まれ、それが小さき者達を平原から追いやっていた。

　トーレ帝国軍八〇〇〇〇対、ラーカス軍一〇〇〇〇〇で始まったこの大戦は、この日で大きく動く。誰だれがそう発したわけではないが、雰ふん囲い気きがそんな流れを作り出していた。

　濛もう々もうと煙けむる霧が、緩やかな風に流される。その中から姿を現したのは、南側に陣取るパルディナ、リュナス、フレリカの三国からなる連合、ラーカス軍だ。

　前日までの布陣と違ちがい、中央前衛はパルディナ軍ではなくリュナス軍だった。

　リュナス軍は兵を二分して後衛にも陣取り、こちらは物資が詰つまっているであろう木箱を馬車に運び込んでいる。

　その様子は、帝国軍望ぼう楼ろうの上からもはっきりと見えた。

　明らかに、退陣の準備である。ユミカはそう確信し、望楼の上にいた兵に旗を振ふらせ、それを目にしたジンはにやりと笑った。

　昨日の軍議で予想した通り、リュナス軍の士気は低い。多少強引に攻せめ込んでも問題ない、という合図だ。そして、これまで右う翼よくにあったリュナス軍の替かわりに、パルディナ軍が帝国定東軍の前で隊たい伍ごを整えている。

　この日、始めに動き出したのは、このパルディナ軍だった。

「進めーっ！」

　その号令と共に、パルディナの兵士がザッザッと足音を立てて前進する。

　対する帝国定東軍は、静かに開戦の時を待っていた。

　左翼のフレリカ軍も、上将軍マギーを中心に兵を展開している。今日の鎮南軍は苛か烈れつに攻めてくるはずだという軍師シエルの助言により、前日までとは違う布陣となった。

　先頭に上将軍マギーを据すえ、中軍にリンシア率いる弓隊を置き、後陣にラミナという順で、斜ななめに陣を張る。

　帝国鎮南軍は、ルニを筆頭にかなりの攻こう撃げき力を誇ほこる。これに対応する為ために、フレリカ軍は敵軍の力をいなす斜陣という選せん択たくをしたのだ。

　帝国平北軍ベルガーをフレイが倒たおした。

　その情報は既すでに、ラーカス軍にも届いている。

　四将筆頭ベルガーを討うったというのは、弥いやが上にもラーカス軍の士気を大きく高めた。

　ベルガーを倒したのがフレリカの上将軍フレイであるということもあるが、そのフレイがクロノワークに向かっていると聞いて、フレリカ軍の士気は最高潮に達している。将校から末まつ端たんの兵に至るまでやる気を漲みなぎらせ、誰もが手て柄がらを立てようと目を血走らせていた。

　そして、クロノワークの中央。ラーカス軍はノスティーク大将軍率いるリュナス軍と、帝国大元げん帥すいジン率いる大元帥軍が、開戦の合図を今か今かと待ちわびている。

　こちらは逆に、リュナス軍より大元帥軍の方が士気が高かった。

　勇ゆう猛もうを誇るノスティークはリュナス軍後陣に位置し、前線はその部下に任せている。その一事からも、この軍がまともに大元帥軍と戦う気があるのか、疑問を抱いだかざるを得ない。歴戦の猛者揃いである大元帥軍の兵士達は、開戦前から敵が自分達の武ぶ威いに飲まれていると思い込んでいた。

　そして運命の闘たたかいの火ひ蓋ぶたは、切って落とされた。ラーカス軍は軍師シエルが、帝国軍は大軍師ユミカがその合図を出すよう命じる。奇くしくもそのタイミングは、同時だった。

　開戦を告げる狼煙のろし台に火が点され、笛矢が鳥達の代わりにさえずりながら空を舞まう。

　それを耳じ目もくにした各軍の大将が、下知を出した。

『全軍、突とつ撃げき！』

　総数で二〇〇〇〇〇近い兵士らの怒ど号ごうと足音が、クロノワークを覆おおう霧を一気に吹ふき飛ばし、いよいよ戦いが始まった。

　互いの右翼、左翼の軍が、敵と激げき突とつする。

　これまでと大きく違うのはラーカス軍左翼、フレリカ対帝国鎮ちん南なん軍ぐんである。

　ずっと守勢に回っていた帝国鎮南軍はこの日、初めて先手を取ってフレリカ軍に攻め込んできた。中でも鎮南将軍ルニの猛もう攻こうは凄すさまじいの一言で、当たるを幸いに、次々とフレリカ軍の兵を薙なぎ倒していく。

　ルニの爪そう甲こう沓とう紅あか月つきが敵兵の返り血を吸い、瞬く間に赤黒く変色した。

「ルニ────ッ！」

　一気に崩くずされそうになったその時。

　フレリカ軍の中から、そう叫さけびながらルニに向かう騎き馬ばがあった。

　フレリカ王国上将軍マギーだ。

「マギ────ッ！」

　先日の邂かい逅こうの時とは全く違う、二人の激突だった。

　己おのれの力を外界で試ためしたいと、両親や恩人を斬きって生まれ故郷を捨てたルニを討たんとするマギー。最愛の人を奪ったフレイはマギーの義ぎ兄けいであるが故ゆえに、まずはマギーを同罪と見て仇あだ討うちをせんとするルニ。

　姉妹しまいの戦いは、乱戦の中で繰くり広げられた。

　深しん紅くの爪甲沓と、白銀の爪甲沓。蹴しゆう爪そう術じゆつ使いの二人の凌しのぎ合いは、凄まじいの一言だった。刃はが交わる度たびに火花が散り、常人の目には映らぬ程ほどの速度で蹴けりの応おう酬しゆうが続いた。

　ルニの頭の上を、マギーの腕うでの横を、互いの一撃が切り裂さく。

　一発でも当たればその時点で勝負が決するであろう攻撃を、薄うす皮かわ一枚切られつつ躱かわし合っている。竜たつ巻まきのようなルニとマギーの周囲にいた兵は、この苛烈な戦いを目にしつつ、巻き添ぞえを食わないよう距きよ離りを置いて戦っていた。

「はあ、はあ……随ずい分ぶんと強くなったなあマギー」

　一いつ瞬しゆんの間を置いて、ルニが笑えみを浮うかべる。

　その顔は、もうマギーが知っている優やさしい姉の姿ではなかった。

「何が、あんたをそこまで変えてしまったですか」

　マギーは肩かたで息をして、疲ひ労ろうの色が浮かぶ瞳をルニに向ける。

「掟おきてさ」

「掟？」

「そうだ。全すべての事こと柄がらを長老会が決め、自由など村外れにも存在しない。長老会が決めた男との結けつ婚こんを強要され、生まれる子供の人数や、その将来まで決められて……お前はそんなあの村の掟を、馬ば鹿からしいとは思わないのかあッ！」

　言葉を発すると同時に身体からだを捻ねじり、右足で斬り下ろしを見み舞まうルニ。

　マギーは咄とつ嗟さに刃を狙ねらって左足を上げたが、気持ちが込こめられた蹴りを受けきれず、馬ごと弾はじき飛ばされた。

「ふぐっ！」

　空中で鞍くらを摑つかみ、回転して体勢を整えるマギー。

　追い打ちは……来なかった。

「お前は今、凄すごく楽しいだろう？　この蹴爪術を活いかして将軍になって、富と名声を手にして、幸せだろう？　そう感じているなら私に刃は向むかうな。だってその幸せは、私が村の長老会を一人残らず討ち取り、何かに取り憑つかれているかのような大人達を斬り捨てたから得られたんだ。様々な人と交わり、共に戦い、恋こいをして笑い合う。こんな素す敵てきなことを生まれた時から放ほう棄きせざるを得ない掟なんか、叩たたき斬って何が悪いです！」

　ルニが叫ぶ。

　マギーはその魂たましいの奥底から発せられた声に、ぐっと鞍のハンドルを握にぎった。

「そう言うと思ったですよ」

「あぁ!?」

　ルニの威い嚇かくも、マギーには通じない。

　マギーはふー、と息を吐はいた。

「アビリスの村はそういう所だったです。それが嫌いやなら、一人で勝手に出て行けば良かったです。誰であろうと、何者であろうと……」

　マギーが、ルニに向かって馬を走らせる。

『世界を奪う権利なんか、有りはしないんです』

　勢いをつけ、左手だけでハンドルを握り、身体を投げ出して右足に全体重を乗せ、蹴りを放つマギー。今度はそれを受け止めたルニが、後方で戦っていた兵士数人を巻き込みながら吹き飛ばされた。

「ぎッ……！」

　蹴りを受けた右足が、びりびりと痺しびれた。

　馬上での蹴爪術は小こ柄がらな女でも、その身体を強きよう靭じんな矛ほこに変える。ましてその達人ともなると、巨きよ漢かんの一撃すら跳ね返す威い力りよくを持っていた。

（この私と、互ご角かく？）

　ルニは痺れる足を拳こぶしで打ちながら、そう思った。

　帝てい国こくの四将は、それぞれ得意とする物をひたすら磨みがき、極きわみの領域に達した者が選ばれた。膂りよ力りよくのベルガー、弓のレンギル、変則のジョゼット、そして超ちよう接近戦のルニである。

　そのルニと互角に渡わたり合っているマギーの存在は、危険だった。

「マギー、やっぱりあんた強いわ」

　鋭するどい視線で睨にらみ付けるルニ。

「そろそろ、本気で行く」

　ルニの足あし下もとから、真っ赤な気体が地面へと流れ落ち始めた。

「ラーカスで唯ゆい一いつの爪そう甲こう沓とう型がたアーティファクト〝紅あか月つき〟……」

　マギーは息を整え、その異様な爪甲沓に目を向けた。

　ルニやマギーの故郷、エリューディン地方の隠かくれ村アビリスで、代々護まもられてきたアーティファクト。それが爪甲沓紅月である。

　当然ながら、その能力も副作用セコンダリもマギーは知っている。

　技わざで互角の状じよう況きようで、ルニがどのようにアーティファクトを使ってくるのか。

　マギーは集中し、ルニの動きから目を離はなすまいと注視していた、その時。

「!?」

　ルニの視線が、マギーから逸それた。

　マギーの真後ろをぎらりと睨みつけると、殺気を膨ふくらませて唇くちびるを嚙かんだ。

『おー、間に合ったみてぇだな』

　聞き覚えのある声に、思わず振り返るマギー。

　そこにはガーネカモシカ騎き兵へいを引き連れた、フレイがいた。

「フレイのあにき！」

「よう。第三軍の総司令が前線で遊んでて良いのか？」

　フレイは左手を三さん角かく巾きんで吊つってはいたが、右手でしっかりと矛を持ち、カモシカの王ワーネスに跨またがって歩み出た。

「フレイ……フォルク？　貴様、ベルガー様を討ったという将か？」

　殺気に怒ど気きが混じり、ルニの表情が豹ひよう変へんした！

「ああそうだ。平へい北ほく将しよう軍ぐんベルガーのバカは、間ま違ちがいなくこのオレが討ち取った」

『…………』

　ルニは眉み間けんに皺しわを寄せて、瞳ひとみを閉じる。

　在ありし日のベルガーに思いを馳はせ、涙なみだを禁じ得なかった。

　ただ強いだけの田舎いなか娘むすめを将軍にまで引き立ててくれたのは、他ほかならぬベルガーだ。無論、ルニ自身も帝国平北軍副将として数々の武功を上げたが、それでもベルガーの推挙があってこそ、帝国鎮南軍を任されるまでになれた。

　ラーカスを統一し、真の平和が訪おとずれた後には、共に道を歩もう。

　そんな言葉をかけてくれたベルガーの仇かたきが、目の前にいる。

　もうルニの目に、マギーの姿は映っていなかった。

「平北将軍に続き鎮南将軍とも戦えるなんて、オレはツいてるぜ」

「貴様……よくも、よくもベルガー様を……」

　ルニの怒いかりは、そのままアーティファクトに伝わる。深紅の爪甲沓が、徐じよ々じよに紅べに色いろの氷で覆われ出した。

　フレイはそんなルニを尻しり目めに、マギーの前へと駒こまを進める。

「あにき？」

「ここは任せろマギー。お前は退いて手勢を連れ、行動に移れ。大戦前の義兄あにきの言葉、今こそ実じつ践せんする時だ」

　フレイが肩に担かついだ槍やりを下ろすと、矛ほこ先さきをルニに向けた。

「でも、あにき、怪け我がが──」

『行けマギー！　細けぇことは気にすんな！　義兄あにきの期待を裏切るんじゃねぇ！』

　既に、フレイも臨戦態勢に入っている。

　マギーはこくんと頷うなずいて、後方の兵に手を上げた。

「あにき……死なないで下さいですよ？」

「誰だれの心配をしてんだお前は。オレだって、まだやってねぇことがあんだよ。お前の村の落とし前、このフレイが請うけ負おったぜ！」

　片腕が使えないにも拘かかわらず、フレイの全身から溢あふれ出す武のオーラは、これまでマギーが目にしたことがないくらい大きかった。

「頼たのんだです、あにき！」

「任しとけ」

　マギーは馬の踵きびすを返し、陣じんに戻もどっていった。

「フレイ……フォルクぅううううう！」

　味方の兵をも押し退のけ、怒ど濤とうの勢いで突撃するルニ。

　朱しゆ色いろの冷気を纏まとった爪甲沓の一撃が、フレイに襲おそいかかる。

「来いッ」

　フレイがその場で矛を振ふり上げると、ワーネスは前足を上げて吠ほえる。

　斬り下ろしの斬ざん撃げきとルニの蹴りが……激突した！

　衝しよう撃げきがフレイの腕、ルニの足を駆かけ抜ぬけたが、二人とも動じず、そのまま斬り合いを繰り広げる。矛と刃がぶつかる度に、破は城じよう槌ついが鋼鉄の城門を打ちつけているかのような音が響ひびく。一発でも身体に当たればその箇か所しよが抉えぐれてしまう程の威力を、双そう方ほうが放っていた。

「「らあああああああああああああああああああ！」」

　雄お叫たけびを上げる両将軍。鎮ちん南なん将しよう軍ぐんルニの攻こう撃げき力は尋じん常じようの物ではなかったが、それに対し片腕で戦う上将軍フレイも、流石さすがだった。

　一方で、フレイが二〇〇〇のカモシカ騎兵を連れてきたお陰かげで、マギーもある程度の兵を動かせる余よ裕ゆうが出来た。

　マギーは陣に戻ると、総司令の権限をフレイに移い譲じようしたことを第三軍全員に通達し、次の命令を下した。

「シエルのあにきから言われていた通りに兵を動かすです！　後陣のラミナは二〇〇〇の兵と共にいち早く中央の大元げん帥すい軍に向かえと伝えろ！　攻せめはフレイのあにきに、守りはリンシアに任せるです。ボクは後から兵二〇〇〇を率いて向かう！」

『ははっ！』

　こうしてマギーと第三軍は守勢に回りつつ、ラーカス軍左さ翼よくの戦場を離れた。

　このマギーとラミナの動きがクロノワークの戦いにおいて、大局を揺るがす決定的な要素となる。




　その頃ころ、ラーカス軍右う翼よくは、パルディナの精せい鋭えいが帝国定てい東とう軍ぐんを押していた。

　元々、パルディナ軍は帝国大元帥軍にも引けを取らない強さを誇ほこる。特に前線で指し揮きを執とる天翼狼ジオードの軍師アレイアの戦術眼は見事で、定東軍の隙すきを次々と突ついていく。

　そして中央では、大元帥軍の突とつ撃げきを受けたリュナス軍が瞬またたく間に陣形を崩くずされ、いとも簡単に大元帥軍の突とつ破ぱを許していた。

「亡国の兵など恐おそれるな！　目指すは反逆の王女ミオの首ただ一つ！　進め──ッ！」

　何な故ぜか全兵士が弓を背負い、矢をぶら下げた大元帥軍が、一丸となってラーカス軍本陣を目指して進む。その凄すさまじい突破力に、リュナスの守りは裂さかれた紙切れのように次々と破られていった。

　他の軍はともかく、リュナスの兵に戦意はない。

　そう判断した大元帥ジンは、一気にラーカス軍本陣まで到とう達たつした。

「このまま進め！　もう少しで、間合いに入る！」

　ジンの声に、周りの兵が呼応する。

　全体の動きは、大軍師ユミカが見てくれている。

　ジンは久しぶりに一人の武人に戻り、思う存分馬を走らせ、剣けんを振るった。

　流石にラーカス軍本陣の守りはリュナス軍よりは堅かたいが、それでも勢いづいた大元帥軍を止められる程ではない。

　もう少し。あと少し進めば、ラーカス軍総大将ミオと、天翔虎カルーデイアの軍師シエルがいる本陣の中央に迫せまれる。

　と思った、その時だった。

『今だ、第二の陣に移れ！』

　ラーカス軍軍師シエルの声が響くと、本陣各所に合図が送られた。

　その声で、本陣後衛にいた兵が次々と運んでいた木箱を捨て、槍を手にして動き始める。

　地面に落とされて割れた木箱の中は、空っぽだった。

　中央後陣のリュナス兵は退陣の準備をしているよう、見せかけの動きをしていたのである。後衛のリュナス軍は疾とく馬に乗り、二手に分かれて本陣を迂う回かい、前へと躍おどり出た。

　それを合図に、これまでやる気を見せていなかったリュナス兵の目に、力が宿った。

「さあ、芝しば居いはここまでじゃ！　帝国の大元げん帥すい殿どのに我らの強さ、味わって頂くぞ！」

「おおおおおおっ！」

　大将軍ノスティークの号令が下ると、リュナス軍が帝国大元帥軍を包囲する。

　ところが、帝国大元帥軍の進軍は止まらなかった。

　ラーカス軍本陣の兵はフレリカ軍を主として二〇〇〇程ほど。その本陣に三〇〇〇〇からなる大元帥軍は、その鼻先をねじ込むべく強引な突撃を敢かん行こうする。

　いくら三〇〇〇〇あるとはいえ無む謀ぼうともいえるこの強きよう行こう突とつ破ぱに、大元帥軍はみるみる数を減らしていく。

　何せ大元帥軍を囲んでいるのは精強極まるリュナス軍三五〇〇〇である。

　先陣こそ凄まじい勢いで削けずり進んでいるが、それ以外は指揮系統が乱れに乱れ、リュナス軍にいいようにやられていた。

　帝国大元帥ジンが何を考えているのか計りかねて戸と惑まどいを覚えたのは、その猛もう攻こうをまともに浴びることになったラーカス軍本陣のミオとシエルだった。

「な、何を考えているんだ、ジンは!?」

　ミオが叫さけぶ。

「このまま勢いに任せて僕らを倒たおすつもりなら、そうはいかないよ。ベロニカ将軍！」

　シエルが手を上げると、フレリカの近この衛え騎き士し団がミオとシエルの前で整列した。

「任せたよ」

　シエルの声が耳に入る距きよ離りではないが、ベロニカは剣型のアーティファクト「逆さか雪ゆき」を抜き、シエルに向かって頷いた。

「者共、付いて来い。大元帥ジンをここで討ち取るぞ！」

『おおっ！』

　ベロニカ率いるフレリカ軍近衛騎兵隊五〇〇が、凜りん然ぜんと躍り出た。

　相手が三〇〇〇〇の大軍とはいえ針のように鋭するどい陣形で突撃して来ているので、その先頭の勢いさえ止めてしまえばいい。

　ベロニカは逆雪を振るい、風を刀身に巻きつつ馬を駆る。帝てい国こく大元帥軍に気後れしていたフレリカ軍の兵達は、その心強い姿に再び戦意を取り戻し、槍を握にぎる手に力を込こめる。

　やがて、ラーカス軍の兵を吹ふき飛ばしながら進撃してくる敵軍先せん鋒ぽうの姿を捉とらえた。

「舞まい上がれ、〝逆雪〟！」

　ベロニカがそう叫んでアーティファクト「逆雪」を振る。その刹せつ那な、大元帥軍の兵の足あし下もとに冷気を帯びた風の渦うずが起こり、馬ごと空へと吹き飛ばした！

　何が起きたのか分からず、呆あつ気けに取られる帝国兵。

　これまで異様な熱気に包まれて進んできたが、瞬しゆん時じにしてその熱が引いてしまった。

「今だ、かかれ！」

　ベロニカの号令で、攻せめ気を挫くじかれた帝国兵の周囲から、近衛騎兵隊とラーカス兵が襲いかかった。

　最前列の足が止まった為ため、後続の帝国兵も急に我に返る。

　これまで易やす々やすと突破してきたラーカス軍が、急に手て強ごわくなった。

　戦いくさは、攻めている時ほど勢いが勢いを呼び、無我夢中になれる。だが、一度その足を止められると一気に冷静になってしまう。

　これほど敵陣深く入り込んで、退路はどうするのか。大元帥軍の相手はリュナス軍だが、三五〇〇〇のうち半数は後陣にあったため、大元帥軍の方が優位だと想おもわされた。

　だが今は、その後陣が前線に合流し、大元帥軍よりも兵が多い。

　更さらにラーカス軍本陣二〇〇〇が加わっているのだから、大元帥軍は三七〇〇〇という大軍に囲まれているのだ。

　小さな疑念が迷いを呼び、麻ま痺ひさせていた恐きよう怖ふ心しんが掘ほり起こされ、大元帥軍の足は完全に止まった。

　こうなると、縦に間延びしてしまった大元帥軍は圧あつ倒とう的てきに不利である。

　戦慣れしているリュナス軍は、そんな大元帥軍を少しずつ削って分断し、それを囲んで弓矢を放ちつつ槍で突き、着実に殲せん滅めつしていった。

　これが、帝国の四将の上に立つ大元帥の戦なのか？

　シエルは初めて槍を合わせた大元帥軍に対して、妙みような胸むな騒さわぎを覚えた。戦上手で知られる帝国大元帥ジンの用兵とは思えない程、稚ち拙せつで考えのない突撃だ。

　そう思っていた最中、大元帥軍の中から数本の笛矢が飛んだ。

　何かの合図だ。

　シエルが警けい戒かいしていると、大元帥軍が妙な行動に出た。

　ラーカス軍本陣の目の前に兵を集め、円陣を組んだのである。

「な、何だ？」

　ミオも、シエルの隣となりにやって来て、首を傾かしげた。

　その時だった。

『賊ぞく軍ぐんの大将ミオ王女と、天翔虎カルーデイアの軍師シエル！』

　敵陣の中から、そんな声が聞こえた。

『……覚かく悟ご！』

　真っ赤な馬に乗った男が、左手に着けた盾たてを掲かかげて叫ぶ。

　それがアーティファクトであることは、一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「まずい！　ミオ、急いで後ろに下が──」

　シエルは咄とつ嗟さに叫んだが、既すでに遅おそかった。

『我を守れ！　アーティファクト、龍りゆう璧へき陣じん！』

　次の瞬しゆん間かん、盾が眩まばゆく輝かがやくと共に、大地がぐらりと揺ゆれる。

　そして、地面から猛もう烈れつな勢いで石の壁かべが迫せり出し、ラーカス兵を吹き飛ばした！

「な……」

　ミオが、シエルが。

　ベロニカが、ラーカス兵が。

　目の前で起きたことに、目を疑った。

　それは、刹那の出来事だった。
















　気が付けばミオ達は、正方形の、巨きよ大だいな城じよう壁へきの中に捕とらえられていたのである。







　　　第三章　クロノワークの戦い（後）







　帝国大元げん帥すいジンのアーティファクトは、シエルの密みつ偵てい組織「ボーダレス」でもその能力を摑つかむことが出来なかった。何な故ぜなら、ジンは戦場で一度もアーティファクトを使ったことがないからである。

　何とか「最強の守備力を持つアーティファクト」という噂うわさは得ることが出来たが、まさかそれを、こんな攻めの局面で使ってくるとは。

　ジンのアーティファクト、龍りゆう璧へき陣じん。

　その能力は「何もない所に城壁を作り出す」という物だった。

　クロノワークは平原であり、野戦を想定していた両軍には、当然ながら城壁を登るための梯はし子ごや鉤かぎ縄なわ、城門を破るための破は城じよう槌ついなど、攻城戦の準備は全くしていない。それだけに、突とつ如じよとしてこの局面で現れた高さ十メートルはある分厚い城壁に対し、城の外にいた者は指を咥くわえて眺ながめている事しか出来なかった。

　しかもこの城壁には、通常の物では必ずあるべき物がない。

　即すなわち、城門である。

　野戦でこんな物を出されては、完全に手も足も出せない。そんなジンのアーティファクトの中に、ラーカス軍の総大将と軍師が捕らわれてしまったのだ。

　ラーカス軍は本ほん陣じんの兵二〇〇〇と、リュナス兵一〇〇〇程度が城内にいる。

　それに対して大元帥軍は少なくとも五〇〇〇は維い持じしていた。

「…………」

　目の前の出来事に、シエルは言葉も出ない。

　もっと早く気づくべきだった。

　大元帥軍の兵が何故、全員弓矢を装備していたのかという、その意味に。

「構えろ」

　ジンの言葉で、大元帥軍の兵は一いつ斉せいに槍やりを大地に突つき刺さし、弓を構える。

　そんな大元帥軍に対しラーカス軍の面々は、ただ呆ぼう然ぜんとしていた。

『放て！』

　無情な宣告が下された。

　この城壁の中で、ラーカス軍と大元帥軍の戦力差は二倍以上ある。その多数が少数に向かって矢を放ったのだから、受けるラーカス軍の兵にとってはたまったものではない。

　城壁の中は、阿あ鼻び叫きよう喚かんの渦と化した。前線の兵は何とか大元帥軍に斬きり込もうとしたが、帝国軍でも屈くつ指しの重装備を誇ほこる重じゆう鎗そう騎き兵へい隊たいによって阻はばまれ、先に進めない。

　しかも、その後方からは容よう赦しやなく矢が飛んでくるのである。

　ラーカス軍は悲鳴を上げて矢を浴び、ばたばたと倒れていく。

　そこへ、帝国軍自じ慢まんの重鎗騎兵隊がにじり寄るように歩を前に進めた。

「なるべく固まるんだ！　壁を背にして、角地を取れ！」

　シエルが叫ぶと、ラーカス軍は南西の角地を取り、ミオとシエルを守るように布陣する。

　とはいえ、本陣はその殆ほとんどが騎兵と歩兵なので、矢に抗あらがう術すべを持たなかった。

「せめてこの城壁の上を取れれば……う！」

　完全に囲地に追い込まれたラーカス軍に残された手は、このジンが作り出した城壁の上を取ってしまうことだ。

　そんなことは、このアーティファクトを使うジンが一番良く分かっている。シエルにそう言わんとするかのように、大元帥軍の後陣が鉤縄を城壁の上に投げ、登り始めた。

　大元帥軍は、鉤縄も準備していたのだ。

（まずい）

　アーティファクトには、アーティファクトで。

　シエルは前線を指揮していたベロニカに向かって叫さけんだ。

「ベロニカ将軍、あの敵後方の兵を何とか出来ないか!?」

　その声に、ベロニカは首を振ふった。

「私の〝逆さか雪ゆき〟では届かない。もっと……近づかなくては！」

　ベロニカは重鎗騎兵を逆雪で刻みながら言う。

　重鎗騎兵隊はベロニカとその麾き下かの近この衛え騎き士し団の奮ふん闘とうによって中々前に出れずにいたが、前線は維持出来ても、その後ろは散々たる有様だった。

　時が経たつ毎ごとに、ラーカス軍と大元帥軍の兵力差は開いていく。

　そして更に悪いことに、大元帥軍後陣の兵がとうとう城壁の上に到とう達たつし、上方からもラーカス軍に矢を射い掛かけ始めた。

「ぐっ……」

　唇くちびるを嚙かむシエル。

　最も早はや、この城壁内に安全な場所など、何ど処こにもない。

　総大将のミオですら、剣けんを手にして降ってくる矢を叩たたき落としている。

　じりじりと押し込まれていくラーカス軍。城壁の上には大元帥軍の兵が徐じよ々じよに増え、ラーカス軍に向かって矢を放っていた。

『!?』

　ミオとシエルが追い詰つめられた壁かべ際ぎわの、直上。

　そこに大元帥軍の兵が数十名、到達した。

　示し合わせたかのように背後の壁上を見上げるシエルと、ミオ。隊長らしき男が笑えみを浮うかべながら片手を上げると、その周りの兵が一斉に手にした弓を立て、矢を番つがえる。

　まるで一秒が数十秒に引き伸のばされたように感じられた。

　だが、絶望の時は確実に迫せまっていた。

　ゆっくりと振り下ろされる、隊長の腕うで。

　同時に、数多あまたの矢がシエルとミオに降り注いだ。

「…………」

　咄嗟に、シエルがミオの背中を抱だき締しめるように庇かばう。

　ミオの右手が、シエルの右手をきつく握にぎる。

　二人は目を閉じ、身体からだを丸めた。

　直上からの一いつ斉せい射しやである。

　弓の威い力りよくに加え、落下の力も加わるのだから、その威力は重厚な盾をも簡単に突き破る。シエルとミオの身体など、いとも容易たやすく貫かん通つうするだろう。

　それでも、それでも二人は、この極限の状じよう況きよう下かで、言葉を交かわすこともなく抱き合うことを選んだ。

　固く目を瞑つぶる二人。

　その願いは、ただ一つ。

　意識を断ち切られるその瞬間まで、自分が愛した人の温もりを感じていたい。

　ただ、それだけだ。

　そして──。




　二人の身体を、無数の矢が通り抜ぬけた。




　たたたっ、と、地面に鏃やじりが刺さる。

　ミオを守ろうとその身体をぎゅっと抱き締めて目を閉じていたシエルは、不思議な感覚に包まれていた。

　痛みはない。

　これが、死というものなのだろうか？

　そんな疑問を抱いだきつつ、うっすらと目を開く。
















　そこは、まだ戦場だった。

　周囲は大元帥ジンが作り出した城壁に囲まれている。

　シエルに向かって、ラーカス軍の兵が驚おどろきと、不安に駆かられた視線を向けていた。

　足あし下もとには、多数の矢が雑草のように刺さっている。

　だが……シエルは、少しも痛みを感じなかった。

　あるのは深い眠ねむりに落ちている時に感じる妙みような心ここ地ちよさと、抱き締めたミオの温もりだけだった。

　ふと、ミオに目を落とす。

　そして、愕がく然ぜんとした。

「何だ、これ？」

　気付けば、シエルの指輪とミオの指輪が指から離はなれて蜥蜴とかげ状に解けて絡からみ合い、淡あわい輝かがやきを放ちつつ浮かんでいた。

　ミオの身体は……いや、ミオだけじゃない。

　シエルの身体も、半はん透とう明めいになって透すけていたのである。

　そして、大地に落とされた影かげの色が、白かった。

　シエルは、ミオを抱いて立ち上がる。

　ミオに刺さっていたはずの矢は、その身体をすり抜け、地面に落ちていた。

「こ、れは？」

　固く閉じた瞳ひとみを開き、息を吐はくシエル。

「今、確かに射られたはずだが……」

　ミオもシエルの手を握りながら、自分とシエルに起きた異変に気付いた。

「は、放てっ！」

　動どう揺ようを隠かくせない壁かべ上の兵が、再びシエルとミオを射る。

　だが、その結果は先さき程ほどと同じだった。

「どういうことなんだ、これは？」

　ミオはそう呟つぶやいて、シエルと手を繫つないだまま立ち上がる。

　シエルの胸に背中を預け、見つめ合う。

「わからない。でも、今の僕らには物理的な攻こう撃げきは効かないらしいね」

　シエルは右手に輝く指輪に目を向ける。

　アーティファクトは戦せん況きようを一変させるほど、強力な力を秘めている。野戦を強しいられる平野に、突とつ如じよとして城じよう壁へきを出現させたジンのアーティファクトも、その類たぐいの物だ。

　だが、その効果が大きければ大きいほど、副作用セコンダリも凄すさまじい。

　迂う闊かつに使えば、その副作用セコンダリによって……。

　そこまで考えて、シエルは妙なことに気づいた。

　全すべてのアーティファクトには、副作用セコンダリがある。

　今、ベロニカが振るっている逆雪は使用後、強きよう烈れつな発熱に襲おそわれるという。帝てい国こくの平へい北ほく将しよう軍ぐんベルガーの戦せん勝しよう旗きは急激な空腹を与あたえ、征せい西せい将しよう軍ぐんレンギル自慢の卸おん浄じよう咎きゆうは使用中、足を着けていた物と同化して動けなくなる。ラミナの隆りゆう骨こつ杵しよは体力を急激に奪うばい、ユミカの化け怪け臨りん身しん鏡きようは使用中、視力を失う物だった。

　シエルが、頭の中で復唱する。

　全てのアーティファクトには副作用セコンダリがある。




　では、この指輪の副作用セコンダリは何か？




　ミオを救い出した時も。シエルがリルガ橋の戦いで使った時も。

　白蜥蜴の指輪アズレザール・リングは使用者を蜥蜴にしただけで、副作用セコンダリは何も起きなかった。

　副作用セコンダリがないアーティファクト？

　いや、そんな物は存在しない。

　だとしたら……。

　その刹せつ那なに思い出したのが、ニーアから聞いた、一風変わったアーティファクトの話だった。エリューディン攻ぜめの際、帝国の将軍シュルツが使っていた苦く怒ど柘ざく榴ろ岩がんというアーティファクトだ。

　苦怒柘榴岩。

　それが、停止しかけたシエルの思考を一気に回転させた。

「まさか、これって……」

　つまり。

「白蜥蜴の指輪アズレザール・リングじゃなかったんだ。あの苦怒柘榴岩と同じ先行副作用セコンダリ型のアーティファクト……白しろ影かげの指輪！」

　シエルとミオの前で、絡まり合いながらふわふわと浮かぶ指輪。

　白色に変化した、二人の影。

　こんな効果は、白蜥蜴の指輪アズレザール・リングにはないものだ。

「も、もっと矢を放て！　賊ぞく軍ぐん大将と天翔虎カルーデイアの軍師を討うち取るんだ！」

　城壁の上からそんな声が聞こえると、再び矢が放たれる。

　その矢はシエルとミオの身体に命中した……かのように見えたが、何度やっても結果は同じだった。

『な、何だとぉ!?』

　大元げん帥すい軍の指揮官が、情けない声を上げる。

　シエルは蘇よみがえりつつあるミオの温もりを感じながら、確信めいた物を感じていた。

　シエルは帝てい都とに潜せん伏ぷくしていた時、エナに白蜥蜴の指輪アズレザール・リングを手に入れるよう頼たのんだが、エナは誤って白影の指輪を入手してしまったのだ。

　蜥蜴になる白蜥蜴の指輪アズレザール・リングと、副作用セコンダリで蜥蜴にされてしまう白影の指輪。結果的には同じであり、しかも両方指輪であるという形状から、市場で紛まぎれてしまったのだろう。

　但ただし、シエルとエナは帝都からミオと、その父であるフレリカ王の二人を助けるつもりだったから、これが二つ必要となった。故ゆえにエナは、対ついになって売っていたこの指輪を手に入れたのだろう。

　白影の指輪の能力は……次元をずらすことによる、物理攻撃の無効化。指輪が力を発揮している限り、あらゆる物理的攻撃は無効化されるのである。

「この指輪が本当の力を発揮するには、既すでに先行副作用セコンダリを発現していなくちゃならなかったんだ」

　そう考えれば、辻つじ褄つまが合う。

　ミオは帝都脱だつ出しゆつの折に。

　シエルはリルガ橋で炎ほのおから身を守るために。

　それぞれこの指輪の先行副作用セコンダリである蜥蜴になっている。

　以来、シエルとミオは指輪を重ねる機会はなかった。

　クロノワークの戦いが始まる前、シエルはミオに指輪を外し、違ちがうアーティファクトを身につけるよう提言したが、ミオはこの指輪がいいと拒こばんでいた。

　結果的にそのミオの判断と、この指輪に込こめられた想おもいが、ミオ自身を、そしてシエルをも救ってくれたのだ。

「やっぱり、ミオには敵かなわないな」

　ミオに、シエルは微笑ほほえみかけた。

「ふふ、そうだろ？」

　再び、二つの指輪が嬉うれしそうに共鳴する。

「君の想いが、僕と君を守ってくれたんだ」

「そうか？　なら、それでいいか」

　ミオはそう言って、周りに目を向ける。

　相変わらず、状じよう況きようは最悪だ。

　だが、敵の矢に倒たおれたはずのミオとシエルが、手と手を繫いで立っている。

　ラーカス軍の兵はその姿を見ているだけで、何な故ぜか腹の底から力が溢あふれてきた。

「皆みんな、よく聞け。ここで守勢に回っていても全ぜん滅めつは時間の問題だ。ならば今一度攻め気を取り戻もどし、城壁内にいる帝国大元帥ジンを討ち取ろう！　僕らなら出来る！」

『おおおおおおおおおおおおっ！』

　シエルの檄げきに、ラーカス軍の将兵が呼応した。

　その叫さけびは城壁に反はん響きようし、大地を震ふるわせる。

　ラーカス軍の将兵にとって最大の懸け念ねんは、この絶望的な状況下で、総大将ミオと軍師シエルの身を守らなくてはならないことだった。

　それが払ふつ拭しよくされた今、成すべきことはただ一つ。

　シエルの言う通り、大元帥ジンの首を上げることだ。

「見ての通り、私とシエルは無事だ！　皆、前だけを向け。大元帥旗に辿たどり着くことだけを考えろ。さあ、反撃開始だ！」

『おおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！』

　ミオがそう叫ぶと、ラーカス軍の兵は槍やりを握にぎり、ぎらりと目を光らせて大元帥軍に向かって走り出した。

　と、その時。

　ゴォン、という凄まじい音が、城壁の外側から響ひびいた。

　その音と衝しよう撃げきは城壁を揺ゆらし、大元帥軍の兵が数人、ばらばらと落ちた。

「な、な、何事だ!?」

　城壁の上にいた大元帥軍の将が、思わず叫ぶ。

「軍長、大変です！　敵左さ翼よくの将が……うわあああああああ」

　ドォン。

　もう一度、今度は爆ばく発はつ音と共に、城壁の上部が将兵ごと吹ふき飛んだ。

「何だ、何が起こっている！」

　まるで破は城じよう槌ついを撃うち込まれたかのような衝撃に、流石さすがの大元帥ジンも動揺した。城壁上の兵は振ふり落とされまいと壁にしがみつきながら、大元帥軍本ほん陣じんに向かって叫んだ。

『報告！　敵軍左翼にレンギル将軍の物だったアーティファクト〝卸おん浄じよう咎きゆう〟が出現！　こちらに向かって攻撃を──』

　言葉に出来たのは、そこまでだ。

　轟ごう音おんと共に城壁の西側上部が爆はぜ、そこにいた兵は吹き飛ばされて落下した。

「卸浄咎……リンシアだ！」

　シエルが叫ぶ。遠く北西の戦線にあるにも拘かかわらず、リスクの大きい卸浄咎を使ってくるとは思わなかった。

　更さらに、驚おどろくべきことが続く。城壁の上を押さえられ、外部から隔かく絶ぜつされたラーカス軍本陣からは、外で何が起きているのか分からない。

　だがリンシアを始め、心強い味方がミオやシエルのことを心配し、動いている。

　今また、その一人がジンの城壁の外に辿り着き、攻撃を開始した。

「うおおおおらあああああ！」

　城内にまで響く叫び声と共に、ドン、と城壁が揺れる。

　まるで、巨きよ人じんがノックしているかのようだった。

「この声は、ラミナだな!?」

　ミオが叫ぶ。

「王女さま、無事かぁあ!?」

　ラミナの男勝まさりな声が轟とどろく。

「私もシエルも無事だ！」

「よっしゃ、間に合ったみてぇだな。待ってて下さいよ、こんな壁かべ、ぶち破ってやる！」

　言うやいなや、再び壁に激しい打撃が加えられた。

　ルナリムの森で窮きゆう地ちに陥おちいったシエルとエナを救うために命を散らせた元ゼルバーグ王国大将軍アルバーノ・ザグロニアの娘むすめであり、ベルガーを一いつ騎き討うちで破ったフレリカ王国上将軍フレイの副将を経へて将軍となったラミナは、女性ながら生きつ粋すいの武人である。

　ラミナが持つアーティファクト〝隆りゆう骨こつ杵しよ〟は、謂いわば巨大化するメイスである。

　副作用セコンダリとして急激に体力を消しよう耗もうしてしまうが、攻城兵器のないこの状じよう況きよう下かではリンシアの卸浄咎共々、うってつけのアーティファクトだった。

「左翼の一角を担になっているラミナに、左翼中陣の要かなめリンシアまで……」

　シエルは頼もしい将軍達の攻こう撃げきに、思わず胸が熱くなった。

　ラミナもリンシアも、最初から将軍だったわけではない。シエルの許もとで共に戦い、辛しん酸さんを舐なめ、ここに立っているのである。

　再び辺りに雷かみなりのような音が鳴り響くと、西側の壁に大きな亀き裂れつが入る。

　最強の攻撃力を誇ほこる卸浄咎の一撃は、流石に強烈だ。

　そして続けざまにラミナの隆骨杵が縦に入った亀裂を狙ねらって振り下ろされ、バキバキと軋きしみを上げて城壁に突つき刺ささる。

『おあああああああ、隆骨杵、爆ばく惨さんんッ！』

　ラミナ渾こん身しんの叫びと共に、隆骨杵から無数の針が飛び出し……頑がん丈じようで分厚い城じよう壁へきを、円形に打ち砕くだいた！

　数多く弓兵を揃そろえた大元帥軍だったが、絶頂にまで高まっていた士気は、ジンのアーティファクト龍りゆう璧へき陣じんに亀裂を入れられ、更に穴を空けられたことで、急激に落ち込んだ。

「はあ、はあ……もぉ駄だ目めだ、後は任せたぜぇ！」

　隆骨杵が急速に縮み、ぼっかり空いた穴の奥から次々と兵が入り込む。やがて城壁内の兵の前に、一人の少女が姿を現した。

「あれは、ま、まさか!?」

　満まん身しん創そう痍いのラーカス兵には、その頼もしき援えん軍ぐんの先頭に立つ少女の姿を見て、心を震わせた。

　ミオも、ベロニカも、何故彼女がここにいるのか、理解するのに暫しばしの時を要した。

『ミオ様、ベロニカ将軍……あにき！　お待たせです！』

　援軍の将はラーカス軍左翼総大将にしてフレリカ王国上将軍マギーだった！

「はは……遅おそいよマギー」

　シエルが問うと、マギーはにぱっといつもの愛くるしい笑え顔がおを向け、元気良く言った。

「遅おくれた分は働いて返すです。まずは帝てい国こく大元帥ジンを討ち取るですよ！　幸い敵は自ら退路を断っているですからね。みんな、陛下とラーカスの平和のために。もうひと踏ふん張りですよ！」

　マギーの檄は、四方を敵に囲まれ、完全に消しよう沈ちんしていたラーカス兵の心に、柔やわらかな風を吹き込んだ。

「そうだ、今をおいて敵将を討つチャンスはないぞ？」

「……やるか」

「そうだ、やってやろうぜぇええ！」

　マギーが起こした風は、消えかかっていた闘とう志しという炎に新しん鮮せんな空気を与あたえ、瞬またたく間に大きく成長する。

「よし！　敵軍の矢もかなり減ってきたから、そろそろ矢が尽つきる頃ころだろう。一手はベロニカ将軍に従い正面から突とつ撃げき、マギーは側面から大元帥軍ジンを襲おそえ！」

『『おおうっ！』』

　シエルの指示で、ラーカス軍の兵の目に力が宿った。

　やるべきことを明確に示された時、人は大きな力を発揮する。

　守勢に回っていたラーカス軍は、ここから一気に攻こう勢せいへと転じた。

「こうなれば、ありったけの矢を射い掛かけろ！　こちらは城壁の上を押さえているんだ。上から射掛ければ、敵将を討つことも容易たやすい──」

　城壁の上から叫んだ将校の言葉は、ある物を目にして、消えた。

　遠く西の戦場の上空に浮うかんだ巨大な黄金の弓が、その将校に向けられていたのである。

『逃にげろぉおおお！』

　将校が叫んだその瞬しゆん間かん。黄金の弓から、カッ、と閃せん光こうが広がる。

　次の瞬間、その将校が立っていた北側の城壁上の兵が、高速で飛んできた光の矢に吹き飛ばされ、跡あと形かたもなく消失していた。

「うわ、わわわ！」

「あの距きよ離りを……まぐれじゃないのか？」

　城壁の上の兵が、動どう揺ようしている。

　シエルはその空気を読み、咄とつ嗟さに叫んだ。

「聞け、帝国の兵らよ！　あの卸浄咎を使っているのは、かつてモロ城で我らフレリカ軍が帝国軍と戦った時、大軍師ユミカを矢で穿うがったフレリカ随ずい一いちの名手、将軍リンシアだ！　リンシアなら、こんな遠距離からでも寸分の狂くるいもなく射ることが出来る。噓うそだと思うなら、そこを動かないことだ。数秒後には灰すら残らないだろうけどね」

『!!…………』

　城壁の上の弓兵に、動揺が広がる。

　城壁内の敵を一方的に射ることが出来る位置を取りながら、それは同時に卸浄咎の餌え食じきになることを意味している。

　そして軍師シエルが告げたリンシアの名は、誰だれもが耳にしていた。大軍師ユミカの裏をかき、豪ごう雨うの中、しかも馬上から大軍師ユミカを射い抜ぬいたという話である。

　大軍師軍の兵はこれまで感じたことのない恐きよう怖ふに包まれ、冷ひや汗あせと、手にした弓を同時に落とした。

「に、逃げろ！　城壁内に戻れ────っ！」

「うわああああ！」

「バカやろう、押すなっ！」

　シエルの一言で、城壁の上はパニック状態に陥った。

　圧あつ倒とう的てきな破は壊かい力を持つアーティファクトに、いつ穿たれるか分からない。しかも逃げ場もない。大元げん帥すい軍の兵にとって優位だった場所が一転し、俎そ上じように変わったのである。

　上う手まく敵を混乱させたことで、ラーカス軍に降り注いでいた矢の雨が弱まる。

　絶好のチャンスだった。

「今だ、ベロニカ！」

　シエルの叫さけびに、風を起こして矢から兵を守っていたベロニカが、逆さか雪ゆきを振って応こたえる。

「任されよ、軍師。者共、ついて来い」

「ははっ！」

　混乱の渦うずに叩たたき落とされた大元帥軍に向かって、怒ど濤とうの突撃を掛けるラーカス軍。これまでの鬱うつ憤ぷんを晴らすかのように攻せめ立てるラーカス軍の爆発力は、数で勝まさる大元帥軍を怯ひるませた。

　中でも将軍ベロニカの進撃は凄すさまじいの一言だった。細い刀身に風を舞まわせ、一振りで数人の兵を鎧よろいや槍ごと斬きり刻む。淡たん々たんと、まるで作業のように兵を切り倒たおしていくベロニカを、誰も止めることが出来なかった。




「こんな展開に、なるとはな」

　城内の大元帥軍後陣にて、大元帥ジンが顔をしかめながら言った。

「確かに、我らの矢は敵総大将ミオや天翔虎カルーデイアの軍師シエルに届いていた。アーティファクトも含ふくめ、大軍師ユミカの戦術眼に間ま違ちがいはなかった。だが……」

　天が、味方をしなかった。

　ジンはそう言おうとして、どうしても言葉には出来なかった。

　いつもの戦いくさならば、敵をここまで追いつめた時点で勝利は確定している。

　だがラーカス軍に……いや、フレリカ軍の結束の前に、その全すべてが打ち砕かれようとしている。

「今になって思えば、やはり各国の王は殺しておくべきだったのかもしれないな」

　何せこの反帝国の流れは、フレリカ王女ミオを逃がしてしまってから強まっている。

　リュナスも、パルディナも、ユミカの策で国内はボロボロである。

　ところがフレリカだけは違う。叩けば叩くほどしつこく足あ搔がき、少しずつ領土を広げ、そして今やエリューディンと西フレリカを切り取って一大勢力と化している。

　大軍師ユミカが恐おそれていたのは、最初から天翼狼ジオードの軍師アレイアでも、リュナスの屈くつ強きような兵でもない。

　天翔虎カルーデイアの軍師、シエル・スノーハートだった。

　その真意が、今になって漸ようやく理解出来た。

　息は乱れ、朦もう朧ろうとする意識の中で、目の前の守備兵が吹ふき飛ばされ、ジンの前に敵兵が現れた。

「お待たせしたですね、大元帥ジン……はう!?」

　まだ年とし端はも行かない少女を先頭に、続々と敵兵が集まってきた。

「爪そう甲こう沓とう？　そ、そうか。お前が、フレリカの上将軍、マギーか」

「お、お前、誰です？」

　敵将マギーが、目を丸くする。

　無理もないだろう。

　今のジンの姿は、実際の年ねん齢れいよりも遥はるかに年を取っている。

　アーティファクト、龍りゆう璧へき陣じん。

　どこにでも城壁を作り出すこの最強の守備を誇るアーティファクトの副作用セコンダリは、使用者の姿を年寄りに変えてしまう、というものだった。

「こ、ここまでか」

　敵側の城壁が破られた今、敵はこの城壁内にどんどん入り込んでくる。大元帥軍側は皮肉にもジンが作り出した城壁によって阻はばまれ、増兵出来ない状態である。

　ジンはふっと笑い、龍璧陣を撫なでる。

　すると、周囲の城壁がゴゴゴ、と音を立てて沈しずむ。

　同時にジンの姿が、若々しい姿に戻もどっていく。

　その姿をマギーは、静かに見守っていた。

「いいのか若き将軍よ。今なら私を簡単に倒せるぞ」

　若返りながら言うジンに、マギーは嘆たん息そくして答えた。

「相手が帝国大元帥だからこそ、そんなあんたと戦いたくないです。正々堂々剣けんを取り、馬に乗ってかかって来いですよ。何いずれにしても勝つのはボクですが！」

　にぱっと笑い、八や重え歯ばを覗のぞかせるマギー。

　その顔は、鎮ちん南なん将しよう軍ぐんルニに似ていた。

「一いつ騎き討うちになっても私は負けんぞ？」

　ジンが立ち上がる。

　周囲はいつの間にか、ラーカス軍と大元帥軍が半々で円えん陣じんを組み、大将同士の一騎討ちを待っていた。

　そんな中、マギーが爪甲沓の刃はを出して凜り々りしく告げた。

「舌戦する気はないです。さあ、来いですよ！」

　見た目は幼いが、心は超ちよう一いち流りゆうの軍人。

　ジンがマギーに抱いだいた最初の印象は、そういう物だった。

「相手にとって、不足なしか」

　龍りゆう璧へき陣じんの城壁は、もう殆ほとんど無くなっている。全身に血が巡めぐり、全身に力が漲みなぎる。

　ジンは部下が引き連れてきた愛馬に跨またがり、二本のシミターを手に取った。

「行くぞ、幼き将軍よ！」

　ジンがマントを翻ひるがえし、馬を駆かってマギーに向かう。

「幼きは余計ですよ失敬な！」

　マギーも馬を走らせ、鞍くらに着けられたハンドルに手を掛けた。

　名門貴族の家に生まれたにも拘かかわらず、その卓たく越えつした軍略、戦術、用兵で大元帥に抜ばつ擢てきされ、各地で数々の武功を上げて将兵からも皇こう帝ていからも厚い信しん頼らいを寄せられているトーレ帝てい国こくの英えい雄ゆう、ジン・ローディ。

　シエルに見み出いだされ、時には首を差し出すような失敗もしてきたが、泥どろ臭くさく武功を上げ、ついには帝国四将、征せい西せい将しよう軍ぐんレンギルを討ち果たして義ぎ兄けいフレイと共に上将軍にまで成長したフレリカ王国、マギー・バイパー。

　刃を合わせる二人のこれまでの道のりは、まるで対照的だ。

　二人は大勢の兵が見守る中、激げき突とつした。

　マギーは右足を振ふり、下からジンの首を狙ねらう。

　だが、ジンはその唸うなりをあげるマギーの刃を右手のシミターで綺き麗れいに受け流す。

　そして左手のシミターでマギーの太ふと股ももを裂さいた。

「ぎっ！」

　互たがいの馬が駆け抜け、すれ違う。

　すぐに馬の首を敵に向ける両者。

　老人から初老まで姿を戻していたジンが、不敵に笑う。

　マギーの太股がさっくりと割れている。あまりに素す早ばやく斬られたため、まだ血が滲にじんですらいなかった。

「少し浅かったな」

　ジンが再び、手た綱づなを引いてマギーに襲おそいかかる。

　マギーは複雑そうな表情で傷口に目を落とし、嘆息した。

「もう少し待とうかと思ったけど、この戦にはラーカスの命運が懸かかってるですから」

　ぎらり、と目の色を変えたマギーが、突つっ込こんでくるジンに向かっていく。

　そのまま一合目と同じように斬りつけるのか、と思いきや、マギーは予想に反して馬から飛び跳はねた！

「愚おろかな！」

　ジンは右手に力を込め、刃を横にして受け流しの体勢を取った。

　右手で受け、左手でマギーの身体からだを貫つらぬく。マギーはかかと落としのような攻こう撃げきをしてくるだろうから、受け流すのは容易だ。かつてジンは、この構えでベルガーとも渡わたり合ったことがある。力ちから自じ慢まんに力で対たい抗こうするのは愚かな行こう為いだ。

『はああああああっ！』

　ぐん、と身体を伸のばし、目め一いつ杯ぱい右足を振り上げるマギー。

　体重と遠心力が、全て右足の刃に乗っていた。

　断頭台のように高速で落下する爪甲沓の刃。

　口くち許もとを軽く緩ゆるめて受けるジン……。




　……のシミターが折れ、胸から腰こしにかけて、深い斬ざん撃げきがジンの身体に刻まれた。




『！！！！！』

　数瞬の出来事に、周囲の兵は驚きよう愕がくの表情を浮うかべる。

「くはっ……」

　ばしゅっ、と鮮せん血けつを噴ふき出し、ジンの身体が泳ぐ。

　そして、敢えなく落馬した。

　マギーはそのまま刃で大地を削けずりながら、猫ねこのように身体を丸めて着地する。

「ぐ……」

　呻うめく口からも、どす黒い液体が込み上げた。

　シミターを杖つえ代わりに何とか片かた膝ひざを突いたが、立ち上がるだけの力はなかった。

　口の中に鉄の味が広がって強きよう烈れつな吐はき気に襲われ、視界が定まらない。

　傷が深い証あかしだった。

　そんなジンに、マギーは刃を仕し舞まって、何事もなかったかのように近づいた。

　気づけばその右太股から、血が溢あふれていた。

「ボクがこれまで戦ってきた相手なら、この一発で足くらい吹き飛ばしてたです。あんたの剣は鋭するどいけど、重みがないですよ」

「はは……腕うでが鈍にぶったか」

　今のジンの姿は、漸く三十代後半まで戻ってきている。だが、アーティファクトの副作用セコンダリのせいにはしたくなかった。

　その言い訳は、あまりにも見苦しい。

「さあマギー将軍。私の首を取れ。これで戦功第一は、君だ」

　がぼ、と血を吐き出しながら言うジン。

　マギーは足を横に振り、再び刃を出す。

「その考え方そのものが、大だい嫌きらいです」

　ぐっと目を閉じたマギーは、ひと回転して一いつ閃せんする。

　ジンの首が、熟うれすぎた瓜うりのように転がり落ちた。

「戦功なんざどうでもいいんです。ボクは帝国のような弱い者イジメするような国からラーカスを救うために、あんたを討ったですから」

　シャキン、と刃を納めるマギー。

「おお、おおお……」

　周囲の兵は、目の前で繰くり広げられた戦いの結果に、ただただ声なき声を漏もらす。

「取り敢あえず、これですかね」

　マギーは拳こぶしを上げて大きく息を吸い、全軍に向けて絶ぜつ叫きようした。

『帝国大元げん帥すいジン、フレリカの上将軍マギー・バイパーが討ち取ったですーっ！』

『おお、おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！』

　そのマギーの姿に、周囲の兵は感情を大爆ばく発はつさせた。

　喜びと悲しみ。

　歓かん喜きと絶望。

　両陣営から、対照的な声が上がった。

　帝国大元帥ジン・ローディ、散る。
















　トーレ帝国が一強国だった頃ころに頭角を現し、先の大軍師アルセル・ディオラと共に帝国の覇は業ぎようを成し遂とげた立て役者として、大元帥ジンの存在は特別だった。

　大軍師ディオラが逝ゆき、後任に選ばれたユミカと再び覇道を行くものだと信じていた大元帥が、まさかここで落命するとは……。

　それが帝国にとってどれだけ大きな損失か。脱だつ力りよくして武器を落とし、膝ひざを突き、頭を垂れる兵逹の姿が、如によ実じつに物語っていた。

「さあ、ラーカス軍の兵逹よ。今こそ帝国軍を殲せん滅めつし、この戦いくさに勝利するチャンスです！　思う存分働いて、厚き恩賞に与あずかろうですよ！」

「おおっ！」

　マギーの一声で、ラーカス軍の兵に闘とう志しが湧わいた。

　じり、とにじり寄るラーカス軍の兵に対し、帝国軍は完全に後しり込ごみしてしまった。

「ぐ……」

　大元帥軍は総大将を失い、指揮系統も明確に出来ない状態で、ラーカス軍を相手になど出来ない。この場を預かっていた大元帥軍副将のクラウ将軍は、自信と闘気を宿したラーカス軍に対し、こう叫さけばざるを得なかった。

『退たい却きやくだーっ！』

『かかれーっ！』

　奇くしくも、マギーとクラウの言葉が重なる。

　命令が下されると同時に、両軍が慌あわただしく動き出した。

　大元帥軍が恐きよう怖ふに駆られて本陣に向かって走り出す。それをラーカス軍が容よう赦しやなく追いかけ、帝国兵の背中に槍やりを突き刺さした。

　潰かい走そうする大元帥軍。その後陣が我先にと逃にげ出そうとした矢先だった。

「待てお前等ぁ！　誰だれかを忘れちゃいねぇかのう？」

　ずん、と腹に響ひびく声が、冷ひや汗あせを垂らす兵士らの耳を震ふるわせた。

　大元帥ジンはラーカス軍本陣を攻せめるために強引な突とつ撃げきを敢かん行こうし、深入りしていた。

　そう。この位置から退却するということは、リュナス軍三〇〇〇〇弱を相手にしなくてはならないのである。

「う、うわわ……」

　正面に屈くつ強きようなリュナス軍。

　背後には大元帥ジンを討ち、勢いに乗るラーカス軍。

　大元帥軍の士気は、既すでに根こそぎ刈かり取られている。

　このまま戦っても、勝負にならないのは誰の目にも明らかだった。

「真後ろに下がるな！　右う翼よくの鎮ちん南なん軍ぐん方面に走るぞ。付いてこい、血路は俺が開く！」

　クラウが皆みなに声を掛けながら馬を走らせる。最も早はや、考えることすらままならなくなった兵は、必死にクラウの後に付いていく。

「ここが叩たたき時です！　全員、持てる力を全て出すですっ！」

　マギーが更さらに奮起を促うながすと、ラーカス軍本陣の兵が執しつ拗ように大元帥軍の背後を攻め立てる。それに呼応し、リュナス軍も加わって逃げる大元帥軍を追った。

「マギー将軍！」

　太股の傷口を布で縛しばり、騎き乗じようしたマギーの横に、ベロニカがやってきた。

「将軍、ここは私にお任せ下さい。将軍は早く陛下と軍師の許へ！」

　ベロニカだけは見み抜ぬいていた。

　マギーが大元帥ジンとの一いつ騎き討うちで受けた傷は、案外深い、ということを。

「しかし、大元帥軍は三〇〇〇〇で攻めてきたです。ここで全力で討っておかないと、また後で軍を立て直されたら……」

「重々承知しております。ですが、ここは私とラミナ将軍にお任せを」

　きつい視線でマギーを諫いさめるベロニカ。

「ここで手負いの将軍にもしものことがあれば、それこそ敵が息を吹ふき返すきっかけになりかねません。戦術的に見ても将軍は一度下がるべきです」

「…………」

　悔くやしいが、ベロニカの言う通りだった。ジンに斬られた右足からは出血が止まらず、今いま頃ごろになって激しい痛みが襲ってきていた。

「その代わり、陛下と軍師のことはお任せします」

「わかったです。頼たのみました」

　悔しそうに唇くちびるを嚙かむマギーに、にこっと優やさしい微び笑しようを向けるベロニカ自身も、先刻から使い続けているアーティファクト逆さか雪ゆきの副作用セコンダリで身体中が熱を帯び始め、頭痛が始まっていた。

　だが、それこそ、今はどうでもいいことだった。

　ベロニカは頰ほおを叩いて朦もう朧ろうとなる意識を呼び戻もどし、全軍に告げた。

「功を焦あせり、一人で帝てい国こく軍を追っても返り討ちに遭あうだけだ。ラーカス軍の兵は、我が許に集つどえ！　近この衛え騎き兵へい隊は四散した味方を引き入れつつ、帝国軍を追うぞ！」

「ははっ！」

　近衛騎兵隊の面々が、ベロニカの声に応こたえる。

「では、行くぞ！」

「おうっ！」

　ベロニカは混乱する戦場へと馬を進めた。

　フレリカ軍近衛騎兵隊は、その名の通り王女ミオの身辺警護を担になう重要な部隊であり、これに選ばれた者はフレリカ軍においても三〇〇人長は務められるほどの者達ばかりだ。

　ベロニカは敵兵を撫なで斬ぎりながら、近衛騎兵隊が隊たい伍ごを整えるのを待つ。

　更に周囲に目を配り、戦せん況きようを把は握あくする。

　大元帥軍三〇〇〇〇の強引な突撃によって、敵味方が入り乱れる混こん沌とんとした状じよう況きようになっていた。フレリカ軍本陣の兵二〇〇〇のうち、ざっと一五〇〇は先さき程ほどのジンのアーティファクトによる城じよう壁へきの中に囚とらわれ、大地に横たわっている。

　残った兵と、大元帥軍に押されて本陣付近で孤こ軍ぐん奮ふん闘とうするリュナス兵三〇〇〇余りを自軍に引き入れ、更にマギー、ラミナ両将軍が連れてきた援えん軍ぐんと協力しながら、大元帥軍の残党を追う。

　頭の中でそう描えがいたベロニカは、まずはラミナ軍に向かった。

　ラミナはアーティファクトを限界まで使い、ぐったりと馬の首にもたれ掛かかっていた。

「ラミナ将軍。援軍はどのくらい連れて来た？」

　ベロニカが声を掛けると、ラミナはびくりと体を震わせて顔を声の方向に向けた。

「はあ、はあ……第三軍のうち、四〇〇〇だ」

「十分だ」

　ベロニカは逆雪を振ふり、脱力しているラミナに告げた。

「君はどうする？　このままヘバっていれば、やがて名も無き雑兵に討たれるぞ？」

「何、だと？　どういう意味だそりゃ」

　ベロニカの辛から口くちな言い方に、かちんと来るラミナ。

「邪じや魔まだと言ってるんだ。休きゆう憩けいするなら後ろに下がり、我ら近衛騎兵隊の活かつ躍やくを指を咥くわえて見ているがいい」

『この……』

　だらりと下がった腕に力を込こめて、ラミナが隆りゆう骨こつ杵しよを握にぎり締しめた。

「ベロニカさんよ、何でかあんたに言われると、無む性しように腹が立つなぁ」

「疲つかれ果てて動けぬお嬢じようさんに何を言われても心に響かん。怒いかりを感じるなら、今一度その無骨な武器を振るって見せよ！」

「お、お、お嬢さんだぁ!?」

　父ザグロニアに連れられて、幼少の頃より数多あまたの戦場を駆かけ回ったラミナにとってお嬢さん呼ばわりされるのは、何よりも耐たえ難がたき屈くつ辱じよくだった。

「帝国軍を叩く絶好のチャンスは今しかない。お前が暢のん気きに休んでいる間にも大元帥軍は少しずつ正気に戻り、隊伍を整えてしまうだろう。しっかりしろラミナ将軍！　ジンのアーティファクトを吹き飛ばしたあの馬ば鹿か力ぢからは偶ぐう然ぜんか？」

「す、好き勝手……言いやがってぇ」

　がばっと上体を起こし、ぶはー、と一息吐はくラミナ。

　そして、後方の兵に向かって檄げきを飛ばした。

『聞け野や郎ろう共！　このまま手て柄がらを近衛騎兵隊にやっちまったら、何のために左さ翼よくの戦線を抜けてきたかわかんねぇ！　ここは大手柄を上げるチャンスだ。いくぜ！』

『おおおうっ！』

　ラミナの軍の兵は槍を掲かかげ、ラミナの声に応じた。

　大将が目を覚ませば、兵にも俄が然ぜん、身が入るというものだ。

「それでいい、ラミナ将軍。今こそ尊父ザグロニア大将軍を超こえるため、そのアーティファクトを振るえ！」

　ベロニカが馬の手た綱づなを引きながら言う。

　その後ろには、近衛騎兵隊が五〇〇〇余りの兵を整えていた。

「あんたに言われなくても、やってやらぁ！」

　ぶおん、と隆骨杵を振るラミナ。

　明らかに瘦やせ我が慢まんだったが、今は堪こらえ所だ。

「行くぞラミナ！　敵は中央とラーカス軍左翼の間に出来た隙すき間まを使って退こうとしている。私は正面から追撃に移る故ゆえ、ラミナは大回りして左側面から敵を削けずれ！」

「任しとけよこんにゃろぉ！」

　にこっと笑い、ベロニカが馬を走らせていく。

　ラミナは怒りの形相のまま、兵を連れて大元げん帥すい軍の左側面へと兵を連れて駆けた。




　中央の戦線は、このベロニカの追撃でラーカス軍が完全に流れを掌しよう握あくした。

　被ひ害がいを最小限に抑おさえて兵を退くというのは、一流の軍略家でも難しい。

　後方よりベロニカ率いるラーカス軍近衛騎兵隊が。

　右翼からは本陣を守っていたラーカス軍第二軍、リュナスの兵が。

　左翼からは息を吹き返したラミナ率いるラーカス軍第三軍別働隊、フレリカの兵が。




　三方より追撃を受けた大元帥軍は、完全に崩ほう壊かいしたのである。




　　　　◇　◆　◇　◆　◇　◆　◇　◆




　その頃ころ、ラーカス軍本陣。

　シエルとミオを守っていた白しろ影かげの指輪は、再び指輪状に戻って大地に落ちる。

　二人はそれを拾い、また指に収めた。

「どうだシエル、私の言うことを聞いてよかっただろ？」

　目を細めて微笑むミオ。

　その姿は殺さつ伐ばつとした戦場に咲さく、一輪の花のようだった。

「そうだね。僕は一つ、悟さとったよ」

「何をだ？」

　シエルは手を上げて近衛兵を呼び、自分らの周囲を守らせる。

　もうあの城壁はない。

　直上からの攻こう撃げきには備えなくていいので、状況はかなり好転した。

「僕がアレイアやユミカを超えた軍師になったとしても、君には敵かなわないってこと」

「はは、それはいいな！」

　繫つないだ手に、ぎゅっと力を込めるミオ。

　シエルも、固くその手を握り返した。

「さあ、僕らも元気な姿を兵に見せよう。帝国軍を崩くずすのは今しかない。この中央軍が大元帥軍を潰かい走そうさせれば、敵左翼も右翼も浮うき足立つ。そうなれば、もうどんな名軍師でも立て直しは不可能だ」

「ああ、行こう」

　シエルとミオが配下の者に馬を引くよう命じた、その時。

　二人の許もとに、マギーが馬に乗って現れた。

　マギーの右足からの出血はなおも止まらず、止血用の布が真っ赤に染まっていた。

「あにき、陛下。ご無事で、何より……です……」

　ぐらり、と身体からだが泳ぎ、その目が光を失って脱だつ力りよくする。

　鞍くらのハンドルを握る手が緩ゆるみ、滑すべるように落馬した。

「マギー！」

　シエルとミオは慌あわててマギーに駆け寄る。

「誰だれか、至急馬車を用意し、救護隊に連れん絡らくしろ！」

　ミオが叫さけぶと、数人の兵が頭を下げて後方に走り出した。

「マギー、大だい丈じよう夫ぶか!?」

　シエルが、倒たおれたマギーを抱だき起こす。

「へへ……あにきの策、大成功ですね」

「何を言ってるんだ。まさか、お前が来てくれるとは思わなかった。左翼の軍はどうなってる？」

「ふ、フレイのあにきが、来てくれたですよ。フレイのあにきもベルガーとの一いつ騎き討うちで片かた腕うでが動かないのに……鎮ちん南なん将しよう軍ぐんルニは引き受けたから、ラミナを連れてシエルのあにきのところに行けって。お陰かげでボクは左翼から抜けて、こっちに来れたですよ」

「そうか……フレイが……」

　シエルはマギーをぎゅっと抱き締めた。

　確かに戦いくさが始まる前、シエルはトラインを守るドリス、フレイ、ニーアの三人に、策を授さずけていた。

　ベルガーを首しゆ尾び良よく討ち取ったならば、ドリスをトラインの守将とし、ニーアはルヴィニの森を抜けて帝国軍後方の拠きよ点てんロジーナを陥かん落らくさせること。

　そしてフレイは手勢を連れて、クロノワークに来ること。

　敵右う翼よくの帝国鎮南軍は、フレイ軍が横から現れれば必ず動どう揺ようする。その隙を突ついて左翼の一手を中央に派兵するように、という指示を与あたえていた。

　かくして、戦況はシエルの予想を超えるほど悪化したが、左翼の諸将がシエルの指示以上の働きをしたことで、辛からくもミオを守ることが出来た。

　帝てい国こく四将の筆頭ベルガーを討ち、鎮南将軍ルニと戦っているフレイ。

　本ほん陣じんの窮きゆう地ちに現れ、大元帥ジンを討ち取ったマギー。

　敵兵を目の前にしつつ、本陣を守るために卸おん浄じよう咎きゆうを放ったリンシア。

　マギーと共に駆けつけ、今は帝国軍を攻せめる要かなめとなっているラミナ。

　混乱する戦場を沈しずめて規律を取り戻し、本陣を支えたベロニカ。

　シエルは頼たのもしきフレリカ軍諸将の活躍に、頭が下がる思いだった。

「あにき、これでボクらは……勝てるですか？」

　マギーが、弱々しい声で訊たずねる。

「ああ、間ま違ちがいなく勝てる。安心して休んでくれ」

　シエルが、マギーに微笑ほほえみかける。

　マギーもその笑顔に応えて……気を失った。

「シエル！　マギーは!?」

　ミオがマギーの様子を窺うかがいながら訊きいた。

「右太ふと股ももの傷が深くて血を流しすぎてるけど、急いで傷を縫ほう合ごうすれば大丈夫だと思う」

「そうか。ならばすぐに後方へ運ぼう」

「うん」

　シエルはマギーを抱かかえ、慌てて駆けてくる馬車に乗せた。

　馬車には、衛生兵が二人乗り込んでいる。

　二人は急いでマギーの応急処置を行いながら、後方の救護隊の陣へと走っていった。

「マギーやフレイを始めとする諸将の頑がん張ばりに、我らも応こたえんとな」

　馬車を見送りながら、ミオが呟つぶやく。

「この状じよう況きようで指揮は可能か、シエル？」

「問題ないよ」

　シエルは馬に乗り、辺りを見回しながら言った。

「僕らを守る兵は僅わずかだ。まずはこのまま兵を引き連れて、正面のベロニカ軍に向かおう。ユミカは多分、本陣に奇き襲しゆうをかける部隊をいくつか用意しているはずだからね。こちらは敵右翼と大元帥軍を崩したけど、まだ敵左翼の帝国定てい東とう軍ぐんが健在だ。これをアレイアが討てば、ユミカも奇き策さくに出れなくなる」

　ラーカス軍の軍師を任されたシエルは、旗の流れを見て、各地の戦場がどのような状況なのかを判断していた。

「行こう、ミオ！」

「ああ！」

　ミオはシエルの声に応えて騎き乗じようし、二人は五〇〇の近この衛え兵を引き連れて進軍した。

　シエルの横顔を見て、ミオは頼もしくなったという感情が湧わくと同時に、本当に格好良くなったな、と思った。

　昔のシエルはどこか頼たよりなくて、すぐに折れそうな枝を連想させる少年だった。

　それが今や、ラーカスに天翔虎カルーデイアありと名を馳はせるまでになっている。無論、まだまだ至らない所は多いし、天竜姫テユリオンユミカや天翼狼ジオードアレイアに後おくれを取ることもある。

　だが、それ以外の人間が相手だったら、今のシエルは誰にも負けないのではないだろうかと思えるほど、戦上手になった。

　現にエリューディン攻こう防ぼう戦せんの折など、帝国平へい北ほく軍ぐん相手に寡か兵へいで挑いどみ、見事に勝利を収めている。シエルはユミカに大敗し、ザグロニア将軍という支柱を失い、傷ついて傷ついて、ここまでになったのだ。

「なあシエル」

「うん？」

　短く言葉を交かわす二人。

「私はどうにも、お前が好きだ」

「僕だって同じさ」

　シエルが、左拳こぶしをミオに向ける。

　ミオは、それに右拳をぶつけた。

　シエルに任せていれば、大丈夫。

　ミオはシエルに対する想おもいを再度確かく認にんし、馬を並べて走らせるのだった。
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　所変わり、ラーカス軍左さ翼よくの戦場。

　ラーカス第三軍であるフレリカ軍と帝国鎮南軍の戦いは、もう決着が付きそうだった。

　戦の前にシエルが読んだ通り、フレイ軍の出現で帝国鎮南軍は動揺し、更さらにそこへ卸浄咎の出現で完全に浮き足立っていた。

　帝国鎮南軍は、何度もフレリカ軍に突とつ撃げきを掛かけたが、堅けん牢ろうかつ巧たくみな斜陣を前にその力を往いなされ、兵力を削られていく。

　そんな中、一ひと際きわ激しくぶつかり合っていたのが、最前線を引き受けたフレイと、鎮南将軍ルニだった。

「はあ、はあ……ちくしょう、ちきしょーっ！」

　真っ赤な爪そう甲こう沓とうを振ふり上げ、フレイの首を狙ねらうルニ。

　だがフレイは、その一撃を片手で弾はじき飛ばした。

　何とか落馬せずに済んだが、力の差は歴然だった。

「軽い！　てめー、そんなんで本当に四将なのか!?」

「うるせーです！」

　ルニはもう肩かたで息をしている。

　フレイの方は首から三さん角かく巾きんで腕うでを吊つっている状態だったが、それでも巨きよ大だいな矛ほこを片手で振るい、巨大なカモシカはそんなフレイがバランスを崩さぬよう、しっかりと大地に足を着けていた。その姿は、ベルガーが放つ雰ふん囲い気きと酷こく似じしていた。

　表の世界に憧あこがれて、エリューディンの隠かくれ村から帝国にやって来たルニは、その蹴しゆう爪そう術じゆつを駆く使しして瞬またたく間に将軍になった。

　そんなルニを打ち負かしたのが、ベルガーだった。それ以来、ルニは爪甲沓紅あか月つきをベルガーのために使おうと心に決め、ベルガーもルニを妹のように可愛かわいがった。何いずれはベルガーと結ばれたいという願いに、ベルガーは頷うなずいて応えてくれた。

　そんな淡あわい想いを、全すべて奪うばった男が目の前にいる。

　それなのにルニは、その男に手も足も出ない。

　悔くやしくて、涙なみだが滲にじみ出た。

「何で、何でお前はベルガー様を……うう……」

　涙が溢あふれそうになるのを、必死に堪こらえるルニ。

　ルニとて目の前のフレイと同じ、各将軍らよりも一段上の存在なのだ。

　敵前で涙なぞ流せば、やはり女じゃないかと侮あなどられるのは必定である。

「こうなったら、貴様だけは道連れにしてでも倒す」

　ルニはそう言うと、突とつ然ぜん馬から飛び降りた。

「む……」

　フレイはそんなルニに対し、強きよう烈れつな不安感を抱いだいた。

「アーティファクトを使う気か」

　帝国の四将、鎮南将軍ルニ・バイパー。

　彼女が使うアーティファクトは、蹴爪術で使用される靴くつ型がたの武具、爪甲沓そのものである。その能力をフレイは、マギーから聞いていた。

「爪甲沓紅月。能力は、決して溶とけない赤い氷を生み出すこと、だったか」

『!?』

　己おのれのアーティファクトの能力を言い当てられ、ルニは僅かに動揺する。

「知っていたところで、どうにもならないですよ」

　ルニの足あし許もとから冷気が噴ふき出し、大地へと広がっていく。

　それは、真っ赤な霧きりのようだった。

「お前、頭悪いな。予あらかじめ知ってたって事は、対策も出来てるってことなんだよ！」

「うるさい！　貴様に私の、本当の力を見せて──」

　その時。

「お待ち下され」

　鎮南軍の将が、ルニの許へと駆かけてきた。

「何事だ！　これは一騎討ちだぞ、邪じや魔まをするな！」

「大事が起こりました故ゆえ、一騎討ちはお控ひかえ下さい」

　苛いら立だちを隠さず、アーティファクトを解放し続けるルニ。

「将軍！」

「……ぅうっ、一体誰だれがそんなふざけた命令を！」

『皇こう帝てい陛下です！』

「！」

　大軍師ユミカの命令であれば、軍紀違い反はんを覚かく悟ごでフレイの首を狙うつもりだった。

　だが、皇帝の命令は絶対である。

　逆らえば懲ちよう罰ばつを飛び越こえ、死罪になりかねない。

　もしここでフレイの首を確実に取れるのならそれでも構わないが、フレイが爪甲沓紅月の能力を知っているとなると……フレイを討ち取れる確率はかなり低くなる。

　今、討ち取れるかどうか分からない勝負の代だい償しようが死罪となれば、ベルガーの敵かたきを討つ機会は永遠に失われてしまう。

　爪甲沓紅月から、真っ赤な冷気が止まる。

　ルニはきつく目を閉じ、今は下がらざるを得ない状況であることを受け入れた。

「フレイ・フォルク。貴様の首は必ず、この鎮ちん南なん将しよう軍ぐんルニが貰もらう！」

　ルニはそう言って、馬に跨またがる。

「威い勢せいだけはいいじゃねぇか。でもな、この俺がお前を逃にがすとでも思ってんのか？」

　馬の手た綱づなを引いて背を向けるルニに、フレイが叫さけぶ。

　だが、ルニは振り向きもせずに馬を走らせていった。ここが森林や山さん岳だけならともかく平野なので、馬の足とガーネカモシカの足では、フレイの方が分が悪い。

　フレイはルニを追うのをやめ、周囲の兵に向かって叫んだ。

「野や郎ろうども、敵軍の大将が逃げ出したぞ！　全軍、討って出やがれぇ！」

『おお──っ！』

　フレリカ兵がフレイの言葉に呼応し、兵が続々と陣じんから飛び出していく。リンシアが率いている中軍のみ残し、後陣も引き始めた帝てい国こく鎮南軍を追い始めた。

「しっかしまあ、本陣は無事かね」

　フレイが矛を肩に担かつぎ、本陣方面に顔を向ける。

　帝国軍の大元げん帥すい旗は目に入らない。

　旗色は完全にラーカス軍が押しているように見えるが、それが本流なのか、それとも今だけの一時的な流れなのか。それをこの場所から判断するのは難しかった。

　視線を後ろに向けると、上空にはまだ巨大な弓が浮うかんでいる。本陣に忽こつ然ぜんと現れた城をリンシアに射させたが、今はただ弓を浮かべ、敵を威い圧あつしているだけだ。

「流石さすがにリンシアの奴やつも、限界か……あら？」

　フレイがそんな言葉を口にした、その時。

　巨大な黄金の弓が、本陣側からゆっくりと動き出し、退いていく帝国鎮南軍に向けられる。そして、ぎりぎりと音を立てて弓が引かれ、そこに矢が現れた。

「おいおい、無茶すんじゃねぇか」

　にやり、と笑うフレイ。

　と同時に、閃せん光こうが辺りを包み込む。

　光の矢は真まっ直すぐ帝国鎮南軍の陣内へ飛び込み、大爆ばく発はつを起こした。

　宙に舞まい上げられる帝国兵。

　中央の城を射てからかなり時間が空いたので、帝国鎮南軍の面々は、もう卸おん浄じよう咎きゆうが矢を放つことはないだろうと、誰もがどこかで高たかを括くくっていた。

　だが、リンシアはこの瞬しゆん間かんを我が慢まんして待っていた。混戦状態で卸浄咎を放つより、一射で最大限の効果を上げられる状じよう況きよう。

　即すなわち、敵の引き際である。

　かくして、その狙いは大当たりした。

　フレリカ軍が追ってきたらすぐ反転してこれを討とうと背後を気にしながら退たい却きやくしていた帝国鎮南軍だったが、追ってくるのは兵ではなく卸浄咎の巨大な矢である事を悟さとり、我先にと逃げ出した。

　退却と潰かい走そうは、大きく違ちがう。帝国鎮南軍は卸浄咎の一射で、文字通り反撃の芽をつぶされ、逃とう走そうへと追い込まれたのである。

「リンシアの奴、やるようになったな」

　こうなれば、もうフレリカ軍の成すがままである。

　フレイは自ら手勢を従えて帝国鎮南軍を追い、その背中を突ついた。

　後陣を率いていたリーエも合流し、帝国鎮南軍の中ちゆう核かくを粉ふん砕さいすると、そこから左右へ散って、徹てつ底てい的てきに攻こう撃げきを加える。

　帝国鎮南軍は陣を整える暇ひまもなく、完全に崩くずされたのである。
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「急報、急報です！　大元帥様、賊ぞく将しように討うたれ、ご落命！」

「ご注進！　大元帥軍、大敗を喫きつして崩ほう壊かい。敵軍は勢いに乗り、こちらにまで攻せめ寄せてきております！」

「報告します！　帝国軍右う翼よく、鎮南軍が敗走してございます！」

　帝国軍大本陣。

　皇帝は大軍師ユミカと共に、各地から続々と入る凶きよう報ほうに耳を傾かたむけていた。

「ジンが討たれ、右翼も崩されたか」

　目を閉じ、力無く呟つぶやく皇帝。

　ユミカは拳こぶしを固く握にぎりしめ、ぎゅっと唇くちびるを嚙かんでいた。

「申し訳ございません。これは私の失策です。リュナス兵の動きを見て、てっきり賊軍は分ぶん裂れつしたものと……まさか、逆手にとられるとは……思いませんでした」

「よい」

　皇帝は短く、そう言った。

「この戦場だけ見れば目も当てられぬ大敗だが、既すでにリュナス領は王都以外の都市を攻こう略りやくしている。お前の策が、全て外れたわけではない」

「陛下？」

　普ふ段だんは下の者に厳しい皇帝が僅わずかに見せた優やさしさに、ユミカは思わず顔を上げる。

　皇帝の口許から……一筋の血が、流れ落ちていた。

『陛下！』

　ユミカの叫びで、その場にいた近臣が皇帝の異変に気づいた。

　相次ぐ敗戦のショックで、脱だつ力りよくしていたのかと思ったが、顔色は真っ青で血の気が無く、ぐったりした様子は脱力というより、生命力が抜ぬけてしまったようだった。

「早く、直ちに医者をこれへ！　ああ、陛下……」

　動どう揺ようするユミカ。

　慌あわただしく駆け回る臣下逹。

　そんな中、皇帝の身体からだがぐらりと揺ゆれ、前のめりに倒たおれた。

「陛下、陛下！」

　皇帝を抱かかえ、必死に呼びかけるユミカ。

　いくら各地の戦せん況きように気を取られていたとはいえ、こんなに近くにいて主の体調に気づかなかったとは。

　ユミカは己おのれの愚おろかさに、吐はき気すら覚えるほどだった。

「あ、慌てるなユミカ」

　そんなユミカに、皇帝はいつになく優しげに言った。

「余は、どうやら……ここまでのようだ。かくなる上は、仕方ない。カーチスを後こう継けい者しやにする故、そちが後見人となって、国を守れ」

「陛下……そんな弱気なことを、仰おつしやらないで下さいませ」

　ユミカは、きつく皇帝の身体を抱だき締しめる。

「良いのだ、ユミカ。帝てい都とではなく、戦場で最さい期ごを迎むかえられるのだからな。惜おしむらくは、もう少しだけ、お前と天翔虎カルーデイアの知ち恵え比くらべを……見たかったぞ」

「うう……」

　涙なみだ顔のユミカ。

「最期だ。一言でいい、私を……と、呼んでくれないか？」

　震ふるえる唇を必死に動かし、皇帝は掠かすれた声で言った。

　ユミカは唇を嚙み、一言一言、丁てい寧ねいに口にした。




「ち、ち、う、え」




　にっこりと微笑ほほえむ皇帝。

「許せユミカ。出来ることならお前を正式に、子として、認めたかったが……お前の母の罪は……拭ぬぐいきれなかった……」

「良いのです、良いのです陛下」

「……すまない」

　そして、ユミカの腕うでにもたれかかっていた皇帝の身体が急に重みを増し、その首ががくり、と落ちる。
















「陛下！　だ、誰か！　陛下をすぐ寝しん所じよへ！　それと医者を！」

「ははっ！」

　ユミカが皇こう帝ていの身体を臣下に預ける。

　皇帝はそのまま、寝所へと運ばれた。

「ぐ、軍師……これから、如何いかが致いたしましょう？」

　皇帝の近この衛え隊長が、ユミカに訊たずねる。

　ユミカはぐっと拳に力を込こめて、立ち上がった。

「陛下があのご様子では、すぐにここを動けない。今はとにかく各戦場から入る情報を集めて。特に左さ翼よくが危ないわ」

「ははっ」

　近衛隊長はユミカの命を受け、それを斥せつ候こうに伝えた。

　ユミカは考える。

　大元帥ジンのアーティファクト龍りゆう璧へき陣じんは、確かに発動していた。平野に城じよう壁へきを作り出すあのアーティファクトでミオとシエルを閉じ込めることには成功していたはずだ。

　強引な突とつ撃げきを敢かん行こうして兵力を減らしたとしても、大元帥軍は三〇〇〇〇。しかも全兵に弓を持たせていたのだから、これで二人を討ち漏もらすのは考えにくい。

　とすると……。

「アーティファクト？」

　普ふ通つうに考えれば詰つみの局面で、これを打破したとなれば、アーティファクト以外考えられない。

　だが、ミオとシエルは白蜥蜴の指輪アズレザール・リングという、陳ちん腐ぷな物しか身につけていなかったはずだ。

　まさか降り注ぐ矢の雨の中を、小さな蜥蜴とかげになって凌しのいだのか。

　二人がどんなアーティファクトを使ったのか、調べる必要がある。

　と思っていた、その時だった。

「た、大変です！　左翼の定てい東とう軍ぐんが賊軍本陣からの援えん軍ぐんに脇わき腹ばらを突かれ、潰走し始めたとのことです！」

　近衛隊長の一言にユミカは深く嘆たん息そくして、呟いた。

「やはりか……」

　シエルは、この状況を見み逃のがしてはくれなかった。

　帝国の主しゆ攻こうを担う大元帥軍を打ち破り、帝国軍右翼の鎮南軍も破れたとなれば、次なる手は右翼の掃そう討とうである。ユミカは詳しよう細さいな報告を聞くまでもなく、シエルがどのように兵を動かしたのか、手に取るように理解出来た。

　きっと自分でも、同じ手を使うだろうから。

　主攻の中央軍と、右翼、左翼が潰走し始めた今、全軍が雪崩なだれのように総そう崩くずれになるのは時間の問題だ。

　ユミカはきっ、と目を見開き、近衛隊長に告げた。

「今夜のうちにそれぞれの判断で退却するよう全軍に通達を。賊軍の餌え食じきになりたくなければ決して纏まとまらず、個別に退いていくように、と」

「そ、それは、つまり……」

　近衛隊長は、後の言葉が出せなかった。

　初めからこの戦いくさは、帝てい国こくに反旗を翻ひるがえした者達を討つと見せかけ、戦力を温存したまま退却する戦だった。

　ところが、シエルの罠わなにまんまと掛かかり、大元げん帥すい軍を深入りさせてしまった所から、全すべての歯車が狂くるい始めた。

　認めなくてはならない。

　これまでシエルが何度も味わってきた苦く渋じゆうを、ユミカも糧かてにしなくてはならないから。

　この一言を、発さなくては。




『この戦は、私の……負けよ』




「ふぐぅうっ……」

　瞬しゆん間かん。

　その場にいた者達は、大軍師ユミカが初めて「負けた」という言葉を発した重みに、思わず目め頭がしらを熱くした。

「この本ほん陣じんも、敵の追い討ちを受ける前に、三陣に分けて帝都に引き返す。第一陣は騎き馬ば隊を主とし、フレリカ軍に奪うばわれたロジーナを取り返す。ロジーナを守るフレリカ軍はたかだか二〇〇〇程度でしょうから、こちらが攻め込む前にルヴィニの森に逃にげ出すはずよ。第二陣は陛下をお守りしつつ、第一陣の後を追いなさい」

　矢や継つぎ早に出される命令を、辺りの者は必死に頭の中に入れるよう努める。

　そしてユミカは、驚おどろくべきことを口にした。

「第三陣は私が指揮する。殿しんがりとなって時間を稼かせぐから、その間に速すみやかに退路を確保しなさい。陛下のご安全を第一に考え、皆みんなでお守りするように」

『は……ははっ！』

　皆がユミカに拝礼する。

　ユミカの覚かく悟ごに、胸を打たれたのだ。

　ラーカス軍を名乗る敵軍は、まもなくここへ攻せめ寄せて来るだろう。

　ここ数日の激戦で互たがいに兵を失ったとはいえ、勝って勢いづいた数万の兵が、天竜姫テユリオンの軍師ユミカと、皇帝の首を狙ねらって来るのだ。

　それに対し、今の帝国軍本陣は五〇〇〇にも満たない。退路は断たれ、食料も乏とぼしい。

　そんな中、ユミカ自身が殿となれば、敵はこぞってユミカを追い回すだろう。

　時間稼ぎにはこれ以上ない人選ではあるものの……もし敵に捕とらわれれば、どんなことをされるか想像もつかない。

「さあ、早く。私はもう、覚悟は出来てるから」

「大軍師様……必ず、必ずや帝都でお会いしましょう！」

　近衛隊長は涙混じりでそう言い残し、皇帝の許もとへと走り出した。周りの臣下らもユミカの命令を実行するために、足早に去っていく。

　そんな中で、一人だけユミカの許へやって来た将がいた。長く大軍師軍の将軍として戦ってきた、フローラ将軍である。

　フローラは片かた膝ひざを突つき、ユミカに向かって頭を下げた。

「大軍師様。殿には良き武将が着くべきです。私も、お供致しましょう」

「…………」

　命いのち懸がけの戦いになるのは目に見えている。下手をすれば、全ぜん滅めつすら有り得る。

　それでもフローラは、大軍師ユミカと運命を共にしたいと名乗り出てくれた。その気持ちが今のユミカには、言葉では表現出来ないほど嬉うれしかった。

「今すぐ兵を集めて。一〇〇〇もあれば十分よ。それから本陣になるべく多くの旗を立てさせて、陣中にある貴重品は、全てここに置くように」

「と、仰いますと？」

「今は、ほんの少しの時間も欲ほしい時だから。追っ手はリュナス軍だろうから、これは効くと思うわ」

　ユミカが黒くろ髪かみを靡なびかせて振ふり返る。

「ここに、敵兵を集めるのですね？」

「うん」

　そう答えたユミカの前に、フローラがにじり寄った。

「ならば、私はこれを使いたく存じます」

　フローラが、右手に握にぎられた物をユミカに見せる。ユミカは驚いて眉まゆ根ねを上げ、フローラの目を見た。

「！……これを、どうやって？」

「私とて帝国の将。悪戯いたずらに大元帥や大軍師のご命令を待っていたわけではありません」

　フローラの強い瞳ひとみには、覚悟が浮うかんでいた。

　止めても無む駄だだ。フローラは目でそう語っていた。

「任せるわ」

「ありがとうございます。大軍師は帝国の柱石。何としても生き延びて頂きます」

「将軍……ありがとう」

「帝国の将軍として、当然のことです」

　フローラはユミカに満面の笑みを見せて、言った。

「大軍師は、時を見て陣を脱だつ出しゆつして下さい。私の死を、無駄にしないで下さいませ」

　ユミカは泣きたくなるのをぐっと堪こらえ、フローラに頷うなずいた。

（これが、敗戦……）

　本当の意味で、それを味わうのは初めてだ。

　悔くやしさは勿もち論ろんあるが、それ以上に、悲しかった。

　将、兵、自尊心、自信、身体からだ。

　失うもの、傷つくものが、如い何かに多いか。

（シエルは、何度もこれを味わって……それでもなお、立ち上がってきたのね）

　叩たたき上げ、鍛きたえられたシエルの心に屈くつした。ユミカには、そう思えた。

「私は、この大敗を糧にする。絶対に、このままでは終わらないわ」

　そんなユミカの言葉を聞いて、フローラは涙なみだが出そうになる。

「お別れです。もっと、もっと大きな軍師におなり下さいませ」

　フローラはもう一度ユミカに頭を下げると、立ち上がって振り返り、歩き出す。

　その背中をユミカは絶対に忘れないと、眼に焼き付けるのだった。
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　帝国軍、総崩れ。

　その報にラーカス軍は沸わきに沸いた。

　ここまで崩せば、そう簡単には立て直せない。

　後はどこまで追い討ちを掛け、叩けるかという段階だった。

　左翼の第三軍も、右う翼よくに移った第一軍も、動ける者は全員、帝国兵の姿を追った。

　これまでトーレ帝国に受けた仕打ちを、民たみの怒いかりを、刃やいばに乗せて放つラーカス軍。

　特に中央を攻める第二軍、リュナス王国兵の攻めは、凄すさまじいの一言だった。

「攻めろ攻めろ、どんどん行けーっ！」

　帝国の主攻だった大元帥軍を蹴け散ちらしたリュナス軍の勢いは止まらない。リュナス軍総大将ノスティークも兵をけしかけ、帝国の赤い鎧よろいを着た兵は一人も許さないといった様子だった。

「ノスティーク将軍！」

　そんなリュナス軍を諫いさめようと、シエルがノスティークの許へやって来た。

「おお、天翔虎カルーデイア殿どのぉ！　実に見事な采さい配はいじゃったのー！」

　がはは、と笑い声を上げるノスティーク。

「将軍、帝国軍に追い討ちを掛けるのは構わないけど、少しやりすぎだ！　投降する兵は許し、捕らえて欲しい」

「はあ？　何でじゃあ？」

　シエルの言葉に対し、ノスティークは顔をしかめた。

「帝国兵の恨うらみを買い過ぎないためだ。許しを乞こう者まで斬きり捨てたら、投降してくる者はいなくなってしまう。そうなれば激しい反発にあって、予想外の被ひ害がいを被こうむることになる」

「予想外の被害？　望むところじゃい！」

　ノスティークは鼻でふんと笑い、シエルから視線を外して前を見た。

「この局面で攻めんでどうするんじゃ！　天翔虎カルーデイア殿も帝国にはかなり痛めつけられたんじゃろうが、儂わしらリュナスの者達だって同じじゃ！　まして今、我が国は領土すら奪われそうになっておるのじゃ。ここは押しまくって、大軍師ユミカと皇こう帝ていの首を一気に取る！」

「将軍……」

　目をぎらつかせたノスティークは、そのまま馬を駆かって前線に向かっていった。

　戦場に出たノスティークらリュナス兵は、獰どう猛もうな獣けものの集団そのものだった。

　こうなればノスティークは、もうシエルはおろか、ミオの言うことすら聞かないだろう。

　シエルは嘆たん息そくし、リュナス軍を見送ることしか出来なかった。




　その頃ころ、リュナス軍の先せん鋒ぽうは大元帥軍を追いながら、同右翼に攻こう撃げきを加えていた。

　時刻はちょうど昼前。通常であれば足を止め、軍中に防衛拠きよ点てんを築いて何か口にする時間だったが、攻めに攻めているリュナス兵は、空腹も渇かわきも忘れていた。

「はっはっは、どうじゃあ、攻めておるか皆の者ォ!?」

　そこへ、大将軍ノスティークが後方から一気に駆けて来た。

「逃げる大元げん帥すい軍なんぞフレリカの者共にくれてやれ。儂らは帝国軍本陣を狙う！」

「おおおおおっ！」

　大将軍ノスティークの出現で、リュナス軍は益ます々ます、勢いに乗った。

　このまま三方から攻め立てていれば、大元帥軍を全滅させることも出来るだろう。

　だが、この戦いくさは大元帥ジンを討うち取る戦ではなく、皇帝の首を狙う戦なのだ。

　リュナス軍は帝てい国こく軍本陣を突くべく進軍方向を変え、大元帥軍右翼から離はなれた。

　ノスティークが、後方に目を向ける。右翼で帝国定てい東とう軍ぐんと戦い、中央に移って大元帥軍の突とつ撃げきをまともに受けたリュナス軍は、かなり兵力を減らしている。

　だがそれでも、まだ一〇〇〇〇余はノスティークに従っていた。

　帝国軍本陣は手つかずでも五〇〇〇程度である。これだけの兵力差があれば、難なく皇帝の首を上げることが出来るだろう。

　リュナス本国で帝国と戦っていた時も、これほどの大チャンスはなかった。

　憎にくき皇帝と大軍師ユミカを、どのように料理してやろうか。胸を躍おどらせるノスティークらリュナス軍の目に、大量の旗を掲かかげ、柵さくを張り巡めぐらせた陣が入って来た。

　陣の中にはいくつもの幕舎が立てられ、中央には土ど塁るいが築かれている。その中には、およそ戦場には似つかわしくない、豪ごう奢しやな刺し繡しゆうが入れられた真っ赤な幕舎まで見える。

　帝国軍本陣だ。

「くっくっく……さあ、初めるぞ皆みなの者ぉ！　我ら東方の勇、リュナス王国軍ここにありと、軟なん弱じやくな帝国の者共の身体に刻み込んでやれぃ！」

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!!!」

　ノスティークは槍やりを振り回しながら、帝国軍本ほん陣じんに突撃をかけた。

　柵を馬の足で蹴けり倒たおし、次々と陣中になだれ込んでいくリュナス軍。

「火を放て！　全すべてを焼き払はらって、リュナスの武をラーカス中に知らしめてやれぃ！」

　ノスティークが後陣の弓兵にそう命じると、弓兵は次々と火矢を幕舎に向かって放っていく。帝国軍の本陣から炎ほのおと煙けむりが上がった。

「わっはっは、爽そう快かいじゃのーっ！」

　帝国軍の本陣に入り込み、火の手を上げられるなど、これまでの戦では一度もなかった。リュナス兵は興奮し、陣中に置かれた物資を略りやく奪だつし、奪うばう物がなくなると火を放つ。

　その姿は、もはや一国の軍隊というよりは、盗とう賊ぞくの集団のようだった。

「大将軍！」

　満足げに燃えさかる炎を見るノスティークに、一人の将校が話しかけてきた。

「何じゃあ!?」

「少し妙みようだと思われませぬか？　この本陣には、人気が全くございませんぞ？」

「むう？」

　言われてみれば、本陣急きゆう襲しゆうから今に至るまで、リュナス軍に矢一本飛んでこなかった。

「は！　大方、我らが攻せめ寄せると聞いて逃にげ出したんじゃろうよ！　それよりも、儂に付いてくるよう兵に命じよ。帝国軍の象しよう徴ちようである、あの下品な幕舎を焼くぞ！」

「ははっ！」

　ノスティークは笑えみを浮かべたまま将校に命じると、馬を走らせて土塁を駆け上り、そこから巨きよ大だいな幕舎を視線に捉とらえた。

「お、おお……」

　ノスティークも、彼に従っていた兵士らも、この幕舎にはさすがに目を丸くした。

　通常の物よりも十倍は大きく、周囲には煌きらびやかな燭しよく台だいが並び、調度品が外にまで溢あふれている。幕舎の外でこの豪ごう華かさなのだから、その中にはどれだけの宝物があるのか、想像も出来なかった。

「流石さすがは覇は者しやの幕舎、と言った所ですなあ」

　将校が、感かん嘆たんの声を漏もらす。

「こりゃ、帝国軍本陣一番乗りへの褒ほう美びじゃな。よし、兵をここに集めて二つに分けよ」

「は……二つに、ですか？」

　首を傾かしげる将校に、ノスティークはにやりと笑った。

「ここにいたのはラーカス三軍師の一人、天竜姫テユリオンユミカじゃ。恐おそらくここに宝物を集めれば、略奪に夢中になって追撃の手を緩ゆるめると考えたんじゃろうが、そうはいかん。儂と手勢二〇〇〇は、このまま北上して皇帝の首を狙ねらう。その間、お主らはここにある宝物を一つ残らず手に入れよ。パルディナやフレリカには、銅貨一枚残してやるなよ？」

「そういうことでしたか……承知致いたしました。直ちに兵を集めます」

　将校はノスティークに一礼し、大将軍の命令を全軍に伝えるべく走り去った。

　数十分後。土塁の中の帝国軍本陣幕舎前には、リュナス兵が集結していた。

　リュナス兵は、あまりにもあっけなく帝国軍本陣を陥かん落らくさせたことに酔よい、更さらに宝の山があるであろう皇帝の幕舎を前にして、完全に舞まい上がっていた。

「では、始めるか！」

　ノスティークが右手を高らかに上げると、その合図を待ってましたと言わんばかりに兵士らが走り出し、幕舎の中へと乗り込んだ。

　中は、まるでそこが戦場であることを忘れてしまいそうなほど、豪奢な造りになっていた。巨大な幕舎の中に幾いくつもの仕切が張られ、広々とした寝しん所じよや、二〇〇〇人は軽く入りそうな中央の応接間、果てはキッチンから浴室まで設けられている。天てん井じようからは水すい晶しようのシャンデリアが吊つるされ、見上げる者を圧あつ倒とうした。

　調度品も数え切れないほど飾かざられ、それ一つで向こう何年遊んで暮らせるのか、想像もつかないほど高価で、見たこともない名品珍ちん品ぴんばかりだった。

「これが、全て我らの物に……？」

　これだけの名品の数々である。

　無事に持ち帰れば出世は確実だし、持ち逃げして上う手まく逃げ切れれば、もう二度と戦場に出ることなく裕ゆう福ふくに暮らせるだろう。

　将兵の間に、そんな甘い囁ささやきが聞こえてくるほど、そこは別次元の世界だった。

「と、とにかくだ。ここにある宝物をみすみすパルディナやフレリカにくれてやる必要はない。片かたっ端ぱしからかき集め、全て我らの戦利品とするぞ！」

「おおっ！」

　元々、金に目がないリュナス軍の兵士達は、我先にと財宝をかき集める。

　外にいた兵は、幕舎の中から聞こえる歓かん声せいに居てもたってもいられず、勝手に幕舎の中へと入り始めた。何せ一品でも持ち帰れば手て柄がらは確実なのだから、軍律に厳しいリュナス軍といえども、その欲よく望ぼうを止めることは出来なかった。

　リュナスの大将軍ノスティークも、そんな将兵を特に咎とがめなかった。

　いや、正しくは咎めることは不可能だった。

　暴徒と化した一〇〇〇〇の兵を、どうやって止められようか。

「やれやれ、仕方ないのう。まあいいわ。今日は我らリュナスの強兵が、帝国の皇帝がいた本陣を落とした記念すべき、歴史に残る日じゃ。ここにある物は一つだけ、祝しゆう儀ぎとしてお前らにくれてやるわい」

『おおおおおおおお！』

　ノスティークの粋いきな計らいに、兵が大だい歓かん声せいを上げた。

　こうなれば、誰だれに気き兼がねすることなく財宝を漁あされる。

　リュナス兵が武器を放ほうり出し、幕舎に入ろうとした──。

　その時だった。

「ん？」

　ノスティークの視界に、一人の女が入った。

　幕舎を囲む土塁の上に立ち、右手には剣けんを、左手には何かを握にぎっている。

　赤い鎧を身につけていることから、それが帝国の将であるのは確実だった。

「あんな所に女がいるぞ。宝や酒もいいが、儂はあっちの方が好みじゃなあ」

　ノスティークが、下げ卑びた笑みを浮うかべる。

「誰か行って、あの女を捕とらえてこい。決して殺すでな、な……な!?」

　一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　女は何を思ったのか、持っていた剣で自らの腹を……刺さし貫つらぬいた！

「な、何を!?」

　口から鮮せん血けつを吐はき出しながら、女が笑う。

　そして、片手で握っていた物を幕舎に向かって投げつけ、こう叫さけんだ。

『圧おし潰つぶせ、苦く怒ど柘ざく榴ろ岩がん！』

　それは、先のエリューディン攻こう防ぼう戦せんで帝国の将軍シュルツが持っていたアーティファクトだった。これは先行副作用セコンダリ型のアーティファクトで、使用者が大きな痛みを受けるほど、巨きよ岩がんと化して対象を圧殺する。帝国の将フローラはこのアーティファクトを使用する代だい償しようとして、命を落とす程ほどの痛みを自らに与あたえた。

　その効果は、絶大だ。

　すう、と皇帝の幕舎の上に舞い上がった苦怒柘榴岩は、瞬時にしてそれを丸ごと潰せるほどの大きさになり、落日のようにゆっくりと沈しずむ。

　ズズズ……ン、と地じ響ひびきを起こし、幕舎内にいたリュナス兵は声を上げる間もなく絶命した。

　そしてフローラもその様を見届け、満足げに笑い、その場に崩くずれた。

「な、な……」

　何が起きたのか。

　ノスティークがそれを考える前に、またも異変が起きた。

「うぐっ！」

　一人のリュナス兵が、突とつ然ぜん倒たおれる。

　その背中には、矢が刺さっていた。

　気がつくと土塁の上には、火矢をつがえた帝国兵がずらりと並んでおり、その中に、頭二つ分背が低い少女が、右手を上げていた。

　帝国大軍師、ユミカ・ローレンツだった。

「放て」

　ユミカがその細い腕うでを振ふり下ろすと、一いつ斉せいに矢が放たれる。

『ぎゃああああっ！』

　一瞬にしてそこは歓かん喜きの楽園から、阿あ鼻び叫きよう喚かんの坩堝るつぼと化した。

　炎は苦怒柘榴岩が圧し潰した帝国軍本陣幕舎に燃え広がり、圧殺を免まぬかれた兵に容よう赦しやなく襲おそいかかる。

　その時になって、ノスティークは漸ようやく気づいた。ここはクロノワーク平野である。なだらかな丘おかはあるが、その名が示す通り、殆ほとんど平へい坦たんな大地が広がっている。

　それなのに、この帝てい国こく軍本陣幕舎は土ど塁るいの中にあった。

　では、その土塁はどうやって造られたのか。

　帝国軍は、いや、天竜姫テユリオンの軍師ユミカは、ここに穴を掘ほり、その土で土塁を築いた。

　よく見てみれば、土塁の上からリュナス軍が立っている地面まで、高さにしておよそ三メートルはある。この程度の高さならば梯はし子ごなどが無くても何とかなるが、それには土塁の上に弓矢を携たずさえた敵兵が居なければ、という前提がある。

　つまり、この本陣幕舎そのものが罠わなであり、リュナス軍は目先の欲望に目が眩くらみ、この囲地へと誘さそい込まれたのだ。

「失敗したか……」

　ノスティークはそのことに気付くと、何な故ぜか腹の底から笑いがこみ上げてきた。視線の先には、自分めがけて飛んでくる火矢が数本ある。

「天翔虎カルーデイアの忠告を聞かなかったばっかりに──」

　ズドッ、という鈍にぶい音が身体からだの中に響ひびき、ノスティークの意識はそこで途と切ぎれた。




　帝てい国こく暦れき三九年六月。

　この日、帝国軍八〇〇〇〇と、パルディナ、リュナス、フレリカの連合「ラーカス軍」一〇〇〇〇〇で始まった戦いが、終しゆう了りようした。

　ラーカス軍側はリュナス王国大将軍ノスティークと、パルディナ皇国の十剣けん士しが三人、そして総勢三〇〇〇〇の兵が戦場の露つゆとなって消えた。

　だが、帝国側の被ひ害がいはその遥はるか上をいくものだった。

　トラインでは四将筆頭ベルガーが、クロノワーク平原では主立った将が殆ど討うたれ、帝国を覇者に導いた名将、大元げん帥すいジンも倒たおれた。そして何より、退たい却きやく中に皇こう帝ていが再び喀かつ血けつして意識を失い、そのまま帰らぬ人となった。




　ラーカス軍の執しつ拗ような残党狩がりにより、帝国側の死傷者は数知れず。

　帝国の大軍師ユミカは、決戦の日から十日経たっても、未いまだその行方ゆくえは摑つかめていない。

　何とか帝国領に帰り着いた兵は、総数で一〇〇〇〇程度だった。




　こうしてクロノワークの戦いは、ラーカス軍の勝利で幕を下ろしたのである。







　　　第四章　闇やみを照らす月







　クロノワーク平原での勝敗がほぼ決し、帝国軍が奪うばわれたロジーナを取り返すべく出兵していた頃ころ。トラインを任され、執しつ務む室で夜よる遅おそくまで書類に目を通していたドリスの許もとに、そのロジーナからの伝令がやって来た。

「ロジーナのニーア軍師より、これからロジーナを放ほう棄きしてトラインに戻もどると、言こと伝づてを受けましてございます」

　ドリスは手にしていた書類を机に置き、頷うなずいた。

「流石さすがは軍師です。今この状じよう況きようで、ロジーナを死守する意味はありませんからね。軍師には分かりましたとお伝えして下さい」

「ははっ！」

　伝令がドリスに一礼して、部屋を出ていく。

　炎ほのおが揺ゆれ、明かりが揺れる。

　ドリスはふうと一息吐いて、窓の外に目を向けた。

　雲一つない夜空に、紅あかの月と蒼あおの月が佇たたずんでいる。その周りを数多あまたの星々が、大小様々な瞬またたきを放っていた。

　見るときに見ればこれほど美しく、心を打たれる夜はないだろう。

　だが合戦の最中にこの夜空を見上げると、まるで空でも星々が互たがいに削けずり合いをしているかのように映り、何とも言えぬ溜ため息いきが出てしまう。

　その時、ドリスの背後で、かたん、と何かが倒れる音がした。

　燭しよく台だいが倒れて、書類に火でもついたら一大事だと、慌あわてて振り返ったドリスの視界に入って来たのは、揺らめく明かりに照らされた、二本の足だった。

『何者ですか!?』

　咄とつ嗟さにドリスは短たん剣けんを引き抜ぬき、自分の喉のど元もとに当てた。

「尚しよう書しよ様が働き者の方で助かりました。流石に寝しん室しつにお邪じや魔まするのは心苦しいですから」

　闇から、ゆっくりと人ひと影かげが歩み始めた。足許から、ふわりとしたスカートが、そして細い腰こしが、白いエプロンが明るみに出る。

「あなたは、確か……」

　ドリスは警けい戒かいを解かず、そのまま人影を凝ぎよう視しする。




　それはシエルの館やかたで働いているメイドの、レネリーだった。




「あなたは、いつもその格好なの？」

　ドリスはふふっ、と笑いつつ、握った短剣は、喉元から離はなさない。

「進入する場所によって衣い装しようなどいくらでも変えます。戦場に出れば鎧よろいを纏まとい、町に行けば町まち娘むすめの格好になります。そしてお城に忍しのび込むのは、この姿が一番自然ですから」

「成る程ほどね。現にここまで警備の目をかい潜くぐって来ているのだから、大したものよ」

「ありがとうございます」

　レネリーがスカートの裾すそを広げ、一礼する。

　その瞳ひとみには、鋭するどい輝かがやきが宿っていた。

「それで、ここに忍んできた用件はなにかしら？　私の命でも狙ねらいに来たの？」

「まさか」

「では、何の用？」

「その前に、警戒をお解き下さいませ。私は他国の者ではありません。ご主人様……フレリカ王国の軍師、シエル様が密ひそかにお作りになられた組織ボーダレスの者ですから」

「何ですって？」

　シエルの名を聞いて、ドリスは漸く短剣を納めた。

「敵に情報を引き出される前に喉のどを突つかんというその姿勢。敬服致いたします」

「そんなことはどうでもいいですわ。軍師が蜂はち蜘く蛛も隊たいとは別の、密みつ偵てい組織をお持ちになっているというのは耳にしておりましたが、あなたのことですね。まさかお屋や敷しきのメイドさんがその役を担になっているとは思いませんでした」

「尚書様の目にもそう映っておられるなら、ご主人様の狙い通りということになります」

　ドリスは正直なレネリーの言葉に、思わず笑えみを浮うかべた。

「こんな時間に私を訪ねたのですから、余程の大事があるのでしょう？」

「ご推察の通りです」

「伺うかがいましょう」

　レネリーはドリスに片かた膝ひざを突き、改めて一礼した後、ゆっくりと告げた。

「現在、ランカスタよりエナ丞じよう相しようが、ガーネ上じよう山さん道どうをこちらに向かって進んでおります」

「丞相が？」

　ドリスは思わずそう叫び、口許に拳こぶしを当てた。

「急用があるならば丞相ご自身が動かずとも伝令を使えばいいし、わざわざ遠回りで道も険しい上山道を選ばれたのも気になりますわね」

「はい。それと先さき頃ごろ、帝国の大軍師ユミカが丞相に接せつ触しよくしたという情報もあります」

　レネリーの言葉に、ドリスは思わず視線を泳がせた。

「まさか……丞相はフレリカ王国中興の臣ですし……でも、先に陛下から通達されたあの書簡で？」

　ドリスは素す早ばやく考えを巡めぐらせる。

　ミオはクロノワークの戦いが始まる直前、軍師シエルと世よ継つぎを成すことを公式発表し、その子はフレリカ王国の子として育てていくという宣言文を各地に送った。

　もう少し細かく表現すれば、その子の父母はフレリカ王国そのものであり、ミオやシエルはその子の親という立場を放棄するという、厳しいものだった。

　しかし裏を返せば、これでフレリカ王国は世継ぎ問題を解決した上に、慣例となっていた王女の夫の官位剝はく奪だつを行わずに済む。シエルは次期国王の父という事実そのものを放棄する代わり、軍師の職を辞することなく、これまで通りフレリカ軍総大将として采さい配はいを振るうことになった。

　とはいえ、である。結局のところ、世継ぎ問題に関することを除けば、ミオはシエルと結ばれることを選び、シエルもそれを承しよう諾だくした、ということだ。

　シエルとエナは長く苦楽を共にした仲であり、ことエナに至ってはそれ以上の感情を抱いだいていた節がある。

「確かあなたはレネリー、と言いましたか？」

「はい」

　ドリスは目つきを変え、レネリーに顔を近づけた。

「今から上山道を王都方面に向かえば、丞相に会えるんですね？」

「はい」

「このことを、軍師や陛下には？」

「まだお伝えしておりません」

「それは何な故ぜ？」

　レネリーは、柔にゆう和わな語り口の中にある、ドリスの鋭さに気付いた。

　この人に、噓うそ偽いつわりは通じない。

　瞬しゆん時じにしてそう悟さとったレネリーは、ドリスに対して淡々と語り始めた。

「我らボーダレスの前身は反はん帝てい国こく軍ぐんリヴェラルウイングです。ご主人様はあらゆる職にある人間が反帝国軍と繫つながっていることに早くから目を付け、リヴェラルウイングがその役目を終えた時、その特異性を活かしてフレリカの諜ちよう報ほう機関になって貰もらいたいと仰おつしやって下さいました。

　フレリカにはかつてリヴェラルウイングで名を馳はせたフレイ将軍もいます。蜂蜘蛛隊隊長として我らを助けてくれたマギー将軍がいます。そして今、実質資金繰ぐりをして頂いているのは丞相です。

　その大恩ある丞相に、一時の感情でフレリカを捨てて欲しくない。出来ることならば人知れず、ことが露ろ見けんする前に収めてしまいたい。それが出来るのは、尚書様しかおられないと思ったのです。最も、これは私個人の願いですが……あ！」

　次の瞬間。

　ドリスは、レネリーを抱だき締しめていた。

「ありがとうレネリー。あなたの願い、確かにこのドリス・カーターが聞きましたわ」

「勿もつ体たいなきお言葉です」

「私はこれから、すぐガーネ山さん道どうに向かいます。あなたはまだこのことを、誰だれにも言わないで。よろしいですね？」

「お任せ致します」

　ドリスはレネリーを離し、駆かけ出した。

「お、お待ち下さい。供の者も連れずに行かれるのは……」

　ドアを開け、今すぐ飛び出そうとしていたドリスは、レネリーに向かってウィンクした。

「女同士の話なんだから、ナイショにしなきゃ。ね？」

　そんな言葉を残し、ドリスは行ってしまった。




　　　　◇　◆　◇　◆　◇　◆　◇　◆




　夏が近づいてきているとはいえ、ガーネ山の夜はまだまだ冷える。

　日が当たらない場所には雪が残り、空に浮かぶ紅の月と蒼の月の光を浴びて、薄うす紫むらさき色の輝きを放っていた。

　耳に入るのは、自分の呼吸と馬の荒あらい息、凍こおった地面を踏ふみしめる蹄ひづめの音。そして身に纏い、口許まで覆おおったマントの衣きぬ擦ずれだけ。大地から染しみ出てくるような冷気に、鼻の頭が痛くなった。

　この道を、エナは一人で進んでいる。

　ずっと共に歩んでくれた、幼おさな馴な染じみであり、親友であり、初はつ恋こいの相手だったシエルは、もう手の届かないところに行ってしまった。

　つきん、と、小さく胸が痛む。

　悲しさと寂さびしさが身体からだの中から溢あふれ出しそうで、食しよく欲よくも湧わかなかった。

　胸の中には、ユミカからの手紙が入っている。

　絶望を感じることがあれば、帝国に来られたし。

　エナは虚うつろな表情で、その言葉を反はん芻すうしながら馬を歩かせた。

　自分は、何をしたかったのだろう。

　フレリカ王とミオ王女が帝てい都とに連れて行かれたあの日、シエルは迷うことなくお二人を助けるために軍師になると断言し、それを実現させた。

　自分は、そんなシエルに心を打たれていただけじゃなかったのか。本当は、ただシエルの傍そばにいたかっただけじゃないのか。

　シエルが頑がん張ばっているから、自分も頑張っただけにすぎない。

　気付けばエナの目は、フレリカ王やミオ王女ではなく、シエルばかり追っていた。

　そんな自分に、フレリカ王国の丞相を務める資格はない。

　戦いくさのない世の中は作りたいと思う。

　でも、これから仲なか睦むつまじく歩んで行くであろうミオ王女とシエルの背中を見続けるのは……あまりにも辛つらかった。

　帝国には大軍師ユミカがいる。数多の武将がいる。

　しかし、内政に関してはこれといった人物はいない。

　フレリカには丞相エナが、尚書ドリスがいて、補ほ佐さ官かんとしても優ゆう秀しゆうな人材が揃そろっている。今のフレリカならエナ一人抜けても動じないだろうが、帝国はエナのように内政に熟達した人間を渇かつ望ぼうしている。

　今の帝国の体制にエナが加われば、盤ばん石じやくになる。元々、トーレ帝国は国土の広さもさることながら、その質も他国よりずっと恵めぐまれている。

　高温で雨が少ないリュナス、川が多く、農作物を育てる土地が少ないリュナス、山さん岳がくにあり、およそ畑にするような土地は無く、寒さが厳しいエリューディン地方のフレリカ。それに対して肥ひ沃よくな大地が広がるラーカス北西部を手中に収めているトーレ帝国は、不作になってもリュナスの三倍以上の作物が取れる。

　だが逆に、多くの収しゆう穫かくがあり、鉱山まで有する帝国は、その物量を頼たよりにしすぎているため、それらを有効活用する知ち恵えを持つ者がいないのだ。

　エナならば、それが出来る。

　他国の領地を奪うばわずとも、二年あれば、帝国に他の国では絶対に真ま似ね出来ない、不動の基き盤ばんを築き上げられる自信がある。

　今になって考えれば、ユミカはエナを恐おそれ、欲ほつしていた。

　ルナリムの森でシエルと共にユミカの軍に包囲された時、ユミカはシエルの命ではなく、エナの命を狙ってきた。それはひとえに、シエルらを縁えんの下で支える人間を廃はいしたかったからだろう。

　ユミカにとってはシエルよりもエナが邪じや魔まだった。裏を返せば、ユミカはシエル以上にエナを評価しているということになる。

　エナは黙だまって王都を抜ぬけ出し、帝国に走ろうとしていることに、まだ迷いを覚えていた。

　自分を欲してくれる者と、腕うでを振ふるえる大きな仕事があるトーレ帝国。

　自分を最大級に認め、丞相という位を与あたえてくれたフレリカ王国。

　このまま傷心を覚かく悟ごの上で、フレリカ王国に仕え続けるのか。

　それとも心を一新し、帝国で新たな道を見つけるか。

　エナは自分の本心を見み出いだすために、ひとまずフレリカ王都ランカスタから離はなれ、帝国に向かうことにした。だが、王都から離れて六日目になる今でも、迷いという霧きりは晴れるどころか、益ます々ます深くなってきたように思えた。

　ふと、紫色の月光に包まれた道の先に、一筋の煙けむりが立ち上っているのが目に入った。

　この時期、こんな深夜にガーネ山道の上山道に、旅人や冒ぼう険けん者は足を踏み入れない。より安全で、より近道である中なか山さん道どうがあるからだ。

　とすると……。

　エナは馬に下げたバッグから、短たん剣けんを取り出す。

　襲おそわれた相手に立ち向かうための剣ではない。

　敵国の手の者から拷ごう問もんや辱はずかしめを受け、機密情報を聞き出されないようにするための、内政官としての心得である。ある程度、位の高い内政官は、いつでも自分の喉のどを刺させるように、このような姿勢を崩くずさない。命を、身体を張っているのは、何も戦場を駆け回る武官だけではないのだ。

　最も、ここはただですら危険な山道なのだから、いざとなれば崖がけ下したに身を投げればいい。エナが短剣を腰こしに差し、ゆっくりと、警けい戒かいしながら近づいていくと、やがて一本の巨きよ木ぼくの下で、焚たき火をしている人物が視界に入ってきた。

　エナの予想に反して、それは女性だった。

　焚き火の上に鍋なべを置き、何かを煮に込こんでいる。傍かたわらには藁わらに包まれて眠ねむっている馬がおり、手た綱づなをその大木から伸のびている小枝に繫いでいた。

　女性は大木の根に腰を下ろし、炎ほのおを眺ながめている。その横顔に、エナは見覚えがあった。

「ドリス……尚しよう書しよ……」

　エナがそう呟つぶやいたと同時に、馬がぶるる、と鼻を鳴らして白い息を吐はく。

　その声に反応したドリスが、エナに気付いて立ち上がった。

「少々待ちましたわ、丞相。さあ火にお当たり下さい」

「何で……？」

　ドリスはエナに有う無むを言わさず、駆け寄って手を伸ばす。エナはその手を取ろうかどうか躊ちゆう躇ちよしたが、結局、ドリスの笑えみに負けた。

　ドリスはエナを焚き火の傍に座らせると、エナの馬を藁で綺き麗れいに拭ふき、自分の馬の横に寝ねかせる。エナの馬は初めはびくびくしていたが、ドリスの優やさしい手つきと微笑ほほえみに気を許し、素す直なおに言うことを聞いて寝始めた。

「馬の扱あつかいに、慣れてらっしゃるんですね」

　エナが気まずそうに言う。

「私は馬が好きなんです。草を食はみ、風のように駆け、時には子供のように無む邪じや気きに跳はね回る。とても可愛かわいいですわ」

　笑いながら隣となりに座るドリスの顔を、まともに見ることが出来なかった。

　自分は己おのれの勝手な理由でフレリカを捨て、丞じよう相しようの地位も棒に振り、逐ちく電でんしようとしている人間である。そして尚書令のドリス・カーターはそんなエナとは違ちがい、帝国によるラーカス統一が成された時もモロ、ヒューレ、ルイユノークからなる西フレリカ地方の領主を務め、表向きは帝国に服従の意を示しつつ、水面下ではフレリカ王国のために尽じん力りよくし、再起を信じていた忠臣である。

　本来なら、その政治的手しゆ腕わんや豊富な経験、何よりもフレリカを思う忠節心から、ドリスがエナの上にいても不思議ではない人物なのだ。現に、西フレリカは先の戦いで再び帝国領にされたものの、その住民達はシエルの書簡一つでフレリカに帰属した。それは亡なき先主フレリカ王の人徳と、二年間に渡わたるドリスの善政の賜たま物ものだった。

　ドリスは馬の身体を拭いた藁の束を、焚き火に入れた。ぱち、ぱちと小気味良い音だけが、辺りに響ひびく。

　エナは膝ひざを抱かかえ、身体を丸めてその揺ゆらめく炎を眺めた。

「尚書は何な故ぜ、あたしがここを通ることをご存じだったんですか？」

　ドリスに何を言われても、甘んじてそれを受けようと思った。

　受けた上で、ここを立ち去るなり、自害するなりしよう、と。

　そんなエナに対し、ドリスは焚き火の様子に目を向けたまま、静かに語り始めた。

「いかなる経けい緯いであろうが、私と丞相が二人っきりになれることを好機と思っただけですわ。私は常々、丞相と腹蔵無く、語りたいと思っていましたから」

「語りたい？」

「はい」

　ドリスの口調は、これから国を捨てて、他国に走ろうという者に対するものではなく、まるで旧友と久々に再会し、共に時間を過ごさなかった期間を語り合うかのような、優しいものだった。

「私は生まれついての政治屋さんではありませんわ。平和な時代にありながら、世間というものを全く知らない女の子でした」

　それを聞いて、エナは思わず目を丸くした。

「しかし、カーター家といえば、代々フレリカ王国の宰さい相しようを輩はい出しゆつしてきた名家ではありませんか。そのご令れい嬢じようが──」

「丞相は貴族の家に成人の跡あと取とりがいない場合、爵しやく位いを返上、領地も王族に返上しなければならないという掟おきてをご存じですか？」

「え？」

　エナは驚おどろいて、ドリスの顔を見た。

「確か、尚書は十二歳で家を継ついだって……」

「そうです。私はその掟を知りつつ、父母が慈いつくしんだ城を奪われるのが嫌いやで、王都にて先代フレリカ王に謁えつ見けんし、カーター家を相続させて下さるよう嘆たん願がんしました」

「それで先王は、お認めになって下さったんですね」

　エナの言葉に、ドリスは微笑んで頷うなずいた。

「カーター家は、フレリカに大きなご恩がある家なのです。故ゆえに、丞相と軍師が陛下を帝都からお救いし、ラーゼンでフレリカ再興を宣言されたと耳にした時、どれほど嬉うれしかったか……積年の苦労が、報むくわれた瞬しゆん間かんでしたから」

　あの時。

　フレリカ王国を再興したといっても小さな砦とりでを一つ得ただけという状じよう況きようだったが、それでも、その喜びはひとしおだった。

「尚書に二つ、訊たずねたいわ」

「何でしょう？」

「私が居なくなれば、次の丞相は間違いなく尚書です。それなのに、どうしてわざわざ私を引き留めるような真似を？」

「出世など……そこに生き甲が斐いを見る人もいるでしょうけれど、私は違います。私はただ思い出の地を、帝てい国こくの汚きたない手で蹂じゆう躙りんされたくなかっただけですわ。ミオ様や軍師、そして丞相にだったら、全すべてを委ゆだね、カーター家の誇ほこりを守ることに専念出来る。そう思ったからこそ、私はルイユノークを守り抜き、ここにいるのです」

「…………」

　人には、人それぞれの事情がある。

　ドリスにとってカーター家は、全てを与えてくれた大事な場所なのだ。

　それを守るためならば、何だって犠ぎ牲せいにする。

　強く固く、揺るがない。その姿勢を貫つらぬき通すドリスに、エナは視線を地面に落とした。

「丞相、もう一つのご質問とは？」

「あなたは今……幸せ？」

　エナのシンプルな問いに、ドリスは思わず破顔し、声を上げて笑った。

「真ま面じ目めに聞いてるのに」

「ふふ、申し訳ありません。そんなに率直に聞かれたこと、なかったものですから」

　ドリスは勢いよく立ち上がり、手にしたカップをエナに向け、月に向かって叫さけんだ。

『私は幸せです！　生まれ変わってもまた、私は私になりたいわ！』

　ドリスの声が、山々に反はん響きようする。

　エナはそんな美しいドリスの姿を目にして、心に纏まとわりついていた黒くてねばねばした物が溶とけ落ち、胸がすく思いだった。

「これが答えです。じゃあ次、丞相の番ですよ」

「は？」

「あら、私にだけ叫ばせるんですか？」

　エナはドリスに手を引かれて、立ち上がった。

「え、ちょっと、そんな急に……」

「今思っていることを、率直に声に出せばいいんです。さあさあ早く、スープが冷めちゃいますから！」

「うう……」

　いつの間にか、エナはドリスのペースに乗せられてしまっている。

　だが、そうなって初めて気付き、思わず息を吞のんだ。普ふ段だんは白い雪や氷灰色の岩が剝むき出しの無骨な顔を見せているガーネ山だが、紅あかの月と蒼あおの月に照らされ、赤と青、そして混ざり合って紫むらさきに染まり、幻げん想そう的で雄ゆう大だいな一面を見せていることに。

「綺麗……」

　エナはその景色に胸を打たれ、知らず知らずに涙なみだが出ていた。

　ドリスが、後ろからエナの両りよう肩かたに手を置く。

「物の見方、その時の気持ち、心の在あり方で、こんなに美しい景色にも気付かなくなるんです」

　エナの両腕に、ドリスの掌てのひらの温ぬくもりが伝わってくる。ドリスの母親のような優しさに、エナは改めて今の行動を根本から考え直してみようか、という気持ちが芽生えた。

「さあ丞相、胸に溜ため込んだ想おもいを、一気に吐き出すのです！」

　エナはこの美しいガーネ山に向かって、叩たたきつけるように声を張り上げた。




『シエルの……ばかやろ────っ！』




　声と一いつ緒しよに、身体中の邪じや気きまで出し切ったような気がして、心も身体からだも軽くなった。

　ドリスはそのまま腕うでを回し、エナを抱だき締しめる。

「尚しよう書しよ？」

「そのままお聞き下さい。丞相は……帝国に降くだる気などありませんね？」

　ぎくり、と身体を震ふるわせるエナ。

「丞相の性格を考えれば分かります。丞相はとても賢かしこいお方ですから、たとえ相手があのユミカでも、その口車に乗るようなことはしないと思います。

　では、何で人目を忍しのんでこの道を通っているのか。丞相は内政官に与あたえられた短たん剣けんで、ユミカと差し違えるおつもりなのでしょう？」

　そこまで見み抜ぬかれているとは、思わなかった。吐く息が白いほど寒いのに、己の考えを見み透すかされたことで、身体中から冷たい汗あせが流れ落ちていた。
















「わ、分からないじゃない。帝国が私を宰相として迎むかえてくれるなら、あの肥ひ沃よくな大地を今よりもずっと豊かに出来る。国が富めば、兵も強くなる。帝国によるラーカスの再統一も、一気に現実味を増すわ」

「それはありえません」

　ドリスはエナの肩に触ふれた手に力を込こめて、強く言った。

「クロノワークの戦いの直後、帝国の皇こう帝ていが死にましたわ。現在帝てい都とでは、かつてリルガ橋でシエル軍師に大敗を喫きつしたカーチス侯こう爵しやくを次期皇帝にするべく動いております。正直言って、あの方では帝国は纏まりません」

「皇帝が!?　それに、カーチス卿きようのことも……ご存じなんですか？」

「ええ。何せあの方は帝国がフレリカを支配していた二年間、フレリカの領主としてミスティケープに居たのですから。正直に申し上げて、二度と見たくない顔ですわ」

　エナは、ぐっと眉み間けんに皺しわを寄せ、ドリスの腕に自分の手を重ねた。

「丞相の行動は、もしかしたら天下の大勢を決めてしまうかもしれませんが、この国は丞相の力でここまで大きくなったのは間違いありません。だから私はここで眠ねむり、目が覚めた時に丞相が居なくても、仕方ないと思います。でも、これだけは言わせて下さい。丞相がこの道を選んだのは熟考の末とは存じますが……後こう悔かいで選んだ道の先には、もっと深い後悔しかありません」

　ドリスは最後の言葉に、語気を強めた。

　後悔。その言葉が、エナの頭の中を駆かけ巡めぐった。

　エナが進んでいるこの山道は、まさに後悔の念から始まっている。

　ドリスはそこまでエナの気持ちを見抜き、耳に痛い言葉を使ったのだ。

「丞相。最も辛つらいのは瞬間的に大きな悲しみを受けることではなく、真綿で首を絞しめ続けられるような、長期的な苦しみなのです。ミオ陛下は二年もの間、幽ゆう閉へいされていたのです。その苦痛は、我らの想像を絶するものでしょう。辛いのは丞相だけではありません。皆みんな、口にしないだけで様々な辛い目に遭あっているのです。そのことを、どうかお忘れなく。さあ、スープを飲んで身体を温めましょう」

　ドリスはエナの身体から腕を離はなし、焚たき火まで手を引いて戻もどると、木の陰かげからバスケットを取り出し、その中からカップを二つ出して、火にかけていたスープをエナに渡す。

　熱々のスープは冷えた空気に解け、煙けむりのように立ち上った。




　出来ることは、全部やった。後はエナ自身が何をどう考えるか、だ。

　ドリスは朝日を浴びて、目を擦こすりながら身体を起こした。

　ふと横を見ると、火を焚いていた場所から頼たよりない煙が立ち上り、その傍かたわらに寝ねていたはずのエナの姿はなかった。ただ地面に敷しいていた藁わらと、その上に毛布が綺き麗れいに折おり畳たたまれて乗せられているだけだ。

　……駄だ目めだったか。ドリスは嘆たん息そくし、その場に立ち上がった。

　櫛くしを入れていない髪かみはぼさぼさで固まり、背中や腰こしも凝こっている。

（陛下……軍師、申し訳ありません）

　目を閉じて、頭を下げるドリス。

　失しつ恋れんの痛みはドリスもよく知っているが、その深さは人によって違ちがう。

　出来ることなら、エナにはこのフレリカ王国で、思いっきりその天分を活いかして欲しかった。

　と、その時。ふと、瞼まぶたを照らす朝日が何かによって遮さえぎられ、影かげを落とした。

　咄とつ嗟さに、ドリスは目を見開いて顔を上げる。

『おはよう、尚しよう書しよ』

　そこには背後に広がる青空にも負けないほどの笑え顔がおを見せる、エナがいた。







　　　第五章　天竜姫テユリオンの軍師







　ラーカスの命運を懸かけた「クロノワークの戦い」が終わると、ラーカス軍はそれぞれの行動に移った。

　母国を狙ねらわれたリュナス軍は、帝国軍本ほん陣じんでこの軍の大将を務めたノスティーク大将軍がユミカの策によって命を落としたことで退たい却きやくし、そのままクロノワーク平原を去った。

　だがその道中、リュナス軍は皇帝の死と同時に、リュナス王都が陥かん落らく、リュナス王はその場で処しよ刑けいされたことを知った。

　リュナス軍は大将軍だけでなく、帰る場所まで失ったのである。

　途と方ほうに暮れていた彼らに手を差し伸のべたのは、同じくラーカス軍として共に汗と血を流した盟友、パルディナ皇国の神しん託たく師しアレイア・スカラーだった。

　リュナス軍はそのままアレイアの麾き下かに入り、アレイアはパルディナ国内での名声を更さらに上げたが、その代だい償しようとして荒あらくれ者が多いリュナス兵と、アールビー神のために戦う集団であるパルディナ兵の間で、当然のように軋あつ轢れきが生じ、諍いさかいが絶えなくなった。アレイアはその調停役として東とう奔ほん西せい走そうせねばならず、後にパルディナ国内の動乱を加速させる結果となる。

　ラーカス軍の盟主として戦ったフレリカ王国は、大戦の直前に得た西フレリカ地方に加え、パルディナ皇国神託師アレイアとの協議で譲ゆずられたメリッサ、そして大戦の勢いでそのままリーフ城まで攻せめ落とし、版はん図とを大きく塗ぬり替かえた。

　とはいえクロノワークに投じた軍費は巨きよ額がくであり、暫しばらくは国力回復を余よ儀ぎなくされた。

　軍師ニーアが大戦中に落としたロジーナは、帝てい国こく軍ぐんが攻め寄せてくる前にフレリカ軍によって城じよう壁へきが破は壊かいされ、ニーアらはルヴィニの森からトラインに退却した。

　今はまだ、フレリカ王国にロジーナを保持出来る体力はない。それよりも、今は疲ひ弊へいした国内を立て直すことが最優先だというニーアの行動は、英断として讃たたえられる。




　クロノワークの戦いで大敗北を喫したトーレ帝国は、これによりこの地方の帝国領最前線は、ロジーナとレーヴァまで後退せざるを得なくなった。

　八〇〇〇〇という大兵力で意い気き揚よう々ようと出陣したものの、無事に帝都へ帰り着けた者は僅わずか数千という状態に加え、帝国大元げん帥すいジン、四将筆頭ベルガーを始めとする数多あまたの将が討ち死にし、皇帝も帝都の土を踏ふむことなく命を落とした。

　帝国唯ゆい一いつの頼たのみの綱つなである大軍師ユミカは未いまだにその消息がわからず、既すでにこの世の者ではないのではないかという噂うわさまで流れ始めた。

　リュナスの領土を全すべて手中に収め、国土としては最も巨きよ大だいな領地を持つトーレ帝国だが、大半の者が危き惧ぐした通り、先帝の跡あとを継ついだ新帝カーチスは、想像を絶する愚ぐ者しやだった。

　カーチスがトーレ皇帝を名乗り、最初に行ったのは、後宮の大造営である。

　先帝に子があれば、自分は皇帝になってはいなかった。美女を召めし抱かかえ、先帝の二の舞まいを踏まぬよう跡取りを作らなくてはならないというのがカーチスの言い分だった。

　だが、何せクロノワークで敗北した直後で、しかも先帝の葬そう儀ぎすら終わっていないタイミングでこんな命令を発したものだから、国内からの反発はかなり強まった。

　大軍師さえ、戻ってくれば。

　帝国に仕える者は皆、心の奥底から天竜姫テユリオンの軍師ユミカ・ローレンツの帰き還かんを心待ちにしていた。




　クロノワークの戦いから、十日後。

　ユミカの行方ゆくえは未だに知れず、フレリカとパルディナはユミカに高額の賞金を懸かけてその行方を追っている。シエルはフレリカ軍の将兵やミオと凱がい旋せんした後、ミオの許しを得て、とある町へとやって来ていた。

　供の者として連れているのは、三〇〇人長リーエ一人だけである。

　義ぎ弟ていのフレイはベルガーとの一いつ騎き討うちで腕と肋ろつ骨こつを折られ、マギーは大元帥ジンとの戦いで太ふと股ももを深く斬きられて、二人とも治ち療りように専念している。ベロニカはアーティファクトの副作用セコンダリで高熱を発し、同じくラミナも脱だつ力りよく感かんが抜ぬけず、リンシアに至ってはアーティファクトを無理に使い全身の筋肉を傷め、三人はベッドから起きられなかった。

「軍師、この町に、一体何があるんでしょうか？」

　雨の中、馬に乗って大通りを進むシエルに、その隣となりで轡くつわを並べるリーエが訊たずねた。

　辺りは既に日が暮れている。街灯に灯ひが入り、人々がその日の仕事を切り上げ、一いつ杯ぱいやろうと酒場に向かう。

　ここはフレリカ領、セラック。クロノワークの大戦の折には、フレリカ・リュナス両軍の食料を輸送する最重要拠きよ点てんとなった場所である。

　今でもその重要性は変わらず、マードック将軍がこの地を治め、北や東で異変がないか注意深く監かん視しし、何かあればこの地から援えん軍ぐんを差し向けられるようにしている。その重要性のせいか、昨今ではセラックには多くの人が流れ込み、徐じよ々じよに一大商業都市として成長しようとしていた。

「いやね、知り合いがここに居ると思ったんだ。この辺り一帯で最も人の出入りが激しい場所だからね。もし僕が彼女なら様々な状じよう況きようを考えて、ここを選ぶんじゃないかなって」

「は、はあ……」

　リーエはシエルが何を言っているのかよく分からず、曖あい昧まいな言葉を返した。

「ということは、軍師はまだその方の所在は摑つかんでおられないのですか？」

「手がかりが全くないわけじゃない。彼女によく似た人物がとある場所にいるって、僕の諜ちよう報ほう機き関かんが報告してきたから……ほら、あそこだ」

　シエルがそう言って指さしたのは、場末の酒場だった。

　人が多く流れ込めば、必然的に彼らを目当てにした店が建つ。この酒場はその中でも、まだテントで営業している新参の店てん舗ぽだった。

「さあ、行こう」

「本当に、こんなところに軍師のお知り合いが？」

「まず間違いないと思うよ。リーエはここにいて。僕はちょっと店主と話をしてくる」

「あっ、お待ち下さい。私は軍師から離れるわけには……」

「いいんだよ。物々しく入っていって、警けい戒かいさせたくない。ここで待ってて」

　シエルはリーエににっこり笑うと、馬を降りて足早にそのテントの中に入っていった。

　不安に駆られたリーエは、馬を店の世話係に預けて、そっと中の様子を窺うかがう。シエルはカウンターで泡あわ立だち、濁にごった茶色の液体が入ったジョッキを片手に、店主らしき髭ひげ面づらの男と言葉を交かわす。暫くしてシエルは一口もつけなかったジョッキをそっと他の客のテーブルに置き、足早にリーエの許もとへ戻って来た。

「行くよ、こっちだ」

「え、わわっ！」

　シエルはそのままテントの裏手に回る。リーエも、慌あわててその後を付いて行った。店舗にしていたテントの裏には、倉庫代わりに使っているもう一つのテントがあった。

「リーエ、ここから先は僕だけで行く。君はこのテントの入り口で待っていてくれ」

「ははっ」

　リーエはシエルに言われた通り、いつでも剣けんを抜けるよう、腰に手を当ててテントの前に立った。倉庫用テントの中は、小さなランプがいくつか並べられているだけで、照明としては少々心許なかった。

　木箱や酒さか樽だるが並び、テントの中であるにも拘かかわらず埃ほこりっぽい。

　シエルはその中を奥まで進み、小さな声で言った。

「僕だ。シエルだ。君に会いに来た。いるんだろう？」

　がたん、と、倉庫の奥で物音がする。

　シエルはそこへ向かい、物もの陰かげに隠かくれていた少女を発見した。

「やっぱりここに居たんだね、ユミカ」

　土と埃にまみれ、どこからか手に入れたボロボロの布の服を着ていたが、その黒くろ髪かみ、幼い身体からだつき、深い瞳ひとみは、紛まぎれもなく帝国の大軍師ユミカだった。

「シエル……どうして、ここが？」

　ユミカが警戒心を露わにして、後ずさる。

「簡単な話さ。もし僕が君だったら、敵軍が迫せまるクロノワークからどうやって逃にげるか、って考えた。僕なら、追われている方向には逃げない。寧むしろ敵をやり過ごし、他国からの商隊に潜もぐり込むだろうなって思ったんだ。そうして身を潜ひそめておいて、自分が戦場で落命したって噂を流す。

　大戦直後は誰だれもがユミカを血ち眼まなこになって探すだろうけど、暫く時間が経たてば、ユミカは戦場で死んだって噂が真実味を帯びてくる。それを見計らって、帝国に戻もどるつもりだったんでしょ？」

「……流石さすがね」

　ユミカは観念し、その場で膝ひざを抱えて座った。

　よく見ると、ユミカの身体には包帯が巻かれている。大方、逃とう走そう中に追い打ちを受け、手傷を負ったのだろう。

「まさか、ここまで追い詰つめられるとは思わなかった。私の負け。後は捕とらえるなり斬って捨てるなり、好きにすれば──」

「へえ、珍めずらしく弱気じゃないか」

「素す直なおになってるだけ。ずっと前から、私を追い詰められるのはあなただけだと思っていたから」

「だから僕を取り込むために、様々な手を駆く使しして仲間に引き入れようとしたの？」

「…………」

　ユミカは黙だまって、俯うつむいた。

「負けるって本当に辛つらくて、悔くやしいでしょ？」

　シエルはそう言ってユミカの後ろに立ち、腰こしを下ろして背中を合わせた。

「ねえユミカ、僕はいつか君に聞こうと思っていたことが二つあるんだ」

「何？」

　ユミカの声はとても静かで冷たかった。

「何でユミカは帝国の味方をするんだい？　帝国は先帝の頃ころから民たみを顧かえりみない政治ばかり行って、信しん頼らいを大きく損そこねた国だ。現皇こう帝ていになって益ます々ます拍はく車しやがかかって、国内からも不平不満の声が上がってる。こんな国でもう一度ラーカスを統一したとしても、また反乱が起こるのは間違いないし、それが分からない君じゃないでしょ」

「そうね、シエルの言う通りだと思う」

「だったら何な故ぜ？」

「シエルはフレリカ王国が自分の家みたいなものなんでしょ？」

「それは、そうだね」

「同じよ。私にとっては帝国が全てなの。守るべきものなのよ」

「……そっか」

「ねえシエル、あなたは知ってる？　何故、先生が各国の王を殺さず幽ゆう閉へいしたのか」

「いや、知らない」

　ユミカが先生と呼ぶのは、天翔虎カルーデイアシエルや天翼狼ジオードアレイアの師でもある、先の帝国大軍師ディオラのことだ。

　ユミカはディオラを心底尊敬していたが、初めから二心を抱いだいていたシエルやアレイアにとっては、師であると同時に倒たおさなくてはならない壁かべでもあった。

「先生は各国の王だった者に、帝国への服従を誓ちかうなら、牢ろうから出してあげるって言い続けてきたわ。真の統一は、彼らが帝国に心服した時だ、と言ってね」

　だがそれは結局、無む駄だに終わった。力で屈くつ服ぷくさせられた各国の王は頑がんとして首を縦に振ふらず、最後には先帝の命令で処しよ刑けいされたのだ。

「先生は何度も何度もあの帝てい都との塔とうに足を向け、粘ねばり強く説得してた。私も何度か同行を許され、ご一いつ緒しよしたことがあった。各国の王は先生を、そして帝国を口くち汚ぎたなく罵ののしったわ。それでも先生は、説得を止やめなかった」

「どうして、そこまで……」

「人を攻せめるは下策、城を攻めるは中の策、心を攻めるは最上の策って言うでしょう。武力で統一したラーカスは、いつどこで誰が反乱を起こすかわからない不安定な状況だった。だから各国の王に協力して貰もらって、末永く戦いくさがない世の中にしたかったのよ」

　ディオラはディオラなりに、平和について考えていたのだろう。

　だが帝てい国こくは、いや、他の国でも同じかもしれないが、まず自分ありきで風下に立たされた者に平和を論じても、中々通じるものではない。しかしディオラは、それを承知で説得に乗り出したのだろう。

「私達の願いは一つ。戦のない、平和なラーカスを築くことよ。でも、その願いは、もう遠く届かない所へ行ってしまった。

　シエル、あなたのせいでね」

「ラーカスのことを考える権利は誰にだってある。帝国の特権じゃないさ」

「そうね」

　ユミカは小さく呟つぶやいて膝に顔を埋うめた。

「それで、もう一つは？」

「こ、こっちは少し訊きき辛づらいんだけど……」

　シエルは顔を赤くして、ユミカに質問した。

「ユミカは何でそんなに僕に固こ執しゆうするの？　ラーカスは広い。僕よりもずっと賢かしこい人が、どこかにいるかもしれないのに」

「先生の学問所で共に学び、いつか二人で立派な軍師になって戦場に立ちたいと願った相手が、シエル以外にも存在するの？」

　ユミカが、膝に額をつける。珍しく、荒あら々あらしい口調だった。

「賢ければ誰でもいいわけじゃない。私は今回の戦いで負けというものを知った。その上で、何度でも立ち上がって戦いに挑いどむシエルの凄すごさを、改めて知ったの。

　私はそんなシエル・スノーハートを好きになった！」

　片や、誰もが認めるトーレ帝国不動の大軍師。

　その背にいるのはフレリカ王国の軍師にして、総軍司令官。

　目にしている物は、今の二人のように正反対だ。

　だが……背中から感じる温ぬくもりは、まるで磁石のように二人を離はなさなかった。

「一度だけ言う。ユミカ、帝国を離れてフレリカに来る気はない？」

「ない」

　即そく答とうだった。

「お話はこれで終わり。私を説得して、無駄だったら斬きるつもりでしょ？　今やらなかったら、私の存在はあなたたちにとって絶対に将来の禍か根こんになるわ。さあ、早くやって」

　ユミカが顔を上げる。

　シエルの背中に、ユミカの後頭部がこつんと当たった。

　重苦しい沈ちん黙もくが、二人の間に流れる。

　シエルは立ち上がって、膝を抱かかえてうずくまるユミカの小さな頭を見下ろした。

「こんなことを言ったら、きっと僕を恨うらむ人は大勢出るんだろうけど……僕は君に、一つ大きな借りがある。今ここで、それを清算したいと思う」

　シエルがユミカの脇わきの下に片手を入れ、力を込こめてユミカを立たせた。

　大きな瞳を見開き、きょとん、とするユミカ。

「借り？」

「うん。ルナリムの森でフレリカ軍を囲んだ時、ザグロニア将軍の乱入で僕は辛からくも難を逃のがれたけれど、君が問答無用で矢を射させれば、あの場で僕やエナを討うてたはずだ。あれだけ完全に囲んでいたにも拘かかわらず、君はそれをしなかった。だから僕は、ここで君には会えなかったことにする」

　シエルはそう言うと、自分の剣を地面に置いて振り返り、歩き出した。

「もし誰かに捕つかまって辱はずかしめを受けるようなことがあったら、それで苦しみから逃れて欲しい。もし道中でお金が足りなくなったら、それを売って欲しい」

「この剣で、私はあなたを刺さすかもしれないわ」

「それはない」

　今度はシエルがユミカに断言した。

「僕が知っている天竜姫テユリオンの軍師はそんな人じゃない。次は貸し借りなしの状態で、ユミカ・ローレンツと真っ向から戦い、勝ってみせるよ」

「シエル！」

　倉庫を出ようとしたシエルを追い抜ぬき、ユミカはシエルの首筋に跳とびついて、無理矢理唇くちびるを奪うばった！

「な、な？」

　動どう揺ようするシエル。

　ユミカはシエルに向かって、涙なみだを滲にじませた。

「私はもう二度と負けない。そして、あなたを絶対に手に入れる。何年かかっても、何十年かかっても、絶対に諦あきらめない」

　そう言いながら、ユミカは……笑った。

　埃ほこりにまみれ、ボロを纏まとい、いつも戦場で会う姿とはかけ離れた姿だったが、その笑え顔がおは、胸を打つほど美しかった。

「次に戦場で会う時、決着をつけよう。不ふ謹きん慎しんだけど……楽しみにしてる」

　シエルはユミカに微笑ほほえみ、倉庫を後にした。

　天竜姫テユリオンの軍師、ユミカ・ローレンツ。

　天翔虎カルーデイアの軍師、シエル・スノーハート。




　二人の軍師の戦いは、これからも数度に渡わたって続くこととなる。




　　　　◇　◆　◇　◆　◇　◆　◇　◆
















「それではこれより、クロノワークの大戦における論功行賞を行う！」

　フレリカ王都、ランカスタ城の大広間にミオの声が響ひびくと、ここに集められたフレリカの臣は一いつ斉せいに声を上げ、拍はく手しゆ喝かつ采さいが沸わき起こった。

　あの大戦から十五日後。

　戦後処理も一段落し、いよいよ待ちに待った論功行賞が行われるのである。

　玉座の前に立つミオと、その両りよう脇わきに軍師シエル、丞じよう相しようエナが鎮ちん座ざする。

　そんな中、ミオが声を張り上げた。

「クロノワークの大戦において我らフレリカ軍はラーカス軍で最も兵が少なかったにも拘わらずリュナス、パルディナ両国を抑おさえて盟主となり、見事に帝国軍を打ち破った。またトライン城においては帝国平へい北ほく軍ぐんを潰かい走そうさせたばかりか、ロジーナ城を落として帝国軍の退路と糧りよう道どうを断ち、ラーカス軍の勝利に大きく寄き与よした。

　これは大変な戦功である。この苦しい戦いに参戦した諸将。武官を背後で支えた文官達。並びに我が国の誇ほこりであるフレリカの兵には、一人残らず恩賞を与あたえることを約束する！」

『おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！』

　再び、雨のような拍手がミオを包み込んだ。

「なお此こ度たびの戦いでは、五人の将軍が比類無き戦功を上げている。故ゆえにこの五人には、特別報ほう奨しようを与えるものである。まずは一人目、ラミナ・ザグロニア将軍、前に出られよ！」

「おおう待ってましたぁ！」

　ラミナが勢いよく立ち上がり、歩いていく。

　万ばん雷らいの拍手に「姐あねさーん」という声が混じっていた。

「将軍はラーカス軍左さ翼よくの主しゆ攻こうを担にない、見事にフレリカ軍の武ぶ威いを示した。また本ほん陣じんが危あやうくなると急いで駆かけつけ、帝国大元げん帥すいジンのアーティファクトを粉ふん砕さいし、私と軍師を助ける大功を成し遂とげた。故に、将軍は三階級昇しよう進しん、上将軍の地位を与え、厚き恩賞で応こたえよう！」

「ははっ、有り難がたき幸せ！」

　ラミナは良く通る声で返事をし、片かた膝ひざを突ついた。

「次に、リンシア・ニース将軍！」

「はっ！」

　名を呼ばれたリンシアは、静かに立ち上がって前に向かう。

　整った顔立ちと知的な雰ふん囲い気きを持つリンシアは、女官からの人気が絶大である。故に拍手よりも、黄色い声の方が大きかった。

「将軍はラーカス軍左翼の要かなめとして広い視野で戦場を掌しよう握あくし、前線を支えた。また本陣が危機に陥おちいると、ラミナ将軍と同様に本陣の窮きゆう地ちを打破してくれた。更さらにそのまま帝国軍に対して戦い続け、左翼フレリカ軍が崩くずれぬよう気を配った。その功績、真に大である。将軍にも一階級昇進、上将軍の位を与える！」

「有り難き、幸せ」

　キャー、という声があちこちから上がる。

　その声に、マギーは頰ほおを目め一いつ杯ぱい膨ふくらませていた。

「次、ベロニカ・フィアーナ将軍」

「はい」

　しゃらん、と鎧よろいの音を響かせ、ベロニカが立ち上がる。

　凜りんとした立ち姿に人々は声を上げるのを忘れ、見み惚とれてしまう。

　だが何故か、ベロニカにも「お姉さまー」という女官からの声が降り注いだ。

「将軍は近この衛え騎き兵へい隊隊長として私を守る最後の砦とりでとなり、何度も心が折れそうになった兵に奮起を促うながした。また、将軍自らも限界を超こえてアーティファクトを駆く使しし、数多あまたの敵兵を討った。将軍の奮ふん闘とうがなければ、私もここには居れなかっただろう。その働きに、私も応えねばなるまい。

　ベロニカ将軍も本日より一階級昇進させ、上将軍とする！」

「有り難く、拝命いたしまする」

　片膝を突きミオの言葉を受け取るベロニカに、拍手が送られる。特にエリューディンの者達は、ベロニカに惜おしみない喝采を与えた。

「さて、ここからは大戦の行方ゆくえを決した将二人の名を、同時に呼ぼうと思う」

　わあああ、と、一ひと際きわ大きな歓かん声せいが上がった。

「マギー・バイパー上将軍、フレイ・フォルク上将軍。共に前へ！」

「「ははっ！」」

　名を呼ばれたフレイとマギーが同時に立ち上がると、この日一番の声が上がり、大広間がびりびりと震ふるえた。

「まずはフレイ上将軍。貴公は帝てい国こく四将筆頭、アルベルト・ベルガーを一いつ騎き討うちの末に破り、帝国平北軍の侵しん攻こうからトライン城を守りきった。更にその後、クロノワークの戦いに参戦して左翼フレリカ軍の総指揮を行い、帝国鎮ちん南なん軍ぐんを潰走させた。

　マギー上将軍はクロノワークの大戦開始よりフレリカ軍を指揮し、本陣が窮地に陥るとラミナ将軍と共に駆けつけ、危険を顧かえりみず敵軍に突とつ撃げきし、帝国大元帥ジンの首級を見事に上げた。フレイ、マギー両上将軍の働きが特筆に値あたいするのは、誰だれの目にも明らかである。よって両上将軍の階級を上げ、フレリカ王国大将軍に任ずる」

「「有り難き幸せっ！」」

　ずどおおおおお、と大広間がどよめく。

　ここにいる者は誰もが声を上げ、手を叩たたき、二人の大将軍の誕生を祝した。

　その後、遍あまねく諸将に恩賞が送られたが、誰もが首を傾かしげた人事が二つあった。

　それは、あれだけ軍費と兵ひよう糧ろうの捻ねん出しゆつに心を砕くだいた丞相エナに何一つ与えられなかったこと、尚しよう書しよのドリスを左丞相に昇しよう格かくさせ、エナは右丞相の位に変へん更こうされたことである。

　丞相の位は変わらないものの、これは実質的な降格人事だった。

　その理由については、結局最後まで明かされなかったのである。




　論功行賞後、ランカスタ城大広間は盛せい大だいなパーティーの場と化した。

　殆ほとんどの者に過分とも思える恩賞が与えられたので、パーティーは盛り上がり、その歓かん喜きの声は城下の町にまで轟とどろいた。

　そんな中、ミオとシエルは、ランカスタの塔とうの最上階にある、小部屋にいた。

　ここにはベッド以外何もなく、小さな窓の外には、戦勝を祝う町の灯あかりと、ガーネ山の稜りよう線せんがうっすらと闇やみに浮うかんでいるだけだった。
















　二人はベッドに腰こし掛かけ、外を眺ながめながら静かな時間を過ごしていた。

「ねえミオ、どうしてエナには何も与えなかったの？」

　シエルが硬かたい表情で訊きいた。

「それは教えられん」

「何で？」

「いいのだ。お前は知らん方がいい」

「はあ？　それじゃあ僕もエナも納なつ得とく出来ないよ」

「そのエナが望んだのだ」

「え？」

　シエルはわけが分からず、ただ首を傾げるばかりだった。

「エナは私に全すべてを明かし、丞相の職を辞すると言ってきたのだが、それを私は許さなかった。そして考えた結果、影かげの功労者であるドリスを丞相職に引き上げることで、実質的な降格を避さけたのだ」

「あう、う？」

「これ以上は女の事情だ、詮せん索さくするなよ。それより……」

　ミオが、シエルの肩かたに頭を乗せる。

「やっと、お前と結ばれるな」

「う、うん」

　ミオはこの論功行賞後に、シエルと結ばれる決意をした。

　今ならば皆みんなが祝いの酒を飲んで大いに騒さわぎ、そのまま眠ねむってしまうだろう。誰にも邪じや魔まをされず、誰にも憚はばかることなく、二人だけの時間を過ごすことが出来る時間なのだ。

　ミオが、ふっと身体からだの力を抜ぬいてベッドに横たわる。

　そして両手を広げ、シエルを呼び込んだ。

「ミオ……」

　シエルがミオの求めに応じ、ミオの胸の中に顔を埋うめた。

「こんな機会はそれほど多くないだろうからな。今日は朝まで離はなさんぞ？」

「す、凄すごいことを言うね」

「何だ、嫌いやなのか？」

「そんなわけ、ないじゃないか」

　シエルはミオの手をしっかり握にぎり、何度もキスをする。

　そのまま二人は、朝まで何度も絡からまり合った。

　まるで指に絡まる、白い蜥蜴とかげの指輪のように。







　　　終章　天翔虎カルーデイアの軍師







　ラーカス全土を揺ゆるがせたクロノワークの大戦から、六年後。

　フレリカ王都ランカスタ城の客間に、三人の人物がいた。

　一人はサリエルという少女。一人はフレリカ王国右丞相エナ。そしてもう一人は、大きな木の杖つえを持ち、ボロボロの外がい套とうを着た赤あか髪がみの女性だった。

「それでねー、今はこのベロニカと、ラミナと、んーと、リンシアと、マギーとフレイの五人が、フレリカ五将って呼ばれてるんだよー！」

　サリエルは〝フレリカ王国史〟という大きな本をテーブルの上に置き、一つ一つ丁てい寧ねいに読み上げる。全ての将の名を言えたのが嬉うれしかったのか、自じ慢まんげに胸を張った。

　サリエルはミオとシエルの子ではあるが、フレリカ王国の子として育てられている。大将軍フレイやマギーが、右丞相のエナ、左丞相のドリスが、上将軍ラミナ、リンシア、ベロニカが。彼ら全員がサリエルの父であり、母である。

「そう……ここの世界は今、トーレ帝国とパルディナ皇国、そしてここフレリカ王国が三さん竦すくみ状態なのね」

　赤髪の女性が、パンを囓かじりながら言う。

「さんすくみ？」

　首を傾げるサリエルに、エナが優やさしく声を掛かける。

「三つの勢力が、互たがいに競きそい合っている状態のことよ。サリエルはいつか陛下の跡あとを継つぎ、このフレリカの王女となるんです」

「わかってるよー。サリエルはりっぱな王女になります！」

　ぴし、と真顔で敬礼するサリエルが、何とも愛らしかった。

「では、次はこちらの番です。あなたは何な故ぜ、西の浜はまで倒たおれていたんですか？」

　エナが赤髪の女性に鋭するどい視線を向ける。だが赤髪の女性は、その髪と同じ深しん紅くの瞳ひとみでエナの視線を難なく受け止めた。

（只ただ者ものじゃない）

　思わず、腰に下げていた短たん剣けんに手が伸のびる。

「おやめなさい丞相。子供の前ですし、あなたでどうにか出来る相手じゃありません」

「！……」

　エナは、赤髪の女性が口だけじゃないことを、その雰ふん囲い気きから察した。

「まさかその杖、アーティファクト!?」

「アーティファクト……と言うんですか。成る程ほど、この地のマナはアーティファクトという形で力を発揮しているのね。これほど高度な変へん換かん技術があるなんて、信じられないわ」

　赤髪の女性は涼すずしい顔でそう言い、エナが訝いぶかしんでいた杖を壁かべに立てかけた。

「ご心配なく、これは正しよう真しん正しよう銘めいただの杖です。でも、私ならこれがなくても──」

　人差し指を立て、ぐっと目に力を込こめる。

　そして素す早ばやく宙に円を描えがくと、光り輝かがやく円えん陣じんが現れた。

「わあ、きれーい！」

　喜びの声を上げるサリエルを、エナが抱だき絞しめる。

「あなた、本当に何者？」

　気づけば、脂あぶら汗あせが額に浮かんでいた。

　得体の知れないモンスターを相手にしている。そんな錯さつ覚かくすら覚えた。

「私はマール。遠い西から来た魔ま女じよです。この地にも魔法をと思いましたが……やめましょう。私が住んでいた世界とは、あまりにも違ちがいすぎる」

　首を傾げるサリエルとエナ。

　その時、ランカスタの塔に着けられた鐘かねが、城から町まで鳴り響ひびいた。

「出陣の鐘！　王女さまと軍師さまが、城を立たれるわ！」

　サリエルは無む邪じや気きに走り出し、窓を開けた。

　眼下には、出兵するフレリカ軍の姿がある。

　威い風ふう堂どう々どうとした姿には、自信と誇ほこりが漲みなぎっていた。

「フレリカの重臣たるあなたは、見送りに行かなくてよいのですか？」

　マールが訊たずねる。

「私はサリエルの守護を任されていますから。ところで、あなたはこれからどうするんですか？　不ふ穏おんな動きさえしなければ、もう少しここに居ても構いませんが」

「不穏な動きなどするつもりはないし、長居する気もありません。ここはいい町だもの。めちゃくちゃにしたくはない」

　マールはサリエルの側そばに寄り、窓の外を眺める。

　そこには凜り々りしい王女の姿と、緊きん張ちようした面おも持もちの男がいた。

「彼が、天翔虎カルーデイアの軍師」

　マールはシエルに目を向け、口くち許もとを緩ゆるめた。

「成る程、良い面つら構がまえをしているわね」

　窓まど枠わくに向かって一いつ生しよう懸けん命めい背せ伸のびしているサリエルを抱き、眼下で行軍しているシエルとミオの姿を見えるようにするマール。素す性じようも知れない者に、大事な未来の王女を抱かせるなど、もってのほかなのだが、エナは……動けなかった。

　サリエルを抱くマールが眩まぶしすぎて、神こう々ごうしすぎて、感動すら覚えた。

「この子に危害を加える気などないわ。それに私はすぐラーカスを離れ、東へ行きます」

「え～、もうちょっと居てくれてもいいじゃん」

　マールの腕うでの中で頰ほおを膨ふくらませるサリエル。どうやらサリエルは、何故かマールを気に入ったらしい。

「駄だ目めなの。私が長く留とどまった土地には、必ず不幸がやってくる。私にはそういう呪のろいのような物をかけられているの。私はここが気に入ったから、旅立たなければ。ね？」

「う～～……」

　目に涙なみだをいっぱい溜ためて、大きく頷うなずくサリエル。

「良い子ね。東に向かったら、サリエルが話してくれたエリューディンの公子ヒノトに、会えるかもしれないわ」

「本当!?　会ったら、サリエルがよろしくって言ってたって伝えてね！」

「ええ、約束する」

　そんな会話を交かわす二人に対して、エナは思わず片かた膝ひざを突ついていた。




「あれは誰だれかな？」

　シエルがサリエルに気づき、ミオに声を掛けた。

「さあな。だがエナが付いているのだ。問題ないだろう」

　ミオはそう言いつつ、見送りのために集まった民衆に笑え顔がおを向けた。

　この出兵の目的は、パルディナへの出兵に伴ともなう、帝てい国こくへの備えである。

　パルディナは現在、天翼狼ジオードの軍師アレイア派、教皇派、そして旧リュナス王国派で三つに分かれ、共和制の国となっている。シエルとアレイアはクロノワークの大戦後も交流を深め、とうとうフレリカはアレイアの力を借り、パルディナを併へい吞どんすることを決めたのだ。

　帝国は必ず、その隙すきを突いて動いてくる。

　フレリカがパルディナを落とせば、帝国と同等の国土を有する強国にのし上がるからだ。そして真っ先に狙ねらわれるのはモロ城だと読んだシエルは、ミオと共にこの地を守るために出陣するのである。

　帝国の大軍師ユミカはクロノワークの大戦後、無事に帝てい都とへの帰き還かんを果たした。

　新皇こう帝ていの暴政を諫いさめ、内政にもその知識をいかんなく発揮し、更さらに軍備も整えて東とう奔ほん西せい走そうしている。

　そのユミカが、フレリカの動きを見み逃のがすわけがない。

「今度こそ、フレリカの天翔虎カルーデイアの軍師が、ラーカス一であることを示してやれ！」

　力強く言うミオ。

「任せてよ」

　頭を搔かきながら、応こたえるシエル。公おおやけの場で身体を寄せ合うことは出来ないが、シエルとミオは深く繫つながっていた。

「僕らの戦いに、そろそろ決着をつけようか……ユミカ！」

　シエルはそう呟つぶやいて、力強く手た綱づなを握りしめた。




　ラーカスの騒そう乱らんはフレリカのサリエル王女の時代になって、ようやく大勢が決する。

　シエルとユミカの戦いはそれまで幾いく度どとなく繰くり返されたが、どちらが本当に優すぐれた軍師だったのかは、学者や市民らの間で、永く永く語られていくこととなる。




　天翔虎カルーデイアの軍師、という物語に、形を変えて。





天翔虎の軍師　完　　　　　









　　　あとがき







　こんにちは、上総かずさ朋とも大ひろです。

　まずは何より、無事にシリーズを終える事が出来て、一安心しております。

　もうこの作品について語る機会はないと思いますので、今回は軍師シリーズの立ち上げ秘話を記しておこうと思います。

　最初に草案が出来たのはカナク五巻発売前、次はどんな物語をやろうかという打ち合わせ上で、当時のファンタジア文庫には戦記物が皆かい無むであり、一作くらいは戦記物が欲しい、という担当さんの言葉を受け、ならばやりましょうという流れで決まりました。

　僕の創作は、まず地図を描えがく事から始まります。巻頭に載のせて頂いている物ですが、その中でエリューディン、即すなわち三国志でいう所の「蜀しよく」に当たる場所を主人公の国に設定し、本国防衛の話にしようと一巻を書き上げました。主人公シエルのセカンドネームが「スノーハート」である事は、その時の名残なごりです。

　その後、担当さんが変わり、紆う余よ曲きよく折せつを経て、現在の一巻となりました。

　戦記物は今でこそ読み応えがある物が次々と刊行されておりますが、当時はまだまだ学園ラブコメの火が消えておらず、右を見ても左を見ても学園物ばかりでした。

　そんな時節に、比ひ較かく的てき敷しき居いの高い戦記物を、読み易く嚙かみ砕くだいた作品を出したいという僕の要望を通してくださった編集部の方々に、深く感謝いたします。




　戦記物には沢たく山さんの人物が登場します。複雑な知略戦が存在します。凡およそライトノベルらしからぬ血ち腥なまぐさい描びよう写しやもあるでしょう。しかし、そんな重厚な設定や物語は、他ジャンルよりも深い楽しみがあるのも事実です。

　ファンタジア文庫にも様々な戦記物が存在しますので、この作品がそれらを手にするきっかけになれれば、これほど嬉うれしい事はありません。

　とまあ、そんな訳で。

　現在、次のシリーズを立ち上げる為ために様々な企き画かくを考えております。これには大変な労力と時間が掛かかりますが、また手にして頂ける価値のある物を書きたいと思います。

　次もまたファンタジーです。しかも、ラブ要素多めで。

　本作とはまた違ちがう、物語を描きたいと考えております。




　次に、この作品に携たずさわって下さった方々に、謝辞を。

　シリーズ立ち上げから最終巻刊行まで面めん倒どうを見て頂いた、三人の担当編集様に。

　素晴らしいイラストで、本シリーズを大いに盛り上げて下さった、庄しよう名な泉みつ石いし先生に。

　シリーズ開始時、祈き念ねんしに行き、願いを聞き届けて下さった武たけ田だ信しん玄げん公に（恵え林りん寺じにてシリーズ終しゆう了りようのご報告済）。

　いつも温かいお言葉を下さる、ツイッターフォロワー様に。

　そして、この文章に目を通して下さっている、あなたに。

　最大の感謝をお贈おくりします。本当に、ありがとうございます！




　そしてこの巻が発売される翌月、富士見Ｌ文庫から新作が出ます。

　無む免めん許きよの天才魔ま女じよアイカと、潔けつ癖ぺき症しよう作家ユートの楽しいやり取りと、少しミステリックな雰ふん囲い気きを味わって頂ければと思います。

　あ、今気づきましたが、このあとがきを書いた後、すぐそちらのあとがきを書かねばなりませんね（笑）むー……何を書こうかな……。

　うー、あー……ではまた！


二〇一四年九月二七日　上総朋大
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